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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序　章







　アウトニアという国を知っている人は少ない。いや、ほとんどいない。

　この銀河系に強大な勢力をもつマガザン帝てい国こくの、その勢力圏けんの一番はじっこにある、小さな恒こう星せい系国家など、知っているほうがおかしい。もし、帝星で道行く人百人に聞いたら百五十人が知らないと答えるだろう。

　千年近くにわたるマガザン帝国の歴史は、そのまま勢力拡大の歴史だ。マガザン帝国の歴史の年表には、過去において自己の領土や属国にしてきた国や星の名前が何百と並んでいる。その中には武力によって占せん領りようした領土もあれば、平和裡りに併へい合ごうされた領土もあった。しかし、この銀河系の中に帝国が確たる地位を築きあげたとき、その前に、時を同じくして覇は権けん国家の道を歩きつづけてきた宗教国家「神聖ローデス連合」が立ちふさがった。

　この神聖ローデスとの争いが始まったとき、帝国は領土拡大を図ることをやめ、周辺にある独立国家群と『盟約』と呼ばれる安全保障条約を結び、自らの経済及および文化圏に取り込むことにより、自国の安定を図った。

　この方策により帝国は、肥大した領土を維い持じしつづけるという重荷から解き放たれ、戦争状態を継けい続ぞくさせるだけの余力を得た。

　神聖ローデス連合と帝国は、軍事力においてほぼ拮きつ抗こうしており、境界線にある星域をめぐって一進一退を繰くり返す戦いをつづけた。

　帝国は、ここ数百年間、境界線にある無人の桃もも星ぼし星域以外の領土を武力によって占領することはなかった。いや、占領する必要性がまったくなかったのだ。

　帝国の周辺にあった独立国家群は、次々に帝国と『盟約』を結んだ。そして、この結果、いずれの国家も完全に帝国の経済文化圏に取り込まれ、帝国とほとんど変わらない言語、文化を持つようになった。

　その姿は、名目こそ独立国家だが、その実態は地方自治体となんら変わらない存在となったからだ。

　この、百数十ある独立国家群の中のひとつ。それも最も歴史の浅い辺境の開かい拓たく惑わく星せい国家であるアウトニアなんて国を知っている人間がほとんどいない理由は、そんなところにある。

　そう……アウトニアは知られていなかった。

　アウトニアの国民は、世に知られることもなく、のほほんと暮らしていけるはずだった。

　もし、この星域に、アウトニア回かい廊ろうがなければ、間ま違ちがいなく今でも平和な日々がつづいていただろう。




　帝国と『神聖ローデス連合』との間には、年老いた銀河の残ざん滓しである白色矮わい星せいの群れがあり、この白色矮星の強力な重力波のため、この二つの勢力は直接に接せつ触しよくすることができず。これが、この二つの勢力が数百年にわたって争いつづける原因でもあった。

　この重力波の壁かべには、ひとつだけ転移可能な空間があった、それがこの数百年の間、紛ふん争そうの舞ぶ台たいとなっている『桃星星域』である。いや……この壁には、もうひとつ穴が開いていた。それが、アウトニア星域に開いた『アウトニア回廊』だった。

　しかし、戦せん艦かん一隻せきが通り抜ぬけるのが、やっとというこの穴の狭せまさが、このアウトニア回廊を軍事的な要よう衝しようにしなかった。

　帝国は、このアウトニア回廊の監かん視しのために、駐ちゆう屯とん地ちを置き、連れん絡らく将校を派は遣けんしていたが、一切の軍事力を置いていなかった。

　このアウトニア回廊を使って、神聖ローデスが侵しん攻こうしてくるなどということを、まったく考えていなかったのだ。




　その『まったく考えていなかった』ツケを払はらわされたのが、そのアウトニアに連絡将校として派遣されたこの僕ぼく、マイド・ガーナッシュだった。

　アウトニア回廊に、神聖ローデス側に雇やとわれた精強なミリオン傭よう兵へい隊が侵入したことを知った僕は、帝国に対し、帝国とアウトニアとの間に結ばれた盟約をもとに帝国軍の増ぞう援えんを依い頼らいした。しかし、皇位継けい承しよう権けんすら持つ門もん閥ばつ貴族の息子むすこで、帝国軍作戦指導部参さん謀ぼうのアリクレストは、僕に対する士官学校時代の意い趣しゆ返がえしのため、盟約を踏ふみにじり、アウトニアを見殺しにする決定を下したのだ。

　弱小で実戦経験などほとんどないアウトニアの軍隊が、圧あつ倒とう的に優勢な傭兵隊を相手にして勝てるわけがなかった。

　帝国に見捨てられたアウトニアの滅めつ亡ぼうを誰だれもが疑わなかったに違いない。

　でも、僕はアウトニアを見捨てることができなかった。

　アウトニアの国民が帝国を信じ、帝国の庇ひ護ごを求めているそのときに、それを見捨てるなんてことは、僕にはできなかった。

　それをさせたのは、帝国の貴族という僕のプライドではなかった。

　それは、一人の人間としての基本的な感情だった。




　帝国正規軍の応援という手段を失った僕は、士官学校時代の同級生だった、ケルプワインに応援を頼たのんだ。

　ケルプワインの一族は、もともと宇宙海かい賊ぞくで、今は、ケルプワイン海賊団という名前の警備会社を営業し、戦せん闘とう艇ていを多数保有していたからだ。

　ケルプワインは、僕の頼みに応こたえて、一族を引き連れてこのアウトニアの戦いに参戦してくれた。

　戦力的に劣れつ勢せいとはいえ、応援を得た僕たちアウトニア軍は百万の友軍を得たような気がしたのだ。




　ミリオン傭兵隊の補給が回復するその前に、決着をつけなくてはならない。

　こうしてケルプワイン海賊団とアウトニア軍の混成部隊による先制攻こう撃げきが始まった。

　戦力として劣勢な僕たちが勝利をつかむことができるとしたら、圧倒的な戦力を誇ほこる敵の球形陣じんに切り込み、敵陣に混乱を生じさせ、その隙すきを突つくしかない。そしてその切り込み隊長をかって出たのが海賊団で最も勇ゆう猛もうなハルカ一族だった。

　病びよう魔まに倒たおれた父親の代わりに族長代理となった十一歳の少年艦長、ワタル・ロングウェイが率いるハルカ艦隊は、僕たちの見ている前で突とつ撃げきを開始した。







　第一章　奇き跡せきの向こう側







　先せん陣じんを切ったハルカ艦隊が、ミリオン傭兵隊艦隊の哨しよう戒かい線せんに近づいてゆく。もうすぐ遠えん距きよ離りビームの有効射程距離内に入るだろう。

　そのとき、オペレーターのメグ少しよう尉いからの報告がきた。

『ケルプワイン艦隊の先陣艦の船長から、共通周波数で、メッセージが発せられています！』

　共通周波数ということは、ミリオン傭兵隊艦隊に伝えたいことがある、ということなんだろう。

「メインスクリーンに投とう影えい！　アウトニア各艦にも映像をリンクしてくれ」

『わかりました』

　メグの言葉が終わらないうちに、メインスクリーンに、少年の顔が映った。それは、ワタルだった。

　メインスクリーンの中で、半ズボン姿のワタルは、胸を張っていた。

『ミリオン傭兵隊に告ぐ！　僕はケルプワイン海賊団、ハルカ一族族長代理。ワタル・ロングウェイである！　これより、ハルカ一族の智ち恵えと勇気を持って、あなたたちに戦いを挑いどむ！　戦士として、そして栄はえある海賊団の一員として戦いを挑む！　この戦いで、僕ぼくが敗れたとしても、僕は胸を張って後世の人に言える、僕は利のために戦ったのではないと！　傭兵の諸君には、馬ば鹿かなことにしか思えないだろう。世間から見てもそれはたぶん馬鹿なことなんだろう……だから、あえて言う！　その馬鹿の戦いかたを、その目に焼きつけろと！』

　メッセージは切れた。

　それと同時に、ミリオン傭兵隊から、無数の遠距離ビームがやってきた。前進を開始したハルカ艦隊の正面の防ぼう護ごスクリーンが、きらめくスペクトルとともに崩ほう壊かいしてゆくが、ハルカ艦隊のスピードは落ちない……それどころか、増速しているようだ。

　僕は、メグ少尉に向かって指示を出した。

「アウトニア全軍にメッセージを発信してくれ」

『はい、どのような文面でしょうか？』

　僕はコンソールのキイボードを叩たたいた。

　文面は、ただ一言。

『汝なんじ、勇ゆう敢かんなる少年を見捨てることなかれ』

　そして、戦線は動き出した。




　ケルプワイン海賊団の先陣を切ったハルカ艦隊に向けられた遠距離ビームは、ミリオン傭兵隊の球形陣の中心部にいる戦列艦から発射されたものらしく、その破は壊かい力はかなりのものだった。

　ハルカ艦かん隊たいの正面に展開された防護スクリーンが、見る見るうちに無力化されてゆく。

　僕は命令を発した。

「アウトニアの全ぜん艦かんに命令！　ミリオン艦隊との有効射程距離内に入るのと同時に最大出力のメインビーム発射！」

　センサーオペレーターの声が返ってきた。

『アウトニア艦隊が有効射程に入るまであと十秒です！』

　さて……あと十秒……保もたせろよ、ワタル！

　しかし、アウトニア艦隊の援えん護ごビーム斉せい射しやが始まるその直前に、敵の第二斉射がワタルたちに襲おそいかかってきた。

　中口径のビームが二発……ワタルの艦に命中するのが見えた。

　軽巡じゆん航こう艦かんサイズでしかない海かい賊ぞく船では、たった二発でも中程度の損傷となる。次に二～三発食らったら、まず、保たないだろう。

　損傷したワタルの艦の速度が急に落ちた。

　僕は、パーソナルモニターをワタルにつないだ。

『大だい丈じよう夫ぶか！　もういい、下がれ！』

　モニターの映像はつながらず、ワタルの声だけが答えた。

『イヤです！　まだ動きます！　まだ戦えます！　一発も撃うたないうちに下がるわけにはいきません！』

　そのとき、僕の目の前のカウンターがゼロになった。

「有効射程確かく認にん！　全艦最大出力でメインビーム発射！」

　僕の命令が届くのと同時に、アウトニア艦隊の全艦から、最大出力でメインビームが発射された。

『行け！　当たれ！』

　参さん謀ぼうの誰だれかが叫さけんだ。

　その声は、援護なしで突とつ撃げきしていくハルカ艦隊を、為なすすべもなく、ずっと後方で見ているしかなかったアウトニア艦隊全員の思いを込めた叫びだった。

　僕たちのビーム発射を確認したミリオン前衛艦隊は、ハルカ艦隊に向けて発射していたメインビームを中止して、防護スクリーンを展開した。

　戦列艦のような大型でジェネレーターに余よ裕ゆうのある艦なら、主しゆ砲ほう発射と防護スクリーンを同時に行うことができるが、駆く逐ちく艦かんや哨しよう戒かい艇ていといった小型艦を主体とした前衛艦隊にはそれは無理だ。

　アウトニア艦隊のメインビームを受けた前衛艦隊の防護スクリーンが、スペクトルのきらめきとともに崩壊していくが、有効射程ギリギリから撃たれたビームにスクリーンを貫かん通つうするだけの力はなかった。

　そして僕たちの援護ビームの下を、ハルカ艦隊はさらに突とつ進しんした。

　それはもう、セオリーも何もない、むちゃくちゃな自殺的な突撃にしか見えなかった。

　もし、今、敵てき陣じんの後方に位置する戦列艦のメインビームを食らったら、ハルカ艦隊は文字通り宇宙の塵ちりにされてしまうだろう。

　僕は思わず叫んでいた。

「もういい！　下がれ！　もう充じゆう分ぶんだ！」

　映像の回線リンクが再接続されたのだろう共通スクリーンに、ワタルが映った。

　ビーム砲ほうの直ちよく撃げきを食らったときに転てん倒とうでもしたのだろう、額から一筋の血が流れていた。

『まだ……行けます！　行ってみせます！　今、ここで距きよ離りを詰つめなければ、雷らい撃げきできません！』

　僕は一いつ瞬しゆん迷った。

　ワタルの言うことは正しい。

　火力で劣おとる僕たちにとって、唯ゆい一いつ勝ちめがある戦法は、光子魚ぎよ雷らいによる雷撃戦だけだ。そしてそれをやるためには、何がなんでも敵との距離を詰める必要がある。

　そう……そのためなら、ワタルたちの艦隊を喪うしなったとしても、戦略的に見れば、それは正しいのだろう。

　でも、僕はワタルを死なせたくなかった。

　僕が撤てつ退たい命令を出そうとしたそのとき、モニターの中でワタルが笑った。

『マイド閣下、止めてもムダですよ、僕はガキなんです、ガキに理り屈くつは通用しないんですから』

　その微笑ほほえみを最後にモニターは切れた。

　僕ぼくはアウトニア軍の全ぜん艦かん艇ていにリンクしたモニターに向かって叫んだ。

「ワタルたちが命がけで詰めた距離を無む駄だにするな！　アウトニア艦隊前へ！　全ビーム砲連続斉射！　ジェネレーターがふっとんでもいい！　全出力をビームに送れ！　絶対にワタルを見殺しにするな！」

　僕の命令が伝わるのと同時に、アウトニア艦隊が爆ばく発はつしたように輝かがやいた。

　すべての艦艇の砲ほう門もんから怒ど濤とうのようなビームの奔ほん流りゆうがほとばしった。

　それは、アウトニア軍の全艦艇から発したエネルギーの束だった。

　そのエネルギーの中には、重巡航艦や駆逐艦の主砲ビームだけでなく哨戒艇や掃そう海かい艇ていの小口径パルスビームや輸送艦の自衛用レーザーまで含ふくまれていた。

　射程距離ギリギリで発射したはずのアウトニア艦隊のビームは、ミリオン前衛艦隊の防ぼう護ごスクリーンを貫つらぬいて艦隊の中に爆発の閃せん光こうを生じさせた。

　損傷を受けたミリオン前衛艦隊は砲ほう撃げきをやめて、防護スクリーンを展開したまま後退をはじめた。

「敵が下がる！」

　参謀の声がした。

　僕は、すかさず次の命令を発した。

「よし！　今だ！　鉄てつ壁ぺき艦かん隊たい、全速前進！」

　サブモニターにケルプが映った。

『押おすのか？』

「ああ、敵が引いたら押す、押してきたら引く、これはセオリーだ。でも、僕たちは押すんじゃなくて押し倒たおしてやる」

『押し倒す？』

「ああ、僕がケルプワイン海かい賊ぞく団の防御艦隊に、鉄壁艦隊と名づけた理由がこれからわかると思うよ」

　モニターが切れると同時に、メインモニターには、ハルカ艦隊の後方に展開していた重厚な艦隊が、ワタルたちをかばうように前に出てくるのが映った。

　やがて、共通通信モニターに、筋肉質の大男が現れた。

『ケルプワイン海賊団拠きよ点てん防護艦隊司令、テツヤ・タカハジです。我々に鉄壁艦隊と名づけ、活かつ躍やくの場を与あたえていただけたことを感謝いたします。我々の戦いぶり、いや、押し倒しぶりを、とくとご覧ください』

　タカハジと名乗った司令官は、ニヤリと笑ってモニターから消えた。

　一呼吸おいてから、ワタルのパーソナルモニターにタカハジの声が入った。

『よう、ぼうず、よくやった、あとは俺おれたちの戦いだ、お前はそこで待ってろ』

『イヤです！　まだ動けます！　動けるうちは進め、戦いの行われている方向に、これがハルカ一族の信条です！』

『わかった、なら、止めやしねえ。死なねえ程度についてこい！』

　メインモニターの中に映る鉄壁艦隊は、機動運用などという概がい念ねんを最初から無視したブロックのような四角い隊形をしていた。

　どの艦船もすべて真っ黒に塗ぬられ、前面に出ている艦だけでなく、すべての艦がたがいに強力な防護シールドを展開しあって密集するその姿は、まるで動く防護シールドの一枚板だった。

　あの艦隊の正体は、本来ならば拠点防御などのために使われる移動陣じん地ちだ。

　ケルプたちの請うけ負う仕事の中には、船団護衛のような機動運用を必要とするものだけでなく、小惑わく星せいや採さい掘くつプラントなどの拠点を守るという仕事もある。

　そういった拠点を守るために、強力な防護スクリーンのみを搭とう載さいした防御専門の艦が、ケルプワイン海賊団の中に何十隻せきかいたのだ。

『一族総出で来ちまったから、中にはあんまり使えない連中もいるんだよな』

　ケルプは、そう言って肩かたをすくめたが、防御艦のみを集中して運用すれば、効果的な運用ができると考えた僕は、彼らだけで編制した艦隊を作ってそれに『鉄壁艦隊』と名づけたのだ。

　ハルカ艦隊に代わって前面に出てきた鉄壁艦隊の正面には、ミリオンの前衛艦隊から雨のようにビームが浴びせかけられているが、そのビームの雨をものともせずに、鉄壁艦隊はじりじりと前進を続けている。

　時おりミリオン艦隊の中心に位置する戦列艦の主しゆ砲ほうが命中し、スクリーンが崩ほう壊かいする艦が出るのだが、被ひ弾だんした艦かんは後方に下がって、すぐに両りよう隣どなりの僚りよう艦かんが防護スクリーンを展開し、その穴を埋うめてしまう。そして被弾した艦のジェネレーターの出力が回復するのを待つのだ。

　その時、ミリオン艦隊の前衛艦隊から光の線が何本も飛んできた。

　ビームが役に立たないことを知ったミリオン艦隊が、光子魚ぎよ雷らいによる攻こう撃げきを命じたのに違ちがいない。

　抗こうビームシールドは、光子魚雷には無力だ。あのまま光子魚雷を食らえば鉄壁艦隊といえども無事ですむわけがない。

　しかし、僕はタカハジ司令の言葉を信じることにした。

　鉄壁艦隊を編制したとき、司令は僕に、こう言って胸を張ったのだ。

『我々には長年の経験を元にした、光子魚雷に対たい抗こうする手段があるのです。魚雷の数によりますが、数が少なければ無力化することは可能です』

　僕の見ているメインモニターに信じられない光景が映った。

　光子魚雷の爆ばく発はつの閃光は三つくらいのもので、鉄壁艦隊の直前に迫せまった光の線の多くは停止し、ただの光点になってしまったのだ。

「あれは……」

　僕の疑問にはリッキィが答えてくれた。

『中立フィールドです。鉄壁艦隊は、光子魚雷の炸さく薬やくである反物質反応爆薬を安定化させるフィールドを、前面にピンスポットで展開しております』

「ピンスポットだって？」

『ええ、通常空間内に創つくることができる中立フィールドの大きさは限られております。おそらく飛んできた光子魚雷の前面に中立フィールドを持っていき、そこに取り込んだのだと思われます』

　共通スクリーンには高笑いするタカハジ司令の姿があった。

『わはははは、無む駄だ無む駄だ～ぁ！　そんなへろへろ魚雷など、金魚すくいの金魚も同然！』

　金魚すくい……。

　僕ぼくは絶句した。

　亜あ光速で飛来する魚雷を中立フィールドをコントロールしてキャッチするなんて、神かみ業わざじゃないか。それを、あっさり金魚すくいと一言で片づけるなんて……。

　ミリオン側も、さぞかし驚おどろいたに違いない。光子魚雷が無効であることを知った前衛艦隊には、もはや対抗するすべがないことを知ったのだろう、前衛艦隊はさらに後退を開始した。

　僕は、鉄壁艦隊とミリオン傭よう兵へい隊の前衛艦隊との距きよ離りだけを見ていた。

　やがて、それが最初の距離の、半分にまで縮まったとき、僕は命令を発した。

「鉄壁艦隊各艦、機動艇ていの航続可能距離に入り次第ビーム攪かく乱らん粒りゆう子し搭とう載さい魚雷一いつ斉せい発射！」

　一いつ瞬しゆん、鉄壁艦隊が爆発したように見えた。

　今まで、ただひたすら前進を続けてきた鉄壁艦隊の後部から、何百発という光子魚雷が発射されたのだ。

　光子魚雷の引く何百本もの線が、ミリオン傭兵隊に向かって延びていく。

　相そう互ご支し援えんが可能な位置に配置されていたミリオン傭兵隊の前衛艦隊が、回かい避ひのために陣じん形けいを崩くずしたそのとき、ミリオン側の前衛艦隊のど真ん中で、ビーム攪乱粒子を撒まき散らして光子魚雷が爆発した。

　空間が半はん透とう明めいの虹にじ色いろの膜まくで覆おおわれるのと同時に、再び僕は命令を発した。

「機動戦せん闘とう艇てい発進！　思いっきりやつらをひっかきまわせ！」

『待ってましたィ！』

　どこかの下町の魚屋のような返事を返したのは、ケルプワイン海かい賊ぞく団の機動戦闘艇部隊司令であるカントリー・ギフト大たい佐さだった。

『首輪についてた鎖くさりは外した！　てめえら好きにしろィ！　無駄に死ぬなよ！　死んだらメシ抜ぬきだァ！』

　カントリー司令の威い勢せいのいいタンカをバックに、鉄てつ壁ぺき艦隊の後方に位置していた機動艇母ぼ艦かんから、百機以上の小型単座機動戦闘艇が発進するのが見えた。

　防ぼう御ぎよ力を強力にした艦を板のように並べて、その板で敵を押おし倒たおした後、ビーム攪乱粒子搭載魚雷を大量に発射して敵の陣形を崩し、その地点に小型の一人乗り機動戦闘艇を一気に投入する。それが僕の立てた作戦だった。

　敵味方が入り乱れてしまえば、戦艦クラスの主砲をその中に撃うち込むことはできない。

　戦せん況きようは今、僕の思ったとおりに進んでいた。

　ビルドベースのメインスクリーンの中では、鉄壁艦隊から発進した機動戦闘艇が、ミリオン傭兵隊側の機動戦闘艇と接せつ触しよくする光景が映っていた。

　鉄壁艦隊側の発進の方が、ミリオン傭兵隊のそれよりほんの少し早かった。

　その、ほんの一呼吸ほどのタイムラグが、戦場では決定的な差になることがある。

　僕の目の前に展開されたドッグファイトは、その証明だった。

　鉄壁艦隊に搭とう載さいされていた機動戦闘艇のほとんどが、旧式のファルコンブレードと、ライトニングブレードなのに対して、ミリオン側の機動戦闘艇は新型のロトブレード、中には、最新式のテンクーブレードも混じっている。どれも同じブレード社の単座機動戦闘艇なのだが、世代的には三世代ほど鉄壁艦隊の方が古いはずだ。

　三世代古ければ、スペック的にはとうてい太た刀ち打うちできっこない、というのが常識なのだが、僕の目の前に展開されている光景は、その常識というヤツがいかに当てにならないか、という見本だった。

　ミリオン側は、ケルプたちの機動戦闘艇の古さを甘あまく見たのだろう、通常のフォーメーションを保ったまま、戦闘に突とつ入にゆうした。

　二機がひとつのユニットになって、行動するそのフォーメーションは、セオリー中のセオリーと言っていい、しかし、ケルプたちの機動戦闘艇は、そのフォーメーションをまったく無視して、ほとんどバラバラの状態で襲おそいかかった。

　高機動バーニア転回をかける新型のロトブレードの、さらに内側に回り込むほどの高機動をかける戦闘艇が存在するとはミリオン側も思っていなかったのだろう。フォーメーションにはフォーメーションで戦うというセオリーが消しよう滅めつした瞬しゆん間かん。スクリーンのあちこちで、いくつもの閃せん光こうがまたたいた。

　ＩＦＦ（敵味方識別信号）のカウンターが一瞬にして動いた。

　グリーンの数字……これはケルプたちの数字だ。そのカウンターは一ひと桁けたの数字が動いただけなのに対し、赤いミリオン側の数字は、一気に数十の数字が動いた。

　中央指揮室の中にどよめきが起こった。

『やったな！　マイド！　初太刀一本で主導権を握にぎる！　これぞまさしく海かい賊ぞく戦法！』

　ケルプのその声を背景に、スクリーンの中でケルプ側の機動戦闘艇が大映しになった。

　その映像を見たとき、僕ぼくは自分の目を疑った。

　手足が生えている……。

　そう、一人乗りの流線型の機動戦闘艇の前に二本、そして後ろに二本。にょっきり突つき出したそれは、どう見ても手足としか思えなかった。

　僕の目の前でその機動戦闘艇は手足のようなものの先からバーニア噴ふん射しやの閃光をほとばしらせながら、ぶん！　とふりまわした。

　それと同時に機体は、バーニア機動とは思えないレスポンスで鋭えい角かく的な方向変へん換かんをやってのけた。

「なんだ、ありゃ！」

『あれか？　高機動用カウンター質量コントロールバーニア搭とう載さい型がた機動戦闘艇だ』

　僕ぼくのつぶやきを聞きつけたのだろう、モニターからケルプの声が流れた。

『手足のように自由に動くマニピュレーターの先に、フルバーニアノズルをつけた推進機を搭載しているんだ。機体の四分の一近い質量を持つ推進機を振ふり回すことによるカウンターマス方式方向変換とバーニアを併へい用ようすることによって、通常のバーニア機動の数倍の機動性を持たせているんだ』

「軌き跡せき計算はどんな風にやってるんだ？」

『やってないんじゃないか？』

　ケルプは、あっさりと答えた。

「やってないって……じゃあどうやって敵との相対位置を確認してるんだ？」

『ああ、そんなモノは全部カンさ、計算なんかに頼たよってたら、遅おくれちまう』

　僕は言葉が出なかった。

　士官学校のとき、ケルプのやってみせた神業と同じ腕うで前まえのパイロットたちなんだ。

　推すい進しん剤ざいの減少に従ってどんどん変化してゆく質量を、加速度のメーターによる数値ではなく、身体からだで感じてパワーをコントロールし、規定の数値ぴったりに機動艇を操ってみせたケルプの腕前は、士官学校の伝説となっていた。

『機動艇の操縦だけに関して言うなら、やつらは俺おれなんか足元にも及およばない。確かに凄すご腕うでの連中さ』

　ケルプが凄腕と呼ぶパイロットって、どんな人たちなんだろう。

　僕は何の気なしに、メインコンソールを叩たたいて、機動戦せん闘とう艇ていの個別通話をモニターするように命令を与あたえた。

　モニターから飛び出して来たのは、どう聞いても十代の女の子たちのキンキン声だった。

『何やってんのよヨニ！　やられちゃうよ！』『きゃーえっち！　犯やられちゃうだってぇ！』『ヤルのヤの字はケ・モ・ノ・へん！　ってね！　犯られてたまるか乙女おとめの純情！　くらえ！』『にょほほほほーい一丁上がりぃ』『笑ってる場合じゃないよ！　オノチ！　後ろ！』『いきなり後ろからとはデリカシーのないヤツだねえ……ちゃんとムード出して、段階踏ふまないと嫌きらわれるよ！　それヒジテツ一発！』『アヤ！　ちょっとあんた！　マジやば！　後ろ！　三機！』『ヨニ！　急いで！　あの子まだ３Ｐには慣れてないわ！』『ちょっと！　なによ！　その言い方だと私が慣れてるみたいじゃん！』

　モニターの中で女の子たちの嬌きよう声せいと笑い声が爆ばく発はつした。

　オペレーターの女性士官の何人かは、真っ赤な顔をして下を向いてしまった。

『こら！　てめえら、下らないことくっちゃべってないで、さっさと仕事しろ！』

　カントリー司令の声が割り込む。

『あーら、やだやだ、女の子の会話を盗ぬすみ聞きするなんて、セクハラですわよぉ！』『だから、陰かげでオヤジ大だい魔ま王おうって言われるのよ……っと！　これで四機め！』

『マイドもいっしょに聞いてるぞ』

　ケルプの声が割り込んだ。

『わあぉ！　ケルプ兄ちゃんだけじゃなくて、あのマイド様まで聞いてくれてるのねぇん！』『今夜、部屋のカギ開けてまってますわ～マイド様！』『部屋の番号はＤＹＳ一二三八九ですわん』『ちょっと！　アヤ！　それ、あんたの部屋じゃん！　抜ぬけ駆がけなしよ！』『マイド様！　黒いぱんつと白いぱんつとどっちがお好き？　なんにもナシにエプロンひとつってのが一番かしら？』

　女の子たちの開けっぴろげな会話に、どうしていいかわからなくなった僕は、当てもなく指揮室の中を見まわした。

　その目が、王女と合ってしまった。

　王女は、ちょっと悲しそうな目で僕をにらんだ。

　その目はこう言っていた。

『妙みように嬉うれしそうですね……』

　僕は小さく咳せき払ばらいをすると、インカムを取り上げた。

『はじめまして、マイドと申します……』

　モニターの中で嬌声が爆発した。

『きやぁあああああ！』『マイド様よマイド様！』『モノホンよモノホン！』『智ち恵えと勇気のオトコの子！』

　僕は、その嬌声に気け圧おされながらつづけた。

『黙だまってモニターして悪かった。君たちの戦いぶりに感動したもので、このビルドベースで王女といっしょに君たちの会話を聞かせてもらっていたんだ……』

　そこまで言ったとき。

　すべての会話が、はた、と止まった。

　やがて、おずおずとした声がした。

『……メイ様が……そこにいるんですか？』

『ああ、僕の横にいるよ』

　三十秒ほどの空白があった。

　どうしたんだろう……。

　やがて、モニターから、さっきとは別人のような会話が流れてきた。

『ネカンお姉様！　危のうございます！　わたくしが今、後ろの敵を撃ち落としますわ！』

『私のことなら、おかまいなく！　それよりヨニちゃんを助けてあげて！』『いいの！　私はなんとかできるから！　それよりα軸じく線に新しい敵よ！』『みんな！　がんばるのよ！』『はい！　お姉さま！』

　この、少女歌劇のセリフ回しのような会話は、しばらくつづいた。

　メインスクリーンの中で展開されている激げき烈れつな格かく闘とう戦を見ながら、そういった会話を聞いているうちに、僕は、何か悪夢でも見ているような気分がしてきた。

『おい、ケルプ……この子たちはいつもこんな調子なのかい？』

『ああ、いつもはもっとスゴイぜ。ケルプワイン海かい賊ぞく団のメス猫ねこカルテットと言えば、機動艇乗りで知らないヤツはいない。チビガキの頃ころからめんどう見てきたから、俺にとってあいつらは妹みたいなモンなんだが、どうにもこうにも性しよう悪わるでよ。俺の言うことなんか聞きやしねえ、よりによって戦闘艇乗りなんかになりやがって……』

　ケルプの声を聞きながら、僕ぼくは思った。

　それだけ……ケルプは慕したわれているってことなんだな、きっと。

　パーソナルモニターのウインドウの中の映像が切り替かわっていた。

　きっとリッキィが気を利かしてケルプワイン海賊団のデータベースから映像を転送してくれたのだろう。

　その映像は、ハンガーに繫けい留りゆうされた機動戦闘艇の前で、パイロットスーツを着込んだ十三～十五歳くらいの四人の女の子たちが、ピースサインを出して笑っている映像だった。

　しかめっ面つらをしているケルプを囲んで……。




　視線をメインスクリーンにもどしたとき、僕は妙なことに気がついた。戦せん況きようを映し出すメインスクリーンの中では、ケルプたちの機動戦闘艇がミリオン側を圧あつ倒とうしていた。なのにＩＦＦの表示カウンターは、ほとんど動いていなかったのだ。

　僕は、ＩＦＦのプロパティを確認した。

　……問題ない、正常に動いている。

　じゃあ、いったいどうしてこんなに差が生じているんだろう。

　僕は、メインスクリーンに映っていた映像をライブラリーから呼び出してセレクターで分ぶん析せきした。

　ミリオン側の機動戦せん闘とう艇ていの動きをトレースしてみると、面おも白しろいことがわかった。

　ケルプたち、特にカルテットの連中に攻こう撃げきを受けた敵の機動戦闘艇は、その場で撃げき墜ついされるのではなく、損傷を受けて戦場を離り脱だつしていくのだ。

　そうか、戦闘能力を失っているだけだから戦闘空域の敵機数は激減していてもＩＦＦの数字はそのままなんだ。

　僕は、そのＩＦＦカウンターの下にあるもう一つのカウンターを見た。

　……撃墜じゃないからこっちの数字も伸びないんだな。

　そのカウンターは、ミリオン傭よう兵へい隊に与あたえた被ひ害がい額がくの見積もりの数字だった。

　機動戦闘艇を一機撃墜すれば約一千万クレジ、撃破で五百万クレジがカウントされる。哨しよう戒かい艇ていやら駆く逐ちく艦かんなら億は行くだろう。

　そして、このカウンターの数字が、この戦いの結果を左右することになる。

「リッキィ、モニター画面の映像から、実際に戦闘行動を行っているミリオン側の機動艇の数を分析してくれ」

『わかりました』

　十秒しないうちにサブモニターに数字が出た。

　それは、ほとんど半分にまで落ちていた。

「よし！　押おし倒たおし作戦成功だ！　シューティング艦かん隊たいに命令。全速で敵てき陣じんに切り込み、全弾だんを敵の突とつ撃げき艦かんに叩たたき込め！」

　僕の命令が届くのと同時にサブモニターに、すらりとした長身の将校が映った。

『お任せください！』

　メインモニターに、鉄てつ壁ぺき艦隊の脇わきから、ガク司令の率いるシューティング艦隊の主力である快速型軽巡じゆん航こう艦かんが、一列になって流れるような曲線を引いて発進していく姿が映る。

　それは、見事な艦隊運動だった。

　前の船の軌き跡せきを乱すことなくトレースしなければ、あんな一本のリボンのような陣形は取れっこない。

　軽巡航艦は、らせんを描えがくように大きく旋せん回かいしながらミリオン側の艦隊を包囲しはじめた。

　おかしい……。

　僕は、ミリオン側の対応が一歩遅おくれていることに気がついた。

　ミリオン艦隊には軽巡航艦クラスの艦船の行動を封ふうじるのに最適な兵力である機動戦闘艇の数が足りないのだから、もっと早く艦隊行動を起こさなくてはならないはずだ。

　ミリオン側の艦隊位置と、機動艇の位置を示す光点表示を見たとき、僕はその理由に気がついた。

　そうか、ミリオン側は、損傷した機動戦闘艇の収容に手間取っているんだ。

　……やってくれたな。

　僕は、あの機動戦闘艇パイロットの女の子の腕うで前まえに感謝した。

　なぜ、敵の機動戦闘艇を撃墜せずに撃破にとどめたのか。その理由を一言で言うならば、

『死人は放っておかれるが、ケガ人は助けないわけにはいかない』

　ということだ。

　戦闘力を失っているとはいえ、航行可能な機動戦闘艇を、放ほう棄きするわけにはいかない。

　パイロットたちは、何がなんでも機動戦闘艇を母船まで持って帰ろうとするだろうし、母船の方も当然収容しようとするだろう。

　しかし、損傷した機動戦闘艇は、簡単に言うことを聞いてはくれないのだろう。

　後手にまわったことに気がついたミリオン側は、ついに球形陣形の内側に配置していた重巡航艦クラスの突撃艦を前面に押し出してきた。

『やった！　本命をひっぱりだしたぞ！』

　ケルプの声が飛んだ。

「よし！　シューティング艦隊、光子魚ぎよ雷らい発射用意！」

　僕の命令とともに、一本のリボンのような行動を取っていたシューティング艦隊が、さながら縒よりあわせたロープがほどけて四つの細いヒモになるように四方向に分ぶん裂れつした。

　ミリオン側の前衛艦隊の陣形は、機動戦闘艇により混乱しきっていて、シューティング艦隊の行動に対応しきれないのだろう、球形陣の内側に切り込んできたシューティングに向けられた防ぼう御ぎよ砲ほう火かの量は、想像したものよりはるかに少なかった。
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『行け！　めざすは突撃艦のみ！　敵に大損させるんだ！』

　ケルプの声が飛んだ。

　そう、この戦いの目的はそれだった。

　僕ぼくたちが、この攻撃作戦案を立てたときに、敵が正規軍ではなく傭兵であるというその点に注目したのはマリリン中ちゆう佐さだった。

　作戦会議の席上でマリリン中佐が示したものは、僕たちが直接戦っているＧＮ艦隊の内部情報ではなく、その上層部である「ミリオン傭兵隊」全体の情報だった。

「ミリオン傭兵隊は、今回のこの『アウトニア回かい廊ろう制圧』作戦全体を五百五十億クレジで神聖ローデス連合の神衛軍から請うけ負っているみたいだね」

　その発言を聞いたケルプワイン海かい賊ぞく団のメンバーから失笑が漏もれた。

　笑いの意味がつかめなかった僕たちに、ケルプは肩かたをすくめながら説明してくれた。

「地方のゲリラ掃そう討とう並みの値段だ、一国の軍隊を相手にする額じゃない」

「バカにするな、と怒おこるべきか、そんなもんだろうな、と納なつ得とくするか迷う数字だな」

　僕がそう答えると、会議室は笑いで満ちた。

　笑いが収まったところで、マリリン中佐は報告を続けた。

「でね、傭兵ってのは会社だ。会社の行動理念は利り潤じゆん追求だよね、そこに利潤があるから動くわけだ。ひっくり返せば利益がなければ動かないってことだよね」

「ということは……損をさせればいいってことかい？」

　僕がそう言うとマリリン中佐はにっこり笑った。

「ビンゴ！……まあそんなに単純な割り切りかたですべてが解決するわけじゃないけど、基本のところはそうだよね。あいつらは国の威い信しんやら信じるもののために戦っているわけじゃない、ビジネスなんだ。私たちが負けないためにはそこを突つくしかないと思うよ」

　僕は考えた。

　……僕たちには、とても敵を全ぜん滅めつさせるだけの戦力はない。それでも、敵の補給路がまだ細くて、与あたえた損害をすぐに回復できるほどの能力がない。今ならば、敵に損をさせることができるんだ。

　五百五十億クレジという報ほう酬しゆうよりも大きな損失を与えて大赤字にしてしまえば、傭よう兵へい隊にとってこの戦いを継けい続ぞくする意味がなくなるんだ。

　ドキア提てい督とく以下のアウトニア軍とケルプワイン海賊団の幹部を見まわして、僕は言った。

「わかりました。我々がめざすのは、圧あつ倒とう的勝利でも、痛み分けでもありません。この戦争をやめることです。そのためには、我々は彼らを契けい約やく不ふ履り行こうに陥おちいらせさえすればいいのです……敵に大損こかせるんです。彼らは僕たちをずいぶん低く見積もりました。それを後こう悔かいさせてやろうじゃありませんか！」

　こうして作戦会議の方針は決定した。

　ビルドベースのメインスクリーンの下の方に「損金見積もりカウンター」が、表示されている理由はそれだった。

　今、その「損金見積もりカウンター」の上には、ミリオン艦かん隊たいの主力である突とつ撃げき艦かんが、メインビームを発射しながら前進してくる姿が映っている。

　球形陣の中心部に位置して、その圧倒的な火力で、こちらの攻こう撃げきの届かない遠えん距きよ離りからビームを浴びせかけていた突撃艦たちは、球形陣が崩ほう壊かいした今、僕たちの前に直接その姿をさらしていた。

　敵味方の相対位置を示す球形スクリーンの中の光点の動きから、機動戦せん闘とう艇ていとの戦いに巻き込まれ、陣形を崩くずしてしまったミリオン艦隊側の軽巡じゆん航こう艦かんたちが、防御ラインを再構築しようとしている様が見えた。

　でも、それは誰だれが見ても手て遅おくれだった。

　なぜなら、そのときシューティング艦隊の軽巡航艦艦隊が絶好の発射位置に到とう達たつしていたからだ。

『一隻せき五十億クレジの獲え物ものだ！　各艦、射点に到達しだい、全光子魚雷発射！』

　サブモニターからガク司令の命令が飛んだ。

　ミリオン傭兵隊の突撃艦艦隊を包むように伸のびる四本の軽巡航艦艦隊の列から、内側に位置する突撃艦艦隊に向けて何百本という線が延びていく。

　その線一本一本が、すべて光子魚雷の引く航こう跡せきだった。

「勝った！」

　中央指揮室の中で、参さん謀ぼうの誰かが叫さけんだ。

　そう叫んだ彼を誰も責めることはできないだろう。

　そのとき、そこにいた誰もが、彼と同じ思いだったのだ。そう、この僕も。




　次の瞬しゆん間かん、僕たちの見つめるメインスクリーンが、光子魚雷の爆ばく発はつで白く輝かがやいた。

「！」

　喜びの声と、疑問の声が入り混じった叫びが響ひびいた。

　……早すぎる！

　光子魚雷の目標到達時間を示す表示カウンターはまだ数字を刻んでいた。

　オペレータールームの中に声が飛んだ。

「早期爆発です！」

「光子魚雷の約半数が目標到達以前に爆発しました！　正常な魚雷も、その爆発に巻き込まれたようです！」

「目標到達数は十パーセント以下です！」

　ホログラフのリッキィが声を上げた。

『光子魚雷のセンサーデーターが解かい析せきされています！』

『しまった！』

　ケルプの声がした。

　メインスクリーンに映ったケルプは、青ざめていた。

『ちくしょう！　あいつらは傭兵、こっちは海かい賊ぞく。おそらく武器の仕入先が同じだったんだ！』

　光子魚雷には、誤射したときや、廃はい棄き処分のときのために自じ爆ばくさせるコードがセットされている。だから、もし、敵てき艦かんに近づく前に、センサーに自爆コードを送られてしまえば、光子魚雷は、その場で爆発してしまうのだ。

　当然そのコードは暗号化されている。しかし、ケルプたちが使っている光子魚雷は、帝てい国こくで採用されたものを、簡略化して量産された市し販はん品ひんだったのだ。

　おそらく、その暗号のレベルは正規軍のものよりはるかに低かったのだろう。

　火力で劣おとる僕ぼくたちが唯ゆい一いつミリオン傭兵隊に勝てる武器。それが光子魚雷だった。

　だから僕は、敵の艦隊との距きよ離りを詰つめて陣形を混乱させ、そのすきに光子魚雷を搭とう載さいした軽巡航艦を接近させて、敵の突撃艦を一気に叩たたくという作戦を立てた。その切り札の光子魚雷が無力化されたとき、僕の立てた作戦は完全に裏目に出たのだ。

　今、ケルプワインの軽巡航艦艦隊は、敵の主しゆ砲ほうの射程距離の真まっ只ただ中なかにあった。

『ガク艦隊に緊きん急きゆう命令！　敵突撃艦の射程内より退たい避ひ急げ！』

　ケルプの声とともに、ガク司令の声がモニターから流れた

『シューティング艦隊各艦！　ショットガンフォーメーションＡだ！　さっさとずらかれ！　モタモタしてると置いていくぞ！』

　その声を合図に、僕の目の前で、今まで一糸乱れぬ艦かん隊たい行動をとっていたシューティング艦隊が、突とつ然ぜんポップコーンがはじけたように、てんでんばらばらの方角に向かって飛び始めた。

　それは、まったく予想すらできない行動だった。

　僕ですら予想しなかったのだから、ミリオン側にしてみれば、もっと予想できなかったに違ちがいない。

　球形陣じんの内側から出てきた突とつ撃げき艦かんが発射したメインビームは、ガク艦隊がさっきまで航行していた航跡の予測進路に向かって、むなしく飛んで行った。

　光子魚ぎよ雷らいの爆発によるガスとエネルギー反応が消えたあとのセンサースクリーンは、ミリオン側の突撃艦艦隊が、ほとんどそのまま無傷で残っていることを告げていた。

　光子魚雷攻こう撃げきに失敗したガク艦隊は、恥はじも外聞もなく逃にげまくっていた。

　それはもう、見事としか言いようのない逃げっぷりだった。

　知らない人間が見れば、戦意を喪そう失しつして部隊が壊かい滅めつしたように見えるに違いない。

　突撃艦の艦隊指揮官も、きっとそう考えたのだろう。僕の見ているメインスクリーンには、突撃艦が追撃のために突進してくるところが映っていた。

『回かい避ひしろ！』

　ケルプの声がモニターから流れるのと同時に、突撃艦が主砲を発射した。

　戦艦の主砲なみの威い力りよくがあるその青白いプロトンビームが、逃げまどう軽巡じゆん航こう艦かんの群の中を突つき抜ぬけると同時に、ビームの脇わきにいた数隻せきの軽巡航艦の防護スクリーンがきらめくスペクトルとともに崩ほう壊かいしていくのが見えた。

　直ちよく撃げきこそ食らわなかったものの、あの艦の損傷はひどいものだろう。もし直撃を食らったら、蒸発してしまったに違いない。

　そのとき、共通スクリーンにタカハジ司令の声が響き渡わたった。

『バカ野や郎ろう！　早く俺おれたちの左右に分かれろ！　鉄てつ壁ぺき艦隊各艦、防護スクリーン最大出力！　各艦の間かん隔かくを開けて中央のラインを確保！』

　逃げて来たガク艦隊がきれいに左右に分かれた。

　鉄壁艦隊の正面から敵の突撃艦の前まで道が開いたそのとき、鉄壁艦隊の中央から、極きわめて細い糸のようなタイトビームが発射された。

　タイトビームとは、ビーム粒りゆう子しを拡散させずに収束させ、ドリルのように細くして遠えん距きよ離りまで到とう達たつさせて、敵陣の防護スクリーンをピンポイントで破は壊かいするための兵器だ。

　戦列艦どうしの艦隊決戦では、互たがいに相手の戦列艦に何発ものタイトビームを食らわせて防護スクリーンを穴だらけにし、弱体化させたところで、一気に主砲をプロトンビームに切り替かえて敵艦の装そう甲こうをブチ抜くのがセオリーだった。

　でも、こんな小艦かん艇ていを主体とした戦術レベルの艦隊決戦では、戦列艦のようなぶ厚い防護スクリーンを展開した船などいないから、タイトビームなどは必要ない……それが常識だった。

　ミリオン艦隊側に、タイトビームに対する備えがなかったわけではない、しかしそのタイトビームが戦列艦のいない小艦艇の群から発射されるということを予測していなかったのだろう。

　鉄壁艦隊の中央から発射されたタイトビームは、ミリオン側の先頭にいた突撃艦の正面に命中した。

　遠距離からでも戦列艦の防護スクリーンに穴を開けるほどのビームを、近距離で食らったのだから、無事ですむわけがなかった。白いタイトビームは、先頭の突撃艦とその後ろの突撃艦二隻。つまり三隻の突撃艦のほぼ真ん中を縦にブチ抜いた。

　それは、一本の串くしに刺さされた三つのソーセージを思わせた。

　ビームが消えたとき、鉄壁艦隊の前に出ていた突撃艦三隻は、戦せん闘とう不能状態になっていた。

　タイトビームの太さは約一メートル。

　直径二百メートルもある突撃艦にしてみれば、それこそ針で刺されたようなものだろう。しかし、この針は鋭するどく、そして長かったのだ。船体のすべての隔かく壁へきをブチ抜かれたあの突撃艦の内部では今、ダメージコントロール班が船を救おうとして必死に作業していることだろう。

　共通スクリーンに映ったタカハジ司令が満面の笑えみをたたえていた。

『マイド閣下からお借りしたガンシップが役に立ちましたな！』

　あのタイトビームの正体は、ランダムビーム作戦で使用したビルドベースのガンシップだった。

　守り一点張りの鉄壁艦隊の唯一の武器、それがあのガンシップなのだ。

　目の前で虎とらの子の突撃艦を三隻やられたミリオン側は、突撃艦隊に後退を命じたのだろう。突撃艦は、後退しながらメインビームをめったやたらに撃うち始めた。

　至近距離からメインビームの乱射を受けた鉄壁艦かん隊たいのシールドが次々に崩壊してゆく。

「タカハジ司令！　大だい丈じよう夫ぶですか？」

『まだまだ……なんとかなる……が、しかし、これではこちらからのタイトビームによる反はん撃げきは無理だな』

　共通スクリーンの中で、タカハジ司令が緊きん張ちようした顔をして答えたとき、その隣となりのスクリーンにケルプの青ざめた顔が映った。

『どうするマイド！　光子魚雷を無効にされたんじゃ、勝ちめはねえぞ！　いったん下がって様子を見るか？』

「いや、僕ぼくたちが下がると、絶対にミリオン艦隊は押おしてくる。船の数も、戦力もあっちが上なんだ、多少の犠ぎ牲せいを払はらってでも絶対にアドバンテージを求めるはずだ！」

　スクリーンの中のケルプは考え込んだ。

『そうだろうな……コットンは、絶対にあきらめたりしないだろう。最終的な勝利条件をクリアするために大だい胆たんな作戦だってやってのけるヤツだからな……』

　僕は、もう一度目の前にある、敵味方の位置関係を表示している球形スクリーンを見た。

　ミリオン側の艦船の位置を示す赤い光点が、ゆっくりと元の球形陣に戻もどりつつあるのに対して、アウトニア側の艦船の位置を示す青い光点は、めちゃくちゃな状態になってしまっていた。

　まとまっているのは鉄壁艦隊と、その後方に位置してるアウトニア軍だけだ。シューティング艦隊を再編制するには、しばらくかかるのに違いない。

　この戦いの主導権は、先制攻撃を行った僕たちにあった。僕たちに勝ちめがあるとしたら、それは常にこの戦いの主導権を握にぎりつづけることができるかどうかにかかっている。

　敵が攻こう勢せいに転じ、僕たちが守る側にまわれば、戦力に劣おとる僕たちに勝ちめはない。

　鉄てつ壁ぺき艦隊は、あとしばらくあそこで防壁に徹てつしてもらうしかない……ということは、今、僕が使える戦力はアウトニア軍だけなんだ。

　何とかしなくちゃならない。

　ここで僕とアウトニア軍がミリオン傭よう兵へい隊を食い止めなくては、アウトニアは喪うしなわれるんだ。

　僕は、メグ少しよう尉いに指示した。

「アウトニア軍全艦への通信回路を開いてくれ」







　第二章　本番台本







　ほんの数秒で、アウトニア軍のすべての艦かんが応答していることを意味する表示が僕のパーソナルモニターに点てん滅めつした。

　僕はモニタースクリーンに向かって……いや、その向こうにいるアウトニア軍の兵士に向かって話しかけた。

「アウトニア軍の諸君！　戦せん況きようは見てのとおりだ。我々は今まで後方から火力支し援えんだけを行ってきた。歴戦の勇者であるケルプワイン海かい賊ぞく団に比べて戦闘の経験値が不足している我々には、正面切ってミリオン艦隊と対たい峙じすることができないからだ。しかし今、戦況は、経験値の有う無むなど意味を持たない局面を迎むかえた。ケルプワイン海賊団の主力が再編制されるまで、動けるのは我々アウトニア軍だけだ。今、ここで我々が動かねば、この戦いは負ける。そう、はっきり言おう。アウトニアは負けるんだ！　そしてこの世界の地図からアウトニアという文字は消えてしまう、おそらく永久に！」

　僕は、そこで言葉を切って、あらためて通信スクリーンを見み据すえた。

「だからこそ、今、我々は自分自身の存在理由を明らかにしなくてはならない。我々は、何のためにここにいるのか、何のために今まで生きてきたのか、それが問われるときが来たんだ！　諸君らの手の中にあるものは何だ？　諸君らの足が踏ふみしめているのは何だ？　それは戦せん闘とう艇ていのコントロールレバーではないのか？　それは戦闘艇の床ゆかではないのか？　それは、戦うことのできる道具ではないのか？　確かに我々は実戦の経験は皆かい無むに等しい、しかし、いかにも実戦らしく見せることについての経験はおそらく宇宙一だ！　我々は、我々のもっとも得意とする手段で戦おう！　敵のやつらが想像もしなかった戦いの仕方を見せてやろうじゃないか！　各艦は先日行った艦隊行動シミュレーションのナンバー０２８を起動せよ！　以後各艦はその艦隊行動に従って行動してもらうことになる」

　中央指揮室のメインモニターに作戦ナンバーと作戦タイトルが映った。

　そのタイトルを読んだ参さん謀ぼうたちがざわめいた。

　でかでかと書かれたそのタイトルは……。

『秘技　ネコだまし！』

「……なんじゃ、ありゃ」

　あきれたような声でつぶやいたドキア提てい督とくに向かって、僕は答えた。

「簡単に言ってしまえば『目の前でパン！　と手を叩たたいて、わっ！　と驚おどろかせて、そのすきに逃にげる』という作戦です」

　ドキア提督は心底わけがわからない、という顔をした。

　僕はアウトニア艦隊のコントロールオペレーターに指示を出した。

「アウトニア艦隊の後方支援部隊のＦ級補給艦八隻せきを今すぐ我々の正面に展開させてくれ！」

　中央指揮室に詰つめていた参謀たちが、びっくりしたように僕を見た。

「マイド司令！　あの艦は見た目こそ重巡じゆん航こう艦かんですが、中身はただの農場で、戦闘能力は皆無です！」

　僕ぼくは、にやりと笑って言い返した。

「知ってるよ、それに気がつかなかった僕は君たちに大笑いされたんだからね……でも、ミリオン傭兵隊には大笑いして間ま違ちがいを教えてくれる人はいないんだ」

　参謀たちは、一いつ瞬しゆんいぶかしげな顔をしたあとで目を見開いた。

「そうか！　あいつらのセンサーでは、あの船は立派な重巡航艦なんだ」

「そう、おそらく装そう甲こう強化型強ごう襲しゆう艦かんであると判断するだろうね。あの船にはそれだけの質量がある。では、その装甲強化型強襲艦が前面に出てきたら、ミリオン側はどう見る？」

　モト中ちゆう尉いが答えた。

「後詰めの予備兵力を投入してきた……」

「予備兵力の投入の意味するものは？」

「正面決戦……」

「しかし、今現在、双そう方ほうともに艦隊の陣じん形けいは崩くずれ、正面決戦を展開するには不都合だ、としたら……」

「いったん後退して陣形を整える……」

　モト中尉が、そう答えたとき、並んでいたアウトニア軍の参謀たちの顔つきが変わった。

「そうか！　我々は正面から戦うことなく、敵を後退させることができるんですね！」

　僕ぼくはうなずいた。

「問題は、ミリオン側が、我々のＦ級補給艦の正体を知っているかどうかだが、僕は彼らが知らない方に賭かけた。作戦行動は、進むときより退ひくときのほうがはるかに難しい……だからこそ私はアウトニア軍にそれを期待します」

　メインスクリーンには、今現在のアウトニアの艦隊の隊形を、艦隊の外側の視点から見た映像が映し出されていた。

　アウトニアの艦隊は太いパラソルのような形をしていた。

　正確に言うと、空間に、パラソルの輪りん郭かくのようなカタチに光点が浮うかんでいる。

　その映像の光点ひとつが一隻の艦を示している。

　今、パラソルの先せん端たん部にあたる場所に向かって動いている八つの光点が、八隻の装甲強化型強襲艦……のふりをしたＦ級補給艦だろう。

　僕は全艦向けの相そう互ご通信スクリーンに向かって話しかけた。

「各艦には、これから作戦書ナンバー０２８に従った艦隊運用行動を取ってもらうことになる。この作戦行動にミスは許されない。我々は敵にプレッシャーを与あたえ続けることによって敵を後退させなくてはならない。そのためには全艦が一糸乱れぬ行動を取る必要がある。ミリオン傭兵隊は我々をアマチュアの集団としか見ていない。しかし我々は実戦こそ経験していないものの、艦隊行動の練度の高さと、本気に見える戦いをする技術においては、おそらく宇宙一だ。だから、その練度と技術を見せつけてやろう！　それこそが我々の最大の武器だ！」

　ドキア提督が、感心したようにつぶやいた。

「なるほど、これが『でたまか』ということか、いきあたりばったりで考えついたことをやるのではなく、敵の出方に応じてどんな対処もできるように、ありとあらゆる局面に対処できる方法を考えて手を尽つくしておくことを言うのか」

　僕はドキア提督に笑って見せた。

「僕は、臆おく病びよう者ものですから」

　ドキア提督は小さく笑った。

　僕は、共通スクリーンの中で僕たちの会話を聞いていたケルプに言った。

「これからアウトニア艦隊が一世一代の大おお芝しば居いを打つから、その間に後退して陣形を整えてくれ」

『大だい丈じよう夫ぶなのか？』

「安心しろ、芝居にかけちゃ僕たちアウトニア軍はプロぞろいなんだ」

『わかった……防ぼう御ぎよ陣形を取らせよう』

「防御陣形じゃない、攻こう撃げき陣形だ！　艦隊全体が攻撃陣形にするのには時間がかかるから、小艦隊ごとに楔くさび形がた陣形を取らせて、鉄てつ壁ぺき艦隊の後方に位置してくれ」

『攻撃陣形？』

　僕はわけがわからない……という顔をしているケルプをそのままにして、共通スクリーンに向かって命令を発した。

「Ｆ級補給艦かんが先頭位置についた時点で、作戦開始だ。各艦の間かん隔かくを密にし、鉄壁艦隊の陣形の隙すき間まから敵の前面に出て敵と対決する！」

　そこまで言ってから僕は、視線をメインコンソールから下にあるオペレータールームに落とした。

　そこにあったのは、不安げな目で僕を見上げる参謀とオペレーターたちの視線と重苦しい雰ふん囲い気きだった。

　そうか、この不安感は参謀たちだけのものじゃない。

　今まで一度も経験していない戦いに赴おもむくアウトニア艦隊の将兵たちの不安は、いったいどれほどのものだろう。

　僕は共通スクリーンに向かって話すべき言葉を捜さがした。

　こんなとき、司令官として何か言うべきことがあるんじゃないのか？

　将兵の不安を取り除き、戦意を鼓こ舞ぶするような言葉を言うべきじゃないのか？

　でも、どんな勇ましい言葉もウソにしか聞こえないような気がした。

　僕は一回大きく息を吸って、そして言った。

「お願いします！　僕を……信じてください！　僕はあなたがたを信じます、だから、僕を信じて、この作戦に従ってください！」

　一瞬、艦隊内相そう互ご通信が、ぴたっと止やんだ。

　今まで艦かん艇てい相互でやかましく言い合っていたアウトニアのすべての艦長たちが押おし黙だまったのだ。

　どうしたというんだろう？

　やっぱり、僕ぼくのような若造にアウトニア艦隊のすべてを任せるのが不安なんだろうか？

　その沈ちん黙もくを破ったのは、第三高速駆く逐ちく艦隊のカターク大たい尉いだった。

『どうしたんだ？　みんな待ってるんだぞ、早く命令を下せよ！』

　艦隊内相互通信が急ににぎやかになった。

『そうだ！　早くしてくれ！』

『こっちは、マイド閣下の命令を心待ちにしてたんだぞ！』

『命令をよこさないと、勝手に突とつ撃げきしちまうぞ！』

　僕は、横に立っていたリッキィに向かってうなずいた。

「作戦開始！　全艦より確受信号が返って来た時点で、タイムカウントスタート！」

　確受信号が返ってくるのに十五秒とかからなかった。

　アウトニアの全艦が、今、僕にすべての運命を任せているのだ。

　命も未来も何もかも、僕に預けたということなんだ。

　共通通信スクリーンに向かって僕は叫さけんだ。

「ネコだまし作戦……開始！　全艦前進全速！」

　僕たちの乗っているアウトニア艦かん隊たいの旗艦であるビルドベース船内の慣性が変化した。

『本艦はこれより高機動バーニア運用を開始いたします。どなた様もしっかりおつかまりください！』

　どこかの遊園地のアトラクションのような操そう艦かんオペレーターの警告とともに、ビルドベースの正面進路モニターには、前面に展開している鉄壁艦隊が十文字に切られたように大きく四つに分かれてゆくのが見えた。

　画面の周辺部の歪ひずみが、ビルドベースが電磁フィールド航法による全速を出していることを示している。

　アウトニア艦隊の主力艦艇たち……哨しよう戒かい艇ていや軽巡じゆん航こう艦かんなどの小艦艇たちは全速力を保ったまま、その鉄壁艦隊の切れ目をすり抜ぬけて敵の正面へと飛び出すと同時に、大きく八方に進路を変えた。

　それは、鉄壁艦隊を中心とした大輪のアサガオの花が咲さくような光景だった。

　アウトニア艦隊は一艦としてタイミングをずらすことなく、この艦隊行動をやってのけた。それはもう神かみ業わざと言っていいだろう。

　すべてが同一性能の艦で編制された艦隊でも、ここまで見事な艦隊行動をやれる艦隊はいない。ましてやアウトニア艦隊は形式も性能も艦種もバラバラなのだ。

　この、見事な艦隊行動こそ、アウトニア軍が長年にわたって築き上げてきた『やらせ戦争と見破られないための演技力』の集大成だった。

　僕の見ている三次元スクリーンの中で、アサガオは目一いつ杯ぱい開き、半球形に開いたパラソルのようになった。

　後ろからドキア提てい督とくの声が聞こえた。

「包囲攻こう撃げきをするには戦力が足りんぞ、陣じん形けいが薄うすすぎる……」

　僕は振ふり返って笑ってみせた。

「包囲攻撃ではありません、これは、包囲されるのか？　と、敵を驚おどろかせるだけの行動です」

　ミリオン傭よう兵へい隊の連中は、おそらく過去においてこれほど見事な艦隊行動を見たことはないだろう。そして、同じ宇宙船乗りならば、この艦隊行動の持つ練度の高さがわかるはずだ。

　アウトニア軍の艦隊行動の練度を見せつけられたとき、おそらくミリオン傭兵隊の連中は、アウトニア軍が戦争については、まったくの素人しろうとだという情報を疑うだろうと僕は考えた。

　僕の考えは的中した。

　メインスクリーンには、敵の突撃艦が、主しゆ砲ほうビームの発射を中止して、あわてて防ぼう護スクリーンを展開しはじめる姿が映っていた。

　僕はアウトニアの全艦に向かって命令を発した。

「今だ！　手を叩たたけ！　指定座標に向けてすべての武器を発射しろ！　主砲だけじゃない、パルス機き銃じゆうでもビームピストルでもなんでもいい！　すべてのエネルギー波を、その一点に集中するんだ！」

　半球形に広がった艦隊の内側全体が爆ばく発はつしたように光った。

　アウトニアの全艦から発射されたエネルギーの雨は、凹おう面めん鏡きように反射した光が集中するように一点に集中した。

　そこは、艦かん隊たいの正面に位置するミリオン傭兵隊の主力突撃艦艦隊の位置だった。

　いかに強力な防護スクリーンでも、これだけのエネルギー照射に耐たえられるわけがなかった。僕の見ている前で、突撃艦の防護スクリーンはスペクトルを散らして崩ほう壊かいしていく。そしてついに黒く炭化して砕くだけ散った。

「今だ！　パラソルをたため！　突撃隊形を作れ！」

　僕の見ている三次元仮想スクリーンの中で、広がったパラソルが、急速に元に戻もどってゆく。

　明らかに敵は動どう揺ようしていた。

　球形陣じんの一点を集中して破壊する。そしてその一点に向かって艦隊が突撃隊形を作る。

　その突撃隊形の先頭に装そう甲こう強化型強ごう襲しゆう艦かんが配置されていたとしたら目的はひとつだからだ。

　今、ミリオン傭兵隊の中心部は無防備な状態で我々の艦隊の前にさらけ出されている。

「よしもう一丁驚かせてから逃にげるぞ！　各艦全速前進！　しかしかっきり三十秒間だけだ、三十秒後には同じく全速後進をかける！　間ま違ちがえるな」

　アウトニアの各艦の推進機から青白い反応炎えんが噴ふき出すのが見えた。

　全艦艇が突とつ進しんを開始した。

　閉じたパラソル…その先せん端たん部の向かう点はただひとつ、ミリオン艦隊の中心部だった。

　僕たちの見ている前でミリオン艦隊は大混乱に陥おちいっていた。

　中央突とつ破ぱによる分断攻撃を避さける方法はひとつしかない。

　敵は、ついに球形陣を解くと、四つに分かれて、撤てつ退たいを開始した。

　それは、パラソルに割られた風船が、バラバラになって飛んでゆく姿によく似ていた。

『ミリオン傭兵隊の隊内通信を解読！　撤退命令を出しています！　集結指定地点は、戦線の当初位置よりさらに後方、アウトニア回かい廊ろうの出口付近です！』

　中央指揮室に歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

　共通スクリーンに笑っているケルプの顔が映った。

『よう、見せてもらったぜ、一流のマジックショーをな。こっちは一応撤収を完かん了りようした。さっさと戻ってこい』

「ああ、わかってるよ。一流のマジシャンは奇き術じゆつのタネが見破られる前にさっさと舞ぶ台たいからひっこまなきゃいけない。さあこっちも全力で撤収だ！　あの強襲艦の正体がばれないうちにさっさと逃げるぞ！」




　五時間後……。

　僕ぼくは、ビルドベースの回廊に立って、その窓から見える光景に、思わず見とれてしまっていた。

　漆しつ黒こくの宇宙空間にきらめく無数の火花。

　損傷した宇宙船の硬こう化かセカンダリュームで作られた外がい殻かく部パネルを溶よう断だんする工作艦のマニュピレーターから散る鮮あざやかな無数の火花を眺ながめながら僕は、帝てい国こくの帝都で行われていた皇帝陛下の誕生祭のときの花火大会のことを思い出していた。

　それは、僕のかすかな記き憶おくの中にある父との思い出だった。

　大人たちの群れの中で見上げる夜空と、そこに広がる無数のきらめき。

　僕はいきなり持ち上げられて、父の肩かたに乗せられ、まわりの人々より高いところでそのきらめきを見た。

　花火を見上げて歓声を上げた僕は、両手をふりまわして、あの花火が欲ほしいと、だだをこねた。

　肩車をしてくれた父は笑いながら何かを言った。

　残念なことに僕は、その言葉を覚えていない。

　でも、確かにそのとき父は何かを言った。小さな子供だった僕に、父の言葉の意味を考えることはできなかったが、何かとても重い意味のことを言ったような気がした。そして、そのことだけが僕の記憶の中に残っている。

　僕の感かん慨がいとは無む縁えんに、目の前で工作艦センジュによる宇宙船の修理は進められていた。

　工作艦センジュは、ケルプたちが連れてきた船だった。

　千の手を意味するその言葉どおり、この船には数隻せきの戦せん闘とう艦かんを同時に修理することができるだけの数の工作用マニュピレーターが搭とう載さいされているのだ。

　アウトニア軍とケルプワイン海かい賊ぞく団は、かつてアウトニア回廊の監かん視し哨しようがあった小惑わく星せい「ＺＯＮ３５」まで撤収して、そこで修理と補給を行っていた。

　重大な損傷を受けた艦は、軽巡じゆん航こう艦かん二十二隻、そのうち修理が可能な艦は七隻だった。

　実質十五隻の損失か……少なくて済んだと思うべきなんだろうな。

　ミリオン傭兵隊とアウトニア、ケルプワイン連合軍の最初の艦隊決戦は双そう方ほうともに痛み分けで終わった。

　僕たちは、一番最初に行われた第三次パロス戦せん役えきの開始地点まで、なんとかミリオン傭よう兵へい隊を押おし戻すことに成功した。しかし勝ったわけじゃない。

　原因は、やはりケルプたちの光子魚ぎよ雷らいの自じ爆ばくコードが解読されていたことだろう。

　光子魚雷による雷らい撃げきが、火力で劣おとる僕たちの唯ゆい一いつの有効な攻こう撃げき手段だった。それを封ふうじられてしまった以上、僕たちに選せん択たくできた方法は勝つことではなく、負けないことだった。

　やっぱり正面から当たるというのには無理があったということなのかもしれない。

　このまま持久戦に持ち込まれるわけにはいかない。僕たちは次の手を考えなくてはならないということなんだ。それも、一発で形勢を逆転するような手を……。

『マイド様、お時間がすぎております』

　僕はリッキィの心配そうな声で我に返った。

　そうだ、僕はこんなところで子供の頃ころの思い出に浸ひたっている場合じゃなかったんだ。

　僕は会議室に向かって急いだ。







　第三章　先立つものの名は……







　僕が席につくのと同時に会議がはじまった。

　会議室には、僕やドキア提てい督とくやメイ王女などの生身の人間とともに、ホログラフで投とう影えいされたアウトニア各艦かん隊たいの司令たちや、ケルプワイン海賊団の幹部たちなどの、そうそうたるメンバーがずらりと並んで、真しん剣けんな目で中央の三次元スクリーンを見つめていた。

　その顔ぶれは誰だれが見ても最高幹部会議に見えただろう。しかし、この会議に参加しているのは幹部だけではなかった。兵卒でもコックでも、およそこの艦隊に所属している人間なら誰でも自己の意見を述べることができるようにこの会議の模様は、リアルタイムでアウトニア軍とケルプワイン海賊団すべての艦かん艇ていに転送され、双そう方ほう向こうで意見のやりとりができるようにセッティングされていた。

　この会議は、これからの戦い方を決める重要な会議だ。だからこそ僕はすべての人々から知ち恵えを借りたかった。

　そう、特に現場の人間の知恵を。

　提督がうなずくのを見て、秘書課のマール少しよう佐さが会議室の中央に進み出て一礼した。

「それでは、作戦会議を開始いたします。まず現在の状じよう況きようの説明から入らせていただきます」

　マール少佐は、やわらかな声で会議室の中央に設けられた三次元スクリーンを指示して今回の戦せん況きようの移り変わり、そして双方の損害状況などを説明しはじめた。

　その説明を聞きながら、僕ぼくは、ミリオン傭兵隊の弱点とは何だろう……と、ぼんやり考えていた。

　ミリオン傭兵隊は、今、補給面で問題を抱かかえているが、それは弱体な部分であって弱点じゃない。弱点とは、その部分を攻撃されれば即そくアウト！　という部分だろう。それさえわかれば、この戦いを終わらせることができるはずだ。

　でも、どう考えてもミリオン傭兵隊には弱点が見つからなかった。

　僕は、こんどはアウトニアの弱点について考えてみたが、こっちも弱点が見つからなかった。いや、装備といい、戦力といい、どう考えても弱点だらけで、どれが本当の弱点なのか、わからなかったと言ったほうが正しいだろう。

　どこを攻撃されてもアウトニアは総そう崩くずれになりそうだ。

　ぼんやりとそんなことを考えながら会議室を見回していた僕の目が、斜ななめ向かい側の席に座すわっていた王女と合った。

　王女は僕を見つめていたらしい、目が合った王女は、ちょっとびっくりしたような顔をして視線をそらし、少し赤い顔をして姿勢を正した。その王女の仕草を見たとき、僕は理解した。

　……弱点だ。

　王女こそがアウトニアの本当の弱点に違ちがいない！

　もし、王女の身になにかあったら、その時点でアウトニア軍は終わりなんだ。

　僕のいちばん大切なもの。そしてアウトニアにとっていちばん大切なもの。

　それこそが弱点なんだ。




　気がつくとマール少佐の状況説明は、最後の部分に入っていた。

「ミリオン傭兵隊は開戦時の位置に下がって再編制と補給を行っております。補給路が確保されてはいますが、通常時の二割程度しか物資の搬はん送そうができません。リッキィによる情報分ぶん析せきの結果。ミリオン傭兵隊が今回の会戦で消費した燃料、弾だん薬やく、部品等が、開戦時の状況に回復し、戦せん闘とうが可能になるまで約十四日プラスマイナス二日という数字が出ております。言い換かえれば我々に与あたえられた猶ゆう予よは二週間ということです」

　一礼して下がったマール少佐に代わってドキア提督が立った。

「諸君！　現在の状況は聞いてもらえたと思う。我々はケルプワイン海かい賊ぞく団の方々の応おう援えんを得て、さらに二週間の猶予を得た。ここでなんとしてもミリオン傭兵隊に勝たねば、アウトニアはこの世から消しよう滅めつし、歴史の一コマにすら残らないだろう。諸君！　諸君らの知恵を借りたいのだ。これよりこの会議は完全な双方向システムによるヴァーチャルチャットルームに移行する。それは意識下の仮想空間であり、そこでは一切の階級も肩かた書がきも関係なく意見具申を受けつけ、それによる不利益は一切ない」

　ドキア提督はそこで言葉を切ると、にやっと笑って続けた。

「いわばこれは、会議と呼ばれるパーティーである。さあ諸君、アクセスしてくれ！　何か良い知恵はないかね？」

　一いつ瞬しゆん、僕は意識がどこかに引っ張られるような気がした。

　気がつくと僕は大きな部屋の中に立っていた。

　柔やわらかなクリーム色の壁かべとグレイの床ゆかがどこまでも広がっている。

　部屋の奥おくの方を見回したが、どれくらい広いのか見当もつかなかった。

『殺風景な部屋でもうしわけありません。本来ヴァーチャルチャットとはせいぜい十数人を対象に設計されているものですので、全員参加を前提にいたしますとどうしても細かなマテリアルまで手が回りません』

　すぐ横に立っていたリッキィが頭を下げた。

　そうか、ここがヴァーチャルチャットルームなんだ。

　人間の意識の一部を投とう影えいする仮想現実空間なのだが、その一部は現実空間とつながっていた。

　現実空間にある双方向通信システムに受信を示す青い表示が瞬またたいた。

　それを皮切りに、ヴァーチャル会議室にさまざまな人々が飛び込んできた。

　飛び込んできた人々は、互たがいに意見を出し始めた。

　その意見を集約して誰でも見ることができる掲けい示じ板ばんに書き込むのはリッキィの仕事だった。

　最初に出たのが、封ふう鎖さ船せんを、もう一度アウトニア回かい廊ろうに突つっ込ませるという案だった。

　この案についてシミュレーションしたところ、成功する確率は低いものの、うまくいけば効果は絶大であるという結果が出た。

　志願する者も出て盛り上がったのだが、その会話を聞いていたメイ王女が発言した。

『犠ぎ牲せい者しやはカッツ将軍一人で十分です！　カッツ将軍は後に続くことなんか願ってはいないと思います。いいえ！　逆に自分の犠牲を無む駄だにしないでくれ、と言うに決まっています！』

　この案は廃はい案あんとなった。

　この後も戦術的なアイディアがいろいろ出たのだが、それらはどれをとっても決定的な解決策にはなりそうもなかった。

　戦闘だけを見ていたんじゃダメだ。なんかもっとこう……根本的な部分から見たアイディアはないだろうか……。

　みんなが、そんな風に思い始めたそのとき、マリリン中ちゆう佐さが一歩前に出た。

『あのさあ、さっきから聞いてると、まるで普ふ通つうの軍隊の作戦会議みたいな攻こう撃げき案あんばっかり出ているような気がするんだけど、あんたら、何か勘かん違ちがいしてやしないかい？』

　一瞬、ヴァーチャル会議室が静まり返った。

　マリリン中佐は、周りを見み渡わたしてからゆっくりと言った。

『敵に大損こかせる、って最初の目標はどこに行ったんだい？　敵に大損させて大赤字に追い込んでこの戦争をやめさせる……私たちの目標はそれじゃなかったのかい？』

　みんなが顔を見合わせたそのとき、ケルプワイン海賊団の制服を着た一人の男が手をあげた。

『シューティング艦かん隊たい所属の軽巡じゆん、ローリングストーンの船長ユージィだが……その考えは甘あまいと思う。傭よう兵へいは確かに金で動くが、金だけで動くのではないのだ。彼らにとって大切なのは契けい約やくを履り行こうすることなのだ。まして今回のこのアウトニア制圧任務は神聖ローデス連合という新規のクライアントから受けた契約だ。多少赤字を出したとしてもこれから先のことを考えれば、そう易々と契約破は棄きには至らないと思う』

『追補します……あ、申し遅おくれました、わたくしは、ケルプワイン海賊団の経理担当のパヨメと申します。傭兵にとってもっとも大切なのは信用なのです。強力な兵器で武装した戦闘のプロ集団は、いわば猟りよう犬けんのようなものです。雇やとい主は、その猟犬が自分の手を嚙かまないという保証を欲ほしがります。信用できない犬をハンティングに使うハンターはいません』

　そうか、そうだよな。傭兵にとって一番大切なものは信用なんだ。

　何気なくそう考えたとき。僕ぼくの頭の中に何かがひっかかった。

　一番大切なもの……。

　僕の目は、僕の前に立つ、そばかすの浮ういた顔に、少し不安そうな表情を浮かべている一人の女の子に吸い寄せられた。

　メイ王女……。

　王家に生まれてしまったことが何かの間ま違ちがいのような十七歳の女の子……。

　アウトニア軍の、そして何より僕にとっての最大の弱点……。

　……そうだ！

　僕は立ち上がった。

『アウトニア艦隊総司令マイド・ガーナッシュです。傭兵隊が一番大切にしているものは信用ですよね、だとしたらその信用を攻撃するべきだと思うんですが、どうでしょう？』

　このときの会議室の中の空気を一言で言うならば「困こん惑わく」だろう。

　そんな中で僕の言っている意味を理解してくれた人が一人だけいた。

　それは、さっき信用について説明していたケルプワインのところの経理担当員パヨメだった。

　パヨメは、目を輝かがやかせていた。

『すごい！　そうですよマイド閣下！　やつらにとって一番失いたくないのが信用ってヤツなんです！　傭兵が信用を失ったら、どうなると思いますか？』

『仕事が来なくなることは間違いないでしょうね』

　パヨメは首を振ふった。

『そんなもので済むもんですか！　いいですか、傭兵の報ほう酬しゆうは全額前まえ払ばらいじゃないんです。たいていが半分前払いで、仕事が終わった後で残りの半分をもらうって契約なんです。中には前払いがもっと少ない場合だってあります。では、報酬が後払いのとき、傭兵隊はどうやって物資を調達するのだと思いますか？』

『契約時にクライアントから必要経費をもらうとか…』

　パヨメは笑った。

『そんな気前のいい契約者なんかいません。そんなときは手形を切るのです』

『手形？』

『はい、手形とは、簡単に言ってしまえば未来において支し払はらいすることを約束した証文のことです。支払い日を報酬をもらった後の日付にして、それをもとにして品物を買うわけです』

『それから先は私が説明してやるよ』

　横から割り込んできたのはマリリン姉あね御ごだった。

『それは、正確に言うと約束手形という名前の商取引なんだ。業者どうしで品物をやりとりするときなんかに使うんだが、手形ってのは現金じゃない。現金に換かえることができると約束した紙切れにすぎない。じゃあどうしてそんなものが通用するのかというと、それが信用ってヤツさ。信用があるから、一枚の紙切れで何億という額が取り引きされるんだ。言い換えれば、信用を失えばたった十クレジの額面の手形でも誰だれも引き取りはしないってことさ、不ふ渡わたり手形って言葉を聞いたことがあるだろう？　あれは会社にとってすべての信用を失ったのと同じ意味なんだ。銀行が割り引いてくれなきゃ一発で倒とう産さんだね……』

　そこまで言ったとき、マリリン姉御は目を見開いた。

『ちょっとまて……そうか……そういうことか！』

　マリリン姉御は飛び跳はねた。

『わかった！　マイド！　やっぱりあんたってイイ性格っ!!』

　マリリン姉御は、何がなんだかわからない……という顔をしている人々に向かって説明を始めた。

『この戦争を根底からひっくり返す方法が見つかったんだ！　それは経済的信用の破は壊かいという方法さ、ミリオン傭よう兵へい隊に大損こかせる、という作戦の方向は間違っちゃいない。でも、いくら戦って相手の船を沈しずめたところで、その損失がミリオン側にとって予定された損害なら意味はない。だから、この戦争をやめさせるには、ミリオン傭兵隊自体が会社として成り立たなくなるぐらいの大損をさせるしかないんだ。戦せん艦かんの十五、六隻せきでも沈めてやればいいのかもしれないけど、そんなことはどう考えても無理なことだろ』

　マリリン中ちゆう佐さはそこで言葉を切るともう一度会議室の人々を見回してにやりと笑った。

『でも……知ってるかい？　先物取引やデリバティブなんかのヘッジファンドの世界じゃあ、たった一時間で戦艦一隻沈んだのと同じくらいの損金が出ることくらい当たり前なんだよ』

　僕は、マリリン中佐に聞いた。

『ミリオン傭兵隊は、そういった資産運用をやっているんですか？』

　マリリン中佐はひょいと肩かたをすくめて答えた。

『いや、調べてみなきゃわからないけど、資金は帝てい国こくシティバンクから流れているから、しかけるとしたらそっちだね』

　マリリン中佐のアイディアは、戦力に乏とぼしい我々に取って、唯ゆい一いつの望みのような気がした。

　でも、僕たちに許された時間は二週間しかない。

　たった二週間で、ミリオン傭兵隊を倒産寸前にまで追い込むことができるのだろうか？

『マリリン中佐のアイディアは捨てがたいものがあります。うまくいけばこの戦いの結末を完全にひっくり返すことができるでしょう。しかし、我々に残された時間は二週間しかないのですよ』

　マリリン中佐はうなずいた。

『わかってるよ、時間がないことぐらいはね。この世界から足を洗ってもう五年になるから、カンが錆さびついちまってるかもしれないけど……やれる。いや、やるしかない！　それができるのは私だけなんだ』

『わかりました』

　僕ぼくはマリリン中佐に軽く頭を下げたあとで、会議室にいる全員に向かって話しかけた。

『諸君！　この会議によって我々の進むべき道が明らかになった。本日より我々アウトニア軍は、武力的手段による正面装備の破壊ではなく、経済的手段による信用の破壊によってミリオン傭兵隊に大損させることとする！』

　会議室が一気にざわめいた。

　その場に居合わせた全員が目を輝かせて声高に話し始めたのが見えた。

　ドキア提てい督とくが、面おも白しろそうに笑うと僕に言った。

『まったく……ギャラクシーハラスメント作戦といい、今回のこのアイディアといい、君は軍の戦艦や巡じゆん航こう艦かんの存在理由を何だと思っているんだ。こんな不ふ真ま面じ目めな戦争など見たことがないぞ』

　すかさず誰かの突つっ込みが入った。

『そういうことを、我々アウトニア軍が言っていいんですか？』

　ヴァーチャルチャットルームの中に明るい笑い声が響ひびいた。

　笑い声が収まったとき、ドキア提督が宣言した。

『諸君！　どうやら解答が出たようだ。我々の攻こう撃げき目標はミリオン傭兵隊の、経済的信用である。問題は、専門的な知識がない大多数にしてみれば、何をしていいか皆かい目もく見当もつかないということだが……』

　ドキア提督の言葉が終わらないうちにマリリン姉あね御ごが手を上げた。

『正面作戦は我々営業担当士官が行います、皆みなさんには後方支し援えんをお願いします』

『後方支援？』

　ドキア提督は首をかしげた。

『そう、信用を落とすには何をすればいいのか、その一番手っ取り早い方法は、〈悪いウワサを流す〉というやつなんだ。ミリオン傭兵隊の経済的なバックは、帝国シティバンクスなんだけどね、この帝国シティバンクスの悪いウワサを流してもらいたいんだ』

『そんなウワサなどで、帝国金きん融ゆう界かいの雄ゆうといわれるあの帝国シティバンクスの信用に影えい響きようを与あたえることなんかできるのかね？』

　ドキア提督が、疑うのも当たり前だろう。

　帝国シティバンクスとは、帝国の金融界で預金高一位二位を争う大銀行なのだ。そんな大銀行がアウトニアなんて僻へき地ちの人間が流すウワサなどでどうにかなるものじゃないはずだ。

　マリリン姉御は自信ありげに答えた。

『そりゃあ当然、ひとつやふたつ悪いウワサが立ってもそんなもの誰だれも信じやしないさ。でも、それが何度も何度も繰くり返し立つことにより、人の心の中に少しずつ不信という毒が沈ちん殿でんしていくんだよ。そして、その毒が致ち死し量を超こえたそのとき、人は目の前にある真実じゃなく、心の底に溜たまった毒を信じるのさ』

　マリリン姉御はにっこりと笑った。

『いいかい！　これからあんたらがやることは、とにかくいろんなところにメールを出したり掲けい示じ板ばんに書き込んだり、いままで捨ててきた企き業ぎようのダイレクトメールやらアンケートのすべてに回答することだ！　文面は真面目な内容で絶対にウソを書いちゃいけない。しかし、最後にちょこっと〈話は変わりますが今度帝国シティバンクスで信用取引を始めたいと思っています。でも、帝国シティバンクスって信用できるのでしょうか？〉といった文章をくっつけてもらいたいんだ。文面はリッキィと私で考えて、あとで共通のボードに掲けい示じする。あんたらはその文面を使って、とにかく手紙魔まになってもらいたい、わかった？』

　ヴァーチャルチャットルームにいた全員が笑ってうなずいた。

　実に『イイ性格の笑え顔がお』だった。

　そして、ヴァーチャルチャットルームによる会議は終わった。

　気がつくと僕は、会議が始まったときと同じ席に座すわって、斜ななめ前にいるメイを見ていた。

　じっとメイの顔を見つめていたことに気がついた僕は、あわてて視線を外して姿勢を正した。

　僕の視線に気がついていたのだろう。メイが小さく笑ったのが視界の端はじっこでわかった。

　顔が赤くなるのがわかる。

　最初に発言したのはマリリン姉御だった。

「ヴァーチャルチャットルームによる全体会議で、作戦の方向性が決定しました。これからさらに具体的に作戦を練りこむ作業は、我々アウトニア営業部とケルプワイン経理部の合同チームを編成してから行いたいと思います」

　ドキア提督が軽く頭を下げた。

「よろしく頼たのむ。しかし……こうなると軍人の出番はないも同然だな」

「いいえ、皆様には『今までと変わらない』作戦行動を取っていただきたいのです。ウラで何かワルイコトをやっているんだということに気づかれないためにです」

「そうか、ミリオン傭よう兵へい隊に余計なことを考えさせるヒマを与えてはならん、というわけだな。わかった。強行偵てい察さつ部隊と情報収集用の隠おん密みつ偵察部隊の二つを編制して、交こう互ごに出しゆつ撃げきさせるとしよう。そっちの方は我々に任せてもらいたい」

「よろしくお願いします」

　会議は終わった。

　部屋を出て行こうとした僕は、マリリン姉御に呼び止められた。

「マイドくん！　お願いがあるんだけど……」

　会議が終わった今の僕を、肩かた書がきをつけずに呼んだということは、きっとプライベートな話に違ちがいない。そう考えて、僕ぼくはごく普ふ通つうに答えた。

「はい、なんでしょう？」

　僕の答えを聞いたマリリン姉御は、にっこり笑った。

「ああ良かった。ただのマイドの方が話しやすいからね……これから帝てい国こくシティバンクスを相手に仕手戦をしかけるとなると、なんと言っても軍資金がいるんだけどさあ、お金貸してくんない？」

「は？」

　僕は自分の耳を疑った。

　今、おそらくこのアウトニア軍の中で一番「お金」に縁えんが薄うすい人間。それが僕なんだぞ。

「冗じよう談だんは、やめてくださいよ、どこにそんなお金があるって言うんですか！」

　マリリン姉御は、眉まゆをひそめた。

「そりゃあ、あんたは今、ほとんど文なしみたいなもんだけど、あのコレクトカード使えばお金持ちの友達と連れん絡らくがつくんじゃないの？」

「コレクトカードに、お金持ちの友達？　何のことですか？」

　僕の表情を見たマリリン姉御は、驚おどろいたようだった。

「あんた……あのコレクトカードのことを知らなかったって言うんじゃないでしょうね！　あれだよ、銀河系のどこからでも料金相手持ちで通信できるカード、ほら、ＡＢＣ商会が発行人になってる！」

「ＡＢＣ商会？　あ、そうか、アレフのことか……そう言えば、士官学校を卒業したとき、なんか封ふう筒とうに入ったものを、もらったような気がしたけど……」

　マリリン姉御は、その場で足あし踏ぶみをして叫さけんだ。

「あれはね、その人からの連絡ならば、すべての通信費をこちらが持ちます、という取引上の重要人物にだけ渡わたされるカードなんだよ！」

「でも、連絡がついたからと言って、すぐにお金を貸してもらえるわけじゃないと思うんですけど……」

「まあ……借金できるとは限らないけど……でも、あんたにはそれだけの信用があるってことなんだよ。借金ってのは信用の値段なんだ！　あんなに貴重なものをあんたは調べもせずに、ずっと忘れてたって言うのかい？」

　僕は頭をかいた。

「すみません、そんな貴重なものだと思わずにいたので、ずっとあのままにしてました。部屋に置いてある圧縮ラゲッジバッグの中に入ったままになってると思いますが、持ってきましょうか？」

　マリリン姉御は、肩かたの力を抜ぬいて大きくため息をついた。

「何も知らないってことは、恐おそろしいよねえ。私らがアウトニアに向かうシザーズ・クイーンの中であんたを調べなければ、未いまだに誰にも気がつかれずにあのままだったんだね。早く持ってきておくれ、あのカード一枚がアウトニアを救うかもしれないんだからね」

「わかりました！」

　僕は自室に向かって走り出した。

　部屋から持ってきた事務用の封筒の中には、確かにＡＢＣ商会を発行人兼けん保証人にした、コレクトカードが入っていた。

　中央指揮室の奥おくの小会議室のテーブルの上で、マリリン姉あね御ごは、金の薄うす板いたでも扱あつかうような手つきでそれを取り出した。そして、目の前にある標準型汎はん用ようリーダーに差し込んだ。

　モニターに出た文章を読んでいたマリリン姉御は、二、三回うなずいた後で、ちょっと難しい顔をした。

「やっぱりね、ＡＢＣ商会役員に対する通信に限り金額及および期限についての規制はなし、だけど使用者制限がついてる。こいつを使えるのは、マイド・Ｂ・ガーナッシュ男だん爵しやくのみ、だそうだ」

　マリリン姉御は汎用リーダーからコレクトカードを抜き取ると、僕に差し出した。

「はい、さっそくＡＢＣ商会の若わか旦だん那なとやらと連絡取って、借金させてくれるかどうか聞いてみて」

「え？　今やるんですか？」

　マリリン姉御は眉を逆立てると、有う無むを言わさぬ口調で言った。

「さっきの会議で、時間がないって言ったのはあんただろうが！　さあ、一分一秒が貴重なんだ！　さっさと通信回路のリーダーにカード差し込んで！」

　僕は一回深呼吸すると、コレクトカードをリーダーに差し込んで一いつ般ぱん通信回路に接続した。

　汎用リーダーの読み込みセンサーの起動シグナルの点てん滅めつを眺ながめながら、僕は士官学校時代のアレフの顔を思い出していた。

　アレフか……話はできるかもしれないけど、借金の申し込みは絶対に無理だろうなあ……。

　一クレジでも余分な金を使わないで生きることに挑ちよう戦せんしているようなアレフの生活ぶりを見てきた僕には、借金を申し込んだときのアレフの顔が想像できた。

　目を見開いて、きっと、こう言うんだろうな……『借金？　なんのことだ？　そんな言葉この世にあるのか？』

　僕が、そんなことを考えていたとき。汎用リーダーのモニターに通信オペレーターのメグ少しよう尉いの顔が映った。

　メグ少尉は、少し当とう惑わくしたような顔をして聞いてきた。

『マイド閣下。アウトニア本国より一般回線で閣下あてに通信がきております、先方はアレフ・Ｂ・チャーリィと名乗っていらっしゃいますが、いかがいたしましょうか？』

　僕は驚いた。こんなに早く通信が返ってくるとは思ってもいなかったからだ。相手が名乗ったところを見ると、間ま違ちがいなくアレフ本人だろう。でも、今、たしかメグ少尉は『アウトニア本国から』って言ったよな。なんであいつがアウトニアなんかに来てるんだ？

『つないでくれ！』

『承知いたしました。サブスクリーンに投とう影えいいたします』

　メグ少尉の言葉が終わらないうちに僕ぼくとマリリンの立っている小会議室のサブスクリーンにメグ少尉が現れた。

『一般回線は軍事回線の隙すき間まを使用します。若干のタイムラグが生じますのでご了りよう承しようください』

　そう言ってメグ少尉が一礼して消えた後、二、三回スクリーンが揺ゆれてから画面に見覚えのある顔が浮うかび上がった。

　アレフは、なつかしい笑え顔がおで言った。

『やあ、マイドはん、久しぶりやなあ。なんでも司令長官やら元げん帥すいになったそうで、えらい出世したなあ。おまけにこの国ではあんさん、えらい人気でっせ！　同じ分隊におったことでわいも鼻が高いでえ』

『便べん宜ぎ的なものさ、それより、なぜアウトニアなんかにいるんだい？』

『ああ、それか？　なんのことはない、辺境クルーズを利用した新しん婚こん旅行ってやっちゃ』

　スクリーンの中の映像はそのままで、音声だけが先に届いた。

『新婚……旅行？』

　一いつ瞬しゆん、僕は自分の耳を疑った。いや、その言葉の意味が思い浮かばなかったと言った方が正しいだろう。

　それは、戦争をしている僕たちとは無む縁えんの言葉だった。

　それと同時に、帝てい国こくの人々にとって、このアウトニアの戦いがどんな意味を持っているのか、はっきりわかったような気がした。

　……きっと、どうでもいいんだろう。アウトニアなんて国がどうなろうと国民が死のうが生きようが、そんなことはどうでもいいんだ。いや……そもそも僕らが戦争中だということさえ知らないのかもしれない。

　アレフは僕の考えていることに気がつかないようだった。

『そうや、ヨメはん貰もろうたんや。紹しよう介かいするで、ミーヤや』

　アレフの言葉が終わらないうちに、スクリーンから聞こえて来たのはどう聞いても十五、六歳の女の子の声だった。

『はじめまして！　ミーヤ……ミーヤ・Ｂ・チャーリィです！　マイドさんのことはアレフからいろいろ聞いています！　本当の貴族の魂たましいを持った人だって主人がいつも言っているんですよ！』

　女の子の声と、スクリーンに固定されたままのアレフの顔は、とてつもない違い和わ感かんがあった。

　やがて、スクリーンの映像が切り替かわった。

　そこには、十七歳ぐらいの、ロングヘアを二つ分けにしてリボンでまとめた女の子が笑っている光景が映し出された。

　アレフって……確か二十六歳くらいだったよなあ。ずいぶん若い嫁よめさん貰もらったんだなあ。

『結婚おめでとう！　若いのにしっかりした人みたいだね』

　ミーヤという奥さんの笑顔のままアレフの声が答えた。

『ああ、わいと同い年にしてはしっかりしとるで』

『同い年？』

　ちょっとまて！　どう見ても……十六、七歳にしか見えないぞ。

「どうしたの？　なんで硬こう直ちよくしてるんだい？」

　僕の後ろでスクリーンを見ていたマリリン姉あね御ごが怪け訝げんそうな顔で聞いてきた。

「この子、アレフの奥おくさんらしいんですけど……いくつに見えます？」

　マリリン姉御は目を細くしてスクリーンを見つめた。

「うーん、直接会ってみなきゃはっきり言えないが……一見十五、六歳に見えるけど目のまわりとか、口元とかから見て、そうだね二十歳はたちってところじゃないかい？」

「……二十六歳だそうです」

　マリリン姉御は絶句した。

　驚きよう愕がくしている僕たちに気がつかない口調でアレフが言った。

『そうそう、大事なことを忘れとった。マイドはん、わいの贈おくった餞せん別べつを使うことになったっちゅうことは、どうやらお金が入り用になったんと違ちがいますか？　いくらでも相談に乗りまっせ！　わいにできることは、せいぜいそれくらいやからな』

　突とつ然ぜん、マリリン姉御が横から割り込んできた。

「お願いがあるんだけど……あ、ごめんなさい。私はアウトニア軍の営業担当部の責任者で、マリリン・コイズミ中ちゆう佐さと申します。今回のマイド閣下の件について、ＡＢＣ商会の若わか旦だん那なであるアレフ様に、ぜひお願いしたいことがありますので、こちらまでご足労頂けませんでしょうか？」
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　スクリーンの映像がアレフの顔に切り替わった。

　表情は笑っているが、スクリーンから聞こえた声は、とまどっていた。

『なんやようわからん姉ちゃんが出てきよったけど……なんやあれは。まあとにかく会って話がしたいちゅうなら、そっちに出向いてもええで。でもなあ、新婚旅行の予算は、カツカツでやっとるから旅費がなあ……』

　マリリン姉御が叫さけんだ。

「出す！　旅費なら出す！　ここは戦場で、危ないって言うなら保険もつける！　食事も部屋も士官待たい遇ぐうにする！　ぜひご夫婦揃そろって来て！」

『ほう、そうでっか、ちょっとまってな、ヨメさんと相談しますよってに』

　アレフたちが話し合っている間に、僕はマリリン姉御に話しかけた。

「マリリン中佐……いいんですか？　新婚旅行してる人間を戦場に呼んだりして」

「ちょっと気がとがめないこともないけど……私たちはこれからＡＢＣ商会に何億クレジって借金を申し込まなきゃならないんだ。やっぱり直接会って話を詰つめないとね」

　ひょっとしたら、ミーヤって奥さんから、若く見える秘ひ訣けつを聞き出したいのかな？

　僕が、そんなことを考えたそのとき、スクリーンから声がした。

『話が決まったでえ。そっちに行くことにします。ヨメさんと二人分頼たのみますさかいよろしくな！』

　固定された映像に違和感を感じていた僕ぼくは、リッキィに向かって言った。

「軍用の緊きん急きゆう高速通信回線に切り替えてくれないか？」

『承知いたしました』

　リッキィの声とともに、突然スクリーンの解像度が上がり、固定されていたアレフと、その後ろにいる女の子がリアルタイムで動き出した。

「やあ、アレフ、これでやっと本当に君と話してるような気分になれるよ」

　驚おどろいたアレフが目を見開いたのがわかる。

『大だい丈じよう夫ぶでっか？　通話料金が通常料金の五倍でっせ』

「大丈夫さ、君がここに来てくれることが決定した時点でこれは公用になって通信費はこっち持ちになったんだ。それに動かない映像で、細かなことを決めるのはいやだったからね」

『細かなこと？……ああ、借金のこっちゃな。どれくらい必要なんや？』

　モニターの前に僕の横から、マリリン姉御が飛び込んできた。

「まずは手始めに十億！　いや五億でもいい！　貸して！」

『じ……じゅう、おくぅ！』

　スクリーンの中には、倒たおれそうになるアレフをあわててささえるミーヤの姿が映っていた。







　第四章　盆ぼん栽さいの値段







　その人は、怒いかり心しん頭とうに来た、といった表情で言った。

『あきまへん！　あんたはアホか！　とんでもない！』

　貫かん禄ろくある中年の見るからに実務者といった風ふう貌ぼうのホログラフが小会議室の真ん中にいた。

　彼の名前はゼイムズ。ＡＢＣ商会の経理担当のメイン電子人格だった。

『そこをなんとかならんか？　これはわいの名めい誉よの問題や。な、ＡＢＣ商会の跡あと取りが良いって言うてるのや、それが一番の保証やないか』

　ゼイムズと相対しているアレフもまたホログラフだった。

　アレフは今、アウトニアの本星であるユーマから、亜あ光速船に乗ってこの前線に向かっている途と中ちゆうだった。一週間後でなければ、本物のアレフと会うことはできない。

『失礼ですが、若旦那の信用程度で用立てでける金額はせいぜい百万クレジが、ええとこでっしゃろ。それを突然五億の十億のと言われても、はいどうぞと言えるわけがないでっしゃろが！』

『そうや！　わいは若旦那や。いわばＡＢＣ商会の跡取りやぞ！　その跡取りが良し！　ちゅうてんのに、なんでお前がダメやっちゅうねん！』

　ゼイムズは胸を張って答えた。

『わてには責任っちゅうものがおます。先代、いえ先々代のそのまた先代から、わてはずっとこのＡＢＣ商会の帳場を預からしてもろうてきました。そのようなわけのわからんものに出すお金は一銭とてございません。若わか旦だん那なが振ふり出したその約束手形……こちらで紛ふん失しつ届とどけを出して取引停止にさせてもらいます。まあ、どっちにしろわての裏書がなければ、そんなものただの板っきれでおますがな』

『何が責任じゃ！　お前は何様やと思うてる！　お前は人間やないやろう、電子人格や！　たかが電でん卓たくが年とってしゃべれるようになったようなものやないか！』

　ゼイムズは怒おこらなかった。

『そうです。わては人間ではおまへん、電子人格でおます。たかが電卓が年とってしゃべれるようになっただけのものかもおまへん』

　そこで言葉を切ると、凄すごみのある顔と声でアレフを見た。

『若旦那。ではお聞きしますが、なんでその、たかが電卓が年とっただけのものが金庫のカギを持ってるんでっしゃろ。なんでれっきとした人間様であるあんたがわての代わりに金庫のカギを預けてもらえんでっしゃろ。それ……考えたことおますか？』

『そ……それは……』

　言葉に詰まったアレフは下を向いた。

『若旦那は確かに銭ぜにに細かいお人です。始末屋であることは特に悪いことやおまへん。でもいっつも近くしか見てまへんな。目先のことにとらわれて先のことを見てまへんのや』

　話の行き先をだまって聞いていたマリリン姉あね御ごが、たまりかねたように口をはさんだ。

「話の途中のところを悪いけど、問題はアレフさんじゃなくて、私たちが借金を申し込んだことにあるんだよ。お金を借りたいって言い出したのは私たちなんだから」

　ゼイムズは僕とマリリン姉御の方に向き直った。

『今回の顚てん末まつについて、詳くわしいお話はさきほどこちらのリッキィはんからお聞きしました。マリリン・Ｈ・コイズミさんですな、トルメキア証券を舞ぶ台たいにした炎ほのおの七日間をしかけた伝説のトレーダーであるあなたとお話できるとは光栄でんな。あのときはしっかり儲もうけさせてもらいました』

　ゼイムズはにっこり笑った。

　その微笑ほほえみを見たとき、僕は一いつ瞬しゆん、うまく行くかもしれないと思った。が、しかし、それに続いた言葉は僕の希望を打ち砕くだいた。

『いかにあんたが凄すご腕うでトレーダーで、あのヴァルはんのツールが使えるとしても、それはそれ、これはこれでおます。担保も何もなしで十億貸せと言われても、それは無理というもの』

「担保なら……あるよ！　アウトニアの軍ぐん艦かんが！」

　ゼイムズは首を振った。

『軍艦は担保になりまへん。国家の資産も同じです。処分に議会の同意が必要なシロモノは勝手に担保物件にするわけにはいきまへん』

　そのとき、いままでずっと黙だまって話のなりゆきを見ていたメイ王女が言った。

「では……王家の私有財産ならどうでしょうか？　王家のものなら担保になるのではないでしょうか？」

　ゼイムズはちょっと驚おどろいたように目を開いた。

『それは……担保になりますわな。でも……お姫ひめ様に面と向かって言うのもなんですが、アウトニア王家には、担保になりそうなものが見当たりまへん』

　マリリン姉御が声を上げた。

「シザーズ・クイーンがある！　あの船は王家の財産だよ！」

　ゼイムズは、一瞬中空にある何かを見つめた後で肩かたをすくめると鼻で笑った。

『とてもとても……あんなボロ船、屁への突つっ張りにもならしまへん』

「ボロ船かもしれないけど、ちゃんとメンテナンスしてるんだ！　今現役で使えるＮクラスコンテナ貨物船はあれが最後なんだよ、貴重さからいえば古美術品なみじゃないか！」

　ゼイムズは、子供にものを教えるような口調で言った。

『古美術品と古道具とは違ちがいます。あれはどう見ても古道具でっしゃろ？』

　マリリン姉御は黙った。

　そのとき。メイが顔を上げて思いつめた表情で言った。

「では……私ではいかがでしょうか？」

　一瞬、小会議室に沈ちん黙もくが流れた。

『は？　どういうことでっしゃろ？』

「ですから……私が担保になります！　私はどうなってもかまいません！　私に、そんな価値がないことぐらいわかってます！　でも……王女という立場に価値をみる人だっていると思うんです！　ネットオークションにかかれば、いくらかのお金になると思います！　お願いします！　お金を貸してください！　アウトニアを救ってください！」

　僕ぼくは驚いた。

「メイ！　なんてことを言い出すんだ！　君は自分で言ってる言葉の意味をわかってるのか！」

「わかっています」

　メイは静かに微笑んだ。

「王家とは、国民のために存在するのです」

　僕は言葉が出なかった。

　……そうだ。

　この子は王女なんだ。

　その責任と立場はすべてに優先するんだ。

　頭では理解していた。そう、僕の理性だけがそれを納なつ得とくしていた。

　僕が何かを言おうとしたそのとき、ゼイムズの声がした。

『ええ姫様や…』

　その声は震ふるえていた。

『あんた、ええご両親に育てられなすったな……ほんま、帝てい国こくの貴族連中に聞かせてやりたいお言葉ですわ。姫様の覚かく悟ご、しかと聞きました。その心意気、その潔いさぎよさ。それだけで充じゆう分ぶん担保になります……でも、無担保で億を超こえる金を貸したという事実が露ろ見けんすれば、ＡＢＣ商会の信用は根底から失われてしまいます。担保ちゅうのは目に見えるものでなくてはならんのです』

　ゼイムズは、そこで言葉を切って何かを問い掛かけるような目で僕を見た。

『少なくとも帳ちよう簿ぼの上に品物がなくては担保になりまへん。たとえあのボロ船でも二百三百あれば担保にでけるのですが今のままでは、まず無理でんな。約束手形の件、保留にしときますさかい、担保になりそうなものが見つかりましたらお呼びください。では、失礼いたします』

　ゼイムズは一礼すると、不思議な微び笑しようを残して消えた。

　たった今までゼイムズが立っていた空間を見つめていると、後ろから、マリリン姉あね御ごの声がした。

「まいったね。一番担保になりそうなのは、アウトニアの主幹産業のワイン畑と醸じよう造ぞう所しよだけど、ほとんどの畑と醸造所は民間の所有で、王家の資産になっているワイン畑なんか、ほんとうにちっぽけなものだし……何か担保になるものがないかなあ」

　僕は、振ふり返るとマリリン姉御に聞いた。

「さっき、シザーズ・クイーンを担保に、と言ったとき、ゼイムズは何と答えました？」

　マリリン姉御は、ちょっとびっくりしたような顔で僕を見た。

「え？　あ、担保のこと？　あんなボロ船なんざ担保にならない。二百三百あれば別だって……」

「ありますよ、マリリン姉御、あのシザーズ・クイーンを三百隻せきにする方法が！」

「なんだって？　どういう意味？」

　わけがわからない、という顔をするマリリン姉御に、僕は笑ってみせた。

「ルサ機関長の作った宇宙船の盆ぼん栽さいには、それだけの価値があるんです！」




　六時間後。僕たち……マリリン姉御と、僕と、メイ王女、そしてアレフは、再びゼイムズと対決していた。

　最初に口を開いたのはゼイムズだった。

『で？　担保は、でけたのでっか？』

　僕は前に進み出た。

「できました。Ｎ級コンテナ貨物船二百七十八隻。すべての船の所有者が、アウトニア王家になっていることを、ご確かく認にんください」

　ゼイムズは、目を細くして何かを見つめていた。

　やがて、にやりと笑って言った。

『これだけの資産があったとは知りまへんでしたな、まるで貨物船の群れが、突とつ然ぜん空中から湧わいて出たような話でんな』

　僕の横でマリリン姉御とメイが息を吞のむのがわかった。

「あなたは言いましたよね、帳簿の上に品物がなくては担保にできない、そしてシザーズ・クイーンが二百隻あれば担保にできる……と。そして僕はあなたの言われた条件をクリアしました。僕が言うべきことはそれだけです」

　ゼイムズは、僕を正面から見た。

　僕はその目を正面から見返した。

　目をそらしたのはゼイムズだった。

　そして、ゼイムズは声を立てて笑った。

『よろしゅおます！　借金引き受けまひょ！　どかんと十億。きっちり引き受けさせてもらいます！』

　姉御たちは歓かん声せいをあげた。

　ゼイムズは、僕とメイを見比べた後で笑った。

『二百七十八隻ぶんの部品。その部品一個一個に打ちこまれている船せん籍せきコードをそのまま一隻の船として登録する。すると、あのオンボロ船一隻が、たちまちのうちに二百七十八隻にふくれあがるっちゅうカラクリ。たいしたものでんな、マイドはん、あんた、ようわてのかけた謎なぞを解きなはったなあ』

　僕ぼくの横でメイが立ちすくむのがわかった。

　やっぱりバレていたんだ……。

　しかし、意外なことにゼイムズは怒おこっているような様子を見せなかった。それどころか、楽しんでいるような口調で続けた。

『それにしても、船籍登録と同時に添てん付ぷされていた航海日誌と修理保全記録、見事でしたな。あそこまで完かん璧ぺきに作られたら、まず普ふ通つうの人間や電子人格には見ぬけまへんやろう』

「それは、僕のテクノサーバントだったヴァルのおかげです。ヴァルの残してくれたツールで、帝てい国こく航空宇宙管理局の廃はい棄きファイルの中から、廃船になったＮ型貨物船の記録をすべてサルベージしたんです」

　ゼイムズはうなった。

『見事なものですな、やっぱりヴァルゲイン殿どののご主人様だっただけのことはありますな』

　僕は驚おどろいた。まさかゼイムズの口からヴァルの名前が出るとは思わなかったからだ。

「ヴァルを知っているんですか？」

　ゼイムズは肩かたをすくめた。

『知っているもなにもおまへん、電子人格でヴァルゲイン殿を知らないヤツがおったらモグリでんがな』

　僕は大きなため息をついた。

　ヴァル……お前は一体何者だったんだい？

　ゼイムズは、僕とメイ王女に向かって深々と頭を下げた。

『ＡＢＣ商会の資産を守るためとはいえ、マイドはん……あんたの才覚を試ためすような真似まねをしたことをおわびします。そしてメイ姫ひめ様には、辛つらい思いをさせたことについても、これ、このとおりおわびいたします』

　メイはあわてて手を振ふった。

「とんでもありません！　頭をお上げください！」

　ゼイムズは顔を上げると感心したように言った。

『ほんまに、ようでけた姫様やなあ……』

　そして、僕の方を向いて、ゼイムズは、もう一度頭を下げた。

『マイドはん……いえ、マイド閣下。閣下の才覚と、このお姫様の心意気。それこそが本当の担保やと思います。ＡＢＣ商会は、いつでもアウトニアのご用になる用意がおます。どうかアレフ若わか旦だん那なをよろしゅうお頼たのみ申します』

「こちらこそよろしくお願いします」

　頭を下げた僕を見て、ゼイムズは言った。

『それはそうとマイドはん、これからのことを考えると、使える資金は多ければ多いほど良いと思いますが、あてがありまっか？』

　僕は正直に答えた。

「まったくありません、僕はコネなし金なし色気なしの三無貴族の見本のような人間なんです」

『そうでっか……では、いい考えがおます』

　ゼイムズは不思議な微笑ほほえみを浮うかべるとメイ王女を見た。

『これは、姫様にも一ひと肌はだ脱ぬいでもらわなあきまへんが……国こく債さいを売ったらいかがでっか？』

「国債？」

　目を丸くするメイに向かってゼイムズはうなずいた。

『そう、国債でおます。アウトニア王国の名前で債券を発行するんですわ。アウトニアの今日までの戦いぶりをコマーシャル映像にして、帝国中のネットに流して、訴うつたえるんですわ。私たちはこのように帝国の魁さきがけとして神聖ローデスと必死に戦っています！　どうか帝国臣民である皆みな様のご協力を！　とね。このアウトニアの見事な戦いぶりを知ればきっと国債は売れると思いますのや。もし、国債を売ることが決まりましたなら、その債券の売りさばきはこのＡＢＣ商会が一手に引き受けさせていただきますが……どないでっか？』

「その話、乗った！」

　後ろからマリリン中ちゆう佐さの声がした。

「いやあ、それを思いつかなかったよ、その手があったんだ！」

　マリリン中佐は、あっけにとられている僕とメイに向かって説明を始めた。

「国債というのは要するに国の名前で借金をすることなんだ。そしてその債券の担保はひとつしかない……なんだと思う？」

　困こん惑わくした顔を見合わせる僕たちを見てマリリン中佐は笑った。

「それは信用さ。国としての信用、それだけなんだ。メイ王女、あんたはアウトニアのために自分まで売ろうとしたよね。そしてマイドは、それをさせないために、船せん籍せき簿ぼの偽ぎ造ぞうまでやってのけた……あんたらの、その根こん性じようとやる気がアウトニアの信用を作る。そしてその信用をお金にするのが国債なんだ……メイ王女」

「はい？」

　いきなり名前を呼ばれたメイは目を丸くして答えた。

「父上である国王陛下に事情を説明したいんだけど、一いつ緒しよに来てくれる？」

「は、はい！　私でよろしければ」

　メイの返事を聞いたマリリン中佐は噴ふき出した。

「よろしいも何も王女のあんたがいなけりゃ話にならないよ……あ、そうそうマイド、あんたにも仕事がある」

「僕にですか？」

　マリリン中佐は、にやりと笑った。

「あんたじゃなきゃできない仕事さ。王国議会に無断で勝手にアウトニア元げん帥すいになってしまった、その事じ後ご承しよう諾だくについて議会に提出する要よう請せい書しよ、そして国債発行に要する議会の承しよう認にんを取るための資料と説明書一式、その他色々の書類の山を作って、承認をもらって欲ほしい。なあに簡単なものさ、そうだろう？」

「……わかりました」

　僕ぼくは、覚かく悟ごを決めてそう答えた。

　実を言うと戦せん闘とう態勢にあったアウトニア軍は艦かん隊たい通信を最優先としていたから、僕がアウトニア軍総司令長官たる元帥に任じられたことは、まだ本国に報告していなかったのだ。いや……本当のことを言うと「怒おこられるから黙だまっていよう」という意識が、僕だけでなくアウトニア軍全体にあったためだと思う。

　王族といえども、未成年のメイ王女の勅ちよく命めいで勝手にアウトニア軍元帥と名乗ったことは、議会と王の承認を得ない限り間ま違ちがいなく官名詐さ称しようであり、一歩間違えば反乱ととらえられても文句は言えない。

　僕のやったことは『他国の貴族が、王室の娘むすめの無知につけ込んで、勝手に官位を名乗り、国の乗っ取りを計ったのだ』と断じられても仕方がないことなのだ。

　アウトニア軍の一連の行動に関する報告を本国に送ると、一時間もしないうちにアウトニア本国から返信がやってきた。

『メイ王女、及およびマイド・ガーナッシュ中ちゆう尉いを直ちに王国議会に喚かん問もんする』

　やっぱり……。

　おそらく僕たちは王国議会で、糾きゆう弾だんされるのだろう。

　メイ王女と帝てい国こくの若わか僧ぞうの二人がやってのけた先走りを、苦々しげに見ている議員たちの顔が想像できた。

　どんな辛しん辣らつな言葉が投げつけられても、僕は胸を張って正面からその言葉を受け止めよう。

　もし、僕とメイが反乱者として断罪されるなら、僕は堂々と言おう。

『これはすべて僕に責任がある』と。

　僕とメイ王女が、支し度たくをしてビルドベースの双そう方ほう向こう跳ちよう空間通信システムの前に立つと、通信管理オペレーターであるメグ少しよう尉いが声をかけた。

「マイド閣下、メイ王女、まもなく双方向通信リンクがつながります。正面の転送エリアにお立ちください」

　僕は、先に一段高くなっている転送エリアに上のぼると、振ふり返ってメイに手を差し出した。

　メイは、一いつ瞬しゆんびっくりしたように僕を見たあとで、微笑むと僕の手を取った。

　僕がメイの手を取って転送エリアに引っ張り上げる姿を見ていたメグ少尉が、にっこりと笑った。

「王様に、なんて言うんですか？　マイド閣下」

「え？」

　驚おどろく僕をメグ少尉はいたずらっぽい目で見て言った。

「父親にとって末の娘って、一番手放したくないものなんだそうですよ」

　横でメイが真っ赤になったのが見えた。

「あ、……いや、これはそんなことじゃなくて……」

　あわてて説明しようとした僕を見てメグ少尉はもう一度笑って言った。

「とにかくご健けん闘とうをお祈いのりいたします。本国から転送波が届きました、双方向通信リンクを開始いたします」

　転送エリアに立つ僕とメイを紫むらさき色いろを帯びた光が包みはじめるのが見えた。

　僕たちはこれからホログラフとなってアウトニア王国議会の本会議場に立つことになる。

　空間の感覚がなくなった次の瞬しゆん間かん。

　僕とメイは、難しそうな顔をした爺じいさんたちがずらりと並ぶ、アウトニア王国議会の本会議場に立っていた。

　僕のまわりにあった紫色の光の幕が下がったとき、僕は想像すらしていなかった音を聞いた。

　それは、拍はく手しゆの音だった。

　アウトニア王国の本会議場に居並ぶ百数十人の国会議員。

　その、すべての議員が立ち上がり、拍手をしているのだ。

　僕はしばらく、その拍手が誰だれに向けられたものなのかわからなかった。

　そして、気がついた。

　拍手をする国会議員たちの視線が僕たちに向いていることに。

　呆ぼう然ぜんとしている僕の前に、一人の男の人が立ったのはそのときだった。

「お父様！」

　メイの声を聞いた僕が目を上げると、そこに国王がいた。

　国王は、僕に向かってにっこり笑うと、ゆっくりと言った。

「ようこそ王国議会へ。アウトニア王国議会は、総司令長官マイド元げん帥すい閣下を心より歓かん迎げいいたします」




　アウトニア暦れき百四十九年露ろ光こう月十日。アウトニア王国議会は、帝国士官マイド・ガーナッシュを、アウトニア軍最高司令長官である元帥として任命する議題と、戦費調達のために臨時国こく債さいを発行する議題の二つを満まん場じよう一いつ致ちで承しよう認にんした。

　僕は、どさくさまぎれの元帥でも、でたとこまかせの元帥でもない、本当の最高司令長官になった。

　そして、気がつくと僕は二十歳はたちになっていた。







　第五章　宣　伝







　ヴァーチャルチャットルームで行われた会議の日から一週間が過ぎた。

　僕ぼくは経済のことなど、ほとんど知らない。ただ、わかっていたことは、どんな経済の取引でも、すべて最終的に判断を下すのはトレーダーという人間だということだった。

　僕たちは、マリリン姉あね御ごの経験とヴァルのツールをフルに使って、トレーダーたちを徹てつ底てい的にプロファイリングしていた。

　彼らのクセ、そしてジンクスの担かつぎ方、洋服や酒の好み、何から何まで調べ上げて、そして彼らの思考を解かい析せきした。

　その結果、シティバンクスのトレーダーたちは、常に損失を受け続けることになった。

　その損失はたいして大きな額ではなく、いつでも取り返せるレベルのものだったが、連続して損失を出したという事実が、彼らの判断に微び妙みような影えい響きようを与あたえていた。

　マリリン姉御は、そのトレーダーの売り買い注文の行き先を分ぶん析せきしながら微笑ほほえんだ。

「こういうときってね、普ふ段だんは絶対に冒ぼう険けんしない人でも、冒険して一気に損を取り返そうとするものなんだよね」

「そこで一気に損させるわけですね」

　マリリン姉御は、目を見開いた。

「とんでもない、ちゃんと、儲もうけさせなきゃダメだよ、一気に損を取り返すぐらい……でも、トータルで見るとちょっとだけ損してる……くらいにね。これを繰くり返させて、冒険なんか怖こわくない、って思わせなきゃ。大穴ぶち抜ぬくのは一発勝負だよ」

　マリリン姉御は実に楽しそうだった。

　僕がそのことを言うと、マリリン姉御は一瞬何かを考えるような顔をして、そして言った。

「そう、楽しいね。なんでこんなに楽しいんだろうって考えたこともあるんだ。シティバンクスのトレーダーは昔の私のライバルでね、政府とくっついてウラでいろんなことをやってた、そいつらの汚きたない手にひっかかって莫ばく大だいな損失を出して私は引退した。そいつらに復ふく讐しゆうできるから……って考えたこともあるけど、そんなんじゃないね」

　マリリン姉御は、僕を見て、そして微笑んだ。

「私がヴァルのツールを使わせてくれってあんたに頼たのんだとき、あんたは言ったよね。帝てい国こくの老人たちの年金の運用を邪じや魔ましないでくれって。そういった客は小口の……本当に小口の客ばっかりで、私は、今まで、そういった人たちのことを考えて資金を運用したことは一度もなかったことに気がついたんだ。私のトレーディングは、いつでも誰かとの勝負の手段でしかなかった、利益という名前の数字を上げることだけしか考えちゃいなかった。でも、これは違ちがう……そうだね、自分がやることが、誰かのために役に立っているってことがわかってるから楽しいのかもしれないね」

　正面からマリリン姉御を見つめて僕は聞いた。

「こういったトレーディングマーケットのことを、僕は、ほとんど知りません。マリリン中ちゆう佐さだけが頼たよりです。だから正直に答えてください。僕たちはこの仕手戦に勝てるでしょうか？」

　マリリン姉御は僕を正面から見返した。

「もし、私の指示が絶対に間ま違ちがわなかったとしたら百パーセント勝つことができる。でもそんなことはありえない。だから正直言って勝率は五○パーセントだよ」

「半々というところですか……」

　マリリン姉御は目を閉じると小さくため息をついた。

「人間は必ずミスを犯す。問題はそのミスをどれだけリカバリーできるかってことさ。こういった取引のときに犯したミスは、リカバリーに使える資金がどれだけあるかで、結果が大きく変わる。結局は資本力なんだ」

　マリリン姉御はそこで言葉を切ると僕を見て、にやっと笑った。

「だから、ひょっとしたらもっと分のいい戦いができるかもしれない。資金源の国債の売れ行きがすごいそうじゃないか」

「ええ、メイ王女が出演したアウトニア戦時国債のＣＭのおかげです」

　姉御の、にやにや笑いが強くなった。

「あのＣＭのメイ王女は、本当にけなげで可愛かわいいよねえ。本国の広報局に問い合わせが集中してるそうだよ、マイドとしては気になるんじゃないの？」

「それは……まあ、本人が希望したことですし、人気が出て国こく債さいが売れるに越こしたことはありませんから……」

　そう答えながら僕は、一昨日おとといからネットに流れ始めたアウトニア国債のＣＭを思い出した。

　まず、音楽とともに、帝国ではとっくに引退した旧式な駆く逐ちく艦かんや巡じゆん航こう艦かんが老骨に鞭むち打って戦い続ける激げき烈れつな戦せん闘とうシーンが流れ、やがて、その映像にオーバーラップして姿を現した白いロングスカート姿のメイ王女が、静かにアウトニア王国が今、帝国の盾たてとして、辺境で戦い続けていることを告げる。

『帝国臣民の皆みなさん、辺境国家アウトニアは帝国の仇きゆう敵てきである神聖ローデス連合から、アウトニア回かい廊ろうを守るために戦っています。国力の弱体な辺境国家にとって、皆様の支し援えんだけが頼りなのです。アウトニア国民は、その信義にかけて、国債の償しよう還かんを行います。お願いです、どうか……どうかアウトニアに力をお貸しください』

　最後の方で涙なみだ混じりに訴うつたえるメイのその姿は、演技なんかじゃなかった。

　それは、真実だけが伝えることができる感動に満ちていた。

　アウトニアが国債を発行するのと同時に、ネットでＣＭを流すように提案したのは、ゼイムズだった。ＣＭなんか作る予算も、時間もないと答えた僕たちにゼイムズは笑って見せた。

『ＣＭ作るんでしたら、わてにお任せ願えまへんやろか？　新進の映像作家で、腕うでとセンスはあるのに、なぜか世に出られない、という連中に声かければ、乗って来るヤツが一人や二人はいるはずです』

　そしてゼイムズはビューノ・アイカワという映像作家をスカウトしてきた。

　アウトニア軍の広報部の映像ライブラリィにアクセスしたビューノは、興奮して僕ぼくに連れん絡らくしてきた。

『すごい！　すごいですよマイド閣下！　これだけ迫はく力りよくある映像の山を、なぜ今まで眠らせていたんですか？　ドキュメンタリー映画にしたら、帝国中の星間ビュワーネットから買いつけに来ますよ！　強大な敵に必死に立ち向かう国民と、武運を祈いのるけなげなお姫ひめ様。こんなすばらしい素材をもらって、クソみたいなＣＭしか作れなかったら、私は銃じゆう殺さつ刑けいに処されても文句は言いません』

「気に入っていただけて何よりです。アウトニアの映像ライブラリィのレベルの高さは僕も知っています。世に出なかった理由は、今までそれを編集しようとする人間に恵めぐまれなかったんだと思います」

　ビューノは、笑った。

『高いレベルにあるにもかかわらず、世に出ることができなかったものに光を当てるというのは楽しいですね。当てられる喜びを知ってるからなおさらなんでしょうけど……それはそうと、この過去の映像記録は、どなたが管理しているんですか？』

「それは調べないとよくわかりませんが、おそらくアウトニア軍の軍務局にある広報部が管理していると思います。それが何か？」
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『もっとしっかりと管理しなけりゃダメですよ。さっき私が言ったでしょう、これは宝の山だって。いいですか？　映像は財産なんです、絶対に、この記録映像を散さん逸いつさせちゃいけません。誰だれかしっかりとした人に管理権を委い託たくしないと、これからこういった映像の使用申し込みが殺さつ到とうしたら、今のままではどうにもなりませんよ』

「申し込みが殺到する……どういうことですか？」

　モニターの中のビューノは胸を張った。

『私の作ったアウトニア国債のＣＭが引き金になると信じているからです。そして、そのために、ぜひ今回のＣＭに、メイ王女様にご出演をお願いしたいのです』

「メイ王女にですか？」

　驚おどろく僕に向かってビューノは自信たっぷりにうなずいた。

『ええ。王女様にナレーションと、呼びかけをしていただきたいのです。彼女の精せい一いつ杯ぱいのお願いの言葉があれば、このＣＭは無敵ですよ』

　こうして、あのＣＭは作られた。

　その効果がどんなものだったのか。そのとき、僕とマリリン姉あね御ごは、まだそれに気がつかなかった。

　そう、気がつくべきだったんだ。

　お姫様が、涙ながらに訴えた願いを断ることができる人間は、そんなに多くないということに。




　その日の夕方、食事のために士官食堂のホールに入った僕は、ケルプに声をかけられた。

「よう！　マイド……いや、マイド閣下！」

「よせよ、そんな呼び方するのは。ここは作戦会議の場所じゃないんだから」

　ケルプの声を聞きつけたアレフが、僕の方にやってきた。

「ひさしぶりやな、マイドはん、ご招待おおきに」

「いや、お礼を言うのはこっちの方さ。アレフの餞せん別べつのおかげで、今、僕たちは手も足も出なかったミリオン傭よう兵へい隊に勝てるかもしれないんだから」

　アレフは、声をひそめて僕にささやいた。

「後でええから、どうやって、あのゼイムズを丸め込んだのか教えてや」

「どうやって……って言われてもなあ」

　思わず僕も声をひそめて、そう答えてしまったとき、後ろで、少女のような明るい声がした。

「あーっ！　何をこそこそ話してるのよ！　あなた！　妻に言えないような秘密を抱かかえてるんじゃないでしょうね！」

　振ふり返ったアレフは、あわてて目の前に立っていた女の子を手招きした。

　薄うすいピンクのスーツと、同色のタイトのミニスカートから伸のびる足がまぶしい。

　スーツのせいだろうか、スクリーン越ごしに見たときよりもいくらか年上に見える。が、しかし、どう見ても二十六歳には見えない。

　ミーヤは、にっこりと笑って言った。

「マイド閣下のことは夫からいろいろなお話を聞かせていただいております」

「いろいろ……って、どんなお話ですか？」

　ミーヤは、いたずらっぽい目でアレフをちらりと見てから言った。

「マイド閣下が、どんなに誠実で、そしてどんなにイイ性格をしていたかについてです」

　うーん……イイ性格については一言も反論できないところがツライ。

「ちょっとまてや！　わいはそんなこと一言も言っとらんぞ、士官学校時代のいろんな話しただけやんか」

「うん、そうだよね。威い張ばり散らした門もん閥ばつ貴族のガキどもに、いかにして正義の鉄てつ槌ついを下したか、その武勇伝だったよね……ちょっと普ふ通つうじゃない方法の」

　カウンターに飲み物を取りに行っていたケルプが帰ってきた。

「よ！　何の話をしてるんだ？」

　アレフは肩かたをすくめて答えた。

「士官学校時代に、マイドはんがどんなことを門閥貴族のドラ息子むすこ連中にしかけたか、ちゅう話さ」

　ケルプは笑った。

「そうか、結局マイドがここでやってることは、あのときの戦いの発展拡大版ってわけなんだな」

　そして、ちょっと真ま面じ目めな顔をしてつけたした。

「才覚と応用。それが弱いものの最大の武器、ってことなんだろう」

「いいや、違ちがうな」

　僕ぼくは答えた。

「最大もなにも、それしか武器がないんだ」

　ケルプは真しん剣けんな目で反論してきた。

「でもよ、それは他の誰だれも持ってない武器なんだ。そしてそいつに対たい抗こうできる武器は、未いまだに誰も開発に成功していない。つまりお前の武器は今のところ無敵ってことだ」

「そう、今のところはね。僕は毎日毎日必死に綱つな渡わたりをやってるようなものさ。今にも切れそうなその細い綱にはなんて書いてあるのか知ってるかい？　『小細工』って書いてあるんだぜ」

　ケルプとアレフは笑った。そして笑ったあとでアレフが言った。

「それでええんとちゃう？　どんな壮そう大だいな作戦も、結局は小細工の集大成なんやから」

「そうだ、アレフの言うとおりだ。お前はもっと自信を持て！　そりゃあ思い上がっちゃいけないが、自分のやってることにもっと胸を張れよ。うちの……ケルプワイン海かい賊ぞく団の中じゃ、素人しろうと軍隊率いてこれだけ戦えるとは思わなかったって、お前さんの株はウナギ登のぼりなんだぜ」

「そういえば、メイ王女様の人気も、たいしたものやでぇ。アウトニアの国内だけやのうて、帝てい国こくじゅうに名前が広まっとるで」

「メイ王女が？」

　アレフはうなずいた。

「そう、ネットＣＭで評判になったのを星間ネットワークが取り上げたら、あっと言う間にあっちゃこっちゃで取り上げられて、今アウトニアはちょっとしたブームになっとるのや。知らんかったんか？」

　僕は首を振った。

「ずっと戦場にいたから、全然知らなかったなあ。アウトニアがブームになってるってどういう意味なんだい？」

「帝国は今、銀河辺境ブームが始まってるところなんや。ネット通つう販はんでは辺境の名産品が売られ始めたし、星間ネットのビジュアルプログラムでは、銀河辺境の旅番組が週に十本以上企き画かくされとるらしい。旅行代理店も、銀河辺境ツアーを募ぼ集しゆうして、がんがん売りまくろうと企画しとる。実を言うとこの新しん婚こん旅行も、そのツアーのひとつなんや。モニター価格やったんで安うあがったんやが、まあそんなことはどっちでもええ。とにかくそういった下地の出来始めたところに、あのＣＭや。これで火がつかんかったらウソやで」

　ミーヤさんがアレフの後を継ついだ。

「そうそう、アウトニアの本星に着いたらびっくりしちゃいましたよ。空港に星間ビジュアルネットの収録スタッフやレポーターがいっぱい来てるんですよ」

「ああ、みんなメイ王女様が目当てだったみたいやな、中には芸能レポーターまでおったから。ただ、当の本人である王女様が戦場に行っていると聞いてみんなびっくりしとったようやな」

　それはそうだろう。帝国の常識では、たとえ士官学校に進んだ貴族の娘むすめでも、ほとんどが軍務局勤務となり、帝星ブックスを離はなれることは滅多めつたにない。ましてや王族の末娘が最前線に立つなどということは、とうてい考えられないに違いない。

「メイ王女様が今、本星にお帰りになったら、絶対にアイドルスターなみの扱あつかいを受けると思いますよ。写真集やら何やら、いろんな企画が立てられてるみたいだから」

　写真集だって？

　……まあ、アウトニア王室は開かれた王室で、王女の日常は誰でも見ることができるわけだから、写真集やらビデオクリップにする素材には事欠かないだろう。アウトニアが評判になるということは国こく債さいの宣伝にもなるわけだから、喜ぶべきなんだろう……でも、僕はなんとなく嫌いやな気分になってしまった。

　そのとき、その気分をすっと軽くするような声が聞こえた。

「いらしていたんですね、マイド閣下、あんまり遅おそいので捜さがしに行っていたんですよ、行き違いだったみたいですね」

　振ふり向くと、そこにメイの微び笑しようがあった。

　……写真集は、絶対売れるに違いない。

　最初に僕の頭の中をよぎった考えは、それだった。

「どうかしましたか？」

　何も言わずに、じっと見つめていた僕を見たメイが、ちょっと眉まゆをひそめて聞いてきた。

　僕はあわてて首を振った。

「あ、いえ、なんでもありません。今、アレフたちと話をしていたんですけど、なんでも、帝国中で王女が、すごい人気なんだそうですね」

　メイ王女は、ちょっと戸惑とまどったような顔をした。

「ええ、その件について本国の広報局から、インタビューや取材について、問い合わせが来ておりますが、お断りしようかと思うんです」

「え？　断るおつもりなんですか？」

「私のインタビューや取材が原因で、マイド閣下の作戦行動に差し障さわりがあっては……」

　僕は笑った。

「安心してください、メイ王女。確かに、ほんの些さ細さいなことから極秘の作戦行動が漏もれることもあります。でも、僕たちの作戦の目的は、要するに国債を売りまくって資金を稼かせぎ、傭よう兵へい隊の経済的信用を失しつ墜ついさせることです。だとしたら、マスコミを通じて宣伝をすることのほうがはるかに大切なことじゃないですか」

「それはわかります、でも……」

　メイは、ちょっと困ったような顔をした。

「あの……マイド閣下、そのことなんですが……よろしいでしょうか？」

　横からミーヤさんの声がした。

「その、メイ王女様への取材などのマネジメントの仕事を、どうか私にやらせていただけませんでしょうか？」

　ミーヤさんは、にっこり笑った。

「あなたにですか？」

「ええ、私はずっと演劇関係の仕事をしていました、その関係で、芸能マスコミ関係のことについては少々知識もありますので、お力になれるのではないかと思います」

　横にいたアレフが驚おどろいたような声を上げた。

「おい、ちょっとまてや、ここにおれるのは新婚旅行でもろうた休きゆう暇かの間だけやぞ！　俺おれらの生活は、どないすんねん」

「あら、マネジメントの仕事なんて、直接本人が顔を合わさなくたって、ネットとバーチャルシステムさえあれば簡単にできるわ。マイド閣下にお世話になった恩返しができるんだから、それくらい認めてよ」

「まあ……それはそうなんやけど……」

　アレフは、ちょっと複雑な顔をした。

「どうしたの？　……あ、わかった、ヤキモチ焼いてるんだ！　可愛かわいい奥おくさんが、自分の手の届かないところで何かやる、っていうのが気に食わないんでしょ」

「あほ！　そんなことあるかい！」

　ちょっと赤い顔をしてアレフは答えた。

　僕ぼくには、なんとなくアレフの気持ちがわかるような気がした。







　第六章　めざすものは富







　マリリン姉あね御ごはＡＢＣ商会から借りた十億の金を元にして、ほとんど神かみ業わざのような投資と回収を行っていた。さまざまな相場が、何かの拍ひよう子しに突とつ然ぜん高こう騰とうすることがある。しかしそういった高値は長くは続かず、わずか数時間でもとの水準に戻もどる。こういう相場のことを寄せ波というのだそうだが、マリリン姉御は、その寄せ波の波頭から波頭へとぴょんぴょんと飛び跳はねるように資金を移していった。そして、わずか一週間でそれを十倍にしたのだ。

　そして、僕たちが使える資金が百億を超こえたとき、マリリン姉御は宣言した。

「準備完かん了りよう！　あとは市場の動きを見み極きわめるだけだね」

　そして、次の日。ついに僕たちが心待ちにしていた反応が出た。

　それは、経済新聞のほんの小さなコラムの端はじっこのたった一行の文章。

『帝てい国こくシティバンクスの信用取引に意外な不人気……』

　ネット検けん索さくをかけて、シティバンクスに関する記事をすべて閲えつ覧らんしていたマリリン姉御は、その記事を見て叫さけんだ。

「よし！　今まで買い集めていたシティバンクス関連の株と債さい権けんを全部売るよ！　そして、対たい抗こうする金きん融ゆう債さいを全部買うんだ……名義人はこの私だ！」

　マリリン姉御は不敵に微笑ほほえんだ。

「さあて、このマリリン・コイズミが表に出たとき、相場がどう動くか。炎ほのおの七日間の再現と取ってくれるか過去の遺物として葬ほうむり去られるか、ここが正念場さね！」




　市場はマリリン姉御の名前を忘れていなかった。

　その名前が、電でん撃げきのようにトレーディングマーケットを走り抜ぬけるのと同時に、ビジュアルネットの番組インタビュー依い頼らいが、マリリン姉御に殺さつ到とうした。

　姉御は、そのインタビューに胸を張ってこう答えた。

『安定と惰だ眠みんの向こうにある小こ銭ぜにと、チャンスと決断の向こうにある札束と、どっちを選ぶかは自由よ。でもね、これだけは確かだよ。他人が儲もうけているのを見ても何とも思わないようなトレーダーに、お金を預けるヤツはいないってことさ！』

　このインタビューがネットに流れたときから、相場はめまぐるしく変わりはじめた。今まで安定した債さい券けん市場の上でいつもと同じ運用だけをやっていればいい、と考えていた帝国の大手証券会社のトレーダーたちはとことん翻ほん弄ろうされた。

　一時間で数十倍になる銘めい柄がらが出たと思えば、あっという間に紙かみ屑くず同然になる債券が出る。

　平和だった市場と言う名前の大海は、一転して嵐あらしの海と化した。

　そのとき市場では、証券会社の規模と過去の実績という看板は、意味を失った。

　トレーダー個人の情報処理分ぶん析せき能力と判断力。それがすべてとなった。

　平和な穏おだやかな海の上では、船長の能力は、わからない。船長の能力が試ためされるのは、嵐の海の上なのだ。

　マリリン姉御は、ありとあらゆる手段を使って仕手戦を繰くり広げた。

　ダミーを立てて債券を売り、そしてこちらは買い支えるふりをして、さらに巨きよ額がくの融ゆう資しを引き出し、その事実を材料にして、さらにダミーに売りを浴びせ……。

　そして、ついにミリオン傭よう兵へい隊は、資し金きん繰ぐりに詰つまって手形の決済までにお金を用意できなかった。つまり不ふ渡わたり手形を出した。

　それは一昨日おとといのことだった。

　なぜ、そんなことになったのか。理由は簡単だけど事情は複雑だ。

　まず、マリリン姉御は、帝国シティバンクスのトレーダーに仕手戦をしかけた。これによって損失を出したシティバンクスは、一気に損を取り戻そうとして、ヘッジファンドと呼ばれるハイリスクハイリターンの金きん融ゆう取引に手を出した。そしてさらにそこで莫ばく大だいな損失を出してしまったのだ。あせったトレーダーは、その穴あな埋うめ資金をミリオン傭兵隊への追加融資ワクから流用したのだ。

　ミリオン傭兵隊の当座口座から資金を流用させるために、僕たちは、トレーダーに、ありとあらゆる心理コントロールを行った。

『ミリオン傭兵隊は優良企き業ぎようであり、追加融資や当座預金の残高が問題になることはない』

『だから、たとえ流用しても三日ぐらいで元に戻しておけば、誰だれにもわからない』

　そう思わせること。それこそがこの作戦の本当の目的だった。

　そして、トレーダーがミリオン傭兵隊の資金に手をつけたそのとき、マリリン姉御は、帝国シティバンクスが莫大な損失を出していることをマスコミに公表した。

　金融市場は上へ下への大おお騒さわぎになった。

　その大混乱の中で、誰もミリオン傭兵隊の当座預金のことなど忘れてしまったのだ。

　いや、正確じゃないな。正確に言うならば、

『思い出さないようにされていた』

　と言うべきだろう。

　その結果……ミリオン傭兵隊は、設立以来の危機にさらされていた。

「また、一社取引停止を通告してきたね。これで現在運用中の部隊に納品する業者は一社もなくなったってわけだ」

　ミリオン傭兵隊本社の通信を解析していたマリリン姉御が、実に楽しそうに報告してきた。

「ＧＮ艦かん隊たいの様子はどうなってる？」

　艦隊内部の情報を解析していたリッキィが答えた。

『現在のところは、今まで備び蓄ちくしてあった物資を取り崩くずしているようで、特に動きはありませんが、兵士の間ではかなり動どう揺ようが広がっているようですね』

「そういった取り崩しは、あとどれくらい保もつのかわかるか？」

『プログラムのルーティン変へん更こうが行われる前に入手してありました在庫物資のリストから、今までに消費した物資の推定量を差し引きしましたところ、食料についてはあと一週間、プラスマイナス二日というところだと思います』

　僕ぼくは驚おどろいた。

「たったそれだけしか残っていないのか？」

　リッキィは肩かたをすくめた。

『アウトニア回かい廊ろうが開通したあと、艦隊に真っ先に輸送されてきたものは燃料と弾だん薬やくでした。回廊が塞ふさがれたときにローデス側に備蓄されていたものだと思われます。ＧＮ艦隊の補給担当係官は、食料類の補給を第一に要求しましたが、ローデス側はその要求に対し、契けい約やく履り行こうを求めるのみで、一切の便べん宜ぎを図っておりません』

　ローデスにしてみれば傭兵隊など、しょせんは異教徒の軍にすぎない。死のうが生きようが関係ないというところなのだろう。

「いちかばちかの決戦をしかけてくる……ってことはないだろうね」

　マリリン姉あね御ごが心配そうな顔をして聞いてきた。

　そう。僕が今一番心配していたことはそれだった。食い物も何もかもなくなって、破れかぶれになった傭兵隊を相手に戦争をしたい人間なんて、この世にいるわけがない。

「わかりません。とにかく僕たちはミリオン傭兵隊の経済的な信用を破は壊かいすることには成功したようです。ドキア提てい督とくやケルプたちを呼んで、今後の方策を練りましょう」

「そうだね、相手の出方を読む必要がある。さっそく会議を開くとしよう」

　マリリン姉御は、そう答えると、デスクのコンソールを叩たたいて、壁へき面めんに並んでいた情報分析パネルスクリーンを天てん井じように収納した。

　部屋がいつもの小会議室に戻もどってゆく。




　小会議室のメインスクリーンの前に立ったホログラフのリッキィが、会議室に居並ぶケルプワイン海かい賊ぞく団幹部と、アウトニア軍の幹部たちに向かって軽く頭を下げた。

『わたくしが分析した結果について訂てい正せいさせていただきます』

「分析結果とは、食料の残存量のことかね？」

　質問したドキア提督に向かってリッキィは微笑ほほえんだ。

『そのとおりです。残存量はわたくしが推測したものよりはるかに少なかったようで、ミリオン傭よう兵へい隊の食料は三日前に完全に尽つきたようです』

「へえ……なのに、まだがんばってるんだねえ、あいつら、いったい何食って生き延びているんだろう」

　リッキィがまとめたデータを見たマリリン姉御がつぶやいた。

『壁かべを食べているようです』

「かべぇ？」

　マリリン姉御がすっとんきょうな声を上げた。

『そう、壁です。正確には内ない壁へき材ざいの内側にある断熱シートです』

「そんなものが食べられるのかい？」

『ミリオン傭兵隊の戦せん闘とう艦かんに採用されている内壁断熱材は、一種のシリアルフードを固めた物でして、いわゆるコーンフレークやパフライスのようなものでできております。太古の昔、人類の戦争の記録の中に、包囲されることを予測した城主が、城の壁にスルメと呼ばれる魚ぎよ介かい類るいの乾かん燥そう品ひんを密ひそかに塗ぬり込めた、という記録がございまして、これにヒントを得て生産されたものらしいです。まあ、キワモノと言ってしまえばそれまでですが……現在ミリオン傭兵隊の兵員は、飢うえと寒さに震ふるえながら配備についております』

　……寒さ？

　そうか、断熱材を食っちゃったから、宇宙船の中はきっと寒いんだ。食えば寒いし食わなきゃ飢えるし……そのジレンマに悩なやみながらの飢えと寒さのダブルパンチってのは、さぞかし気が滅め入いるに違ちがいない。

　きっと商品化した人間は、画期的な商品だと思ったんだろう。

　リッキィの示していたデータを読み終わったドキア提督が顔を上げた。

「さて、諸君、我々の敵は今や息も絶え絶えのようだ。このあとどうやって決着をつけるべきか、意見を出してもらいたい」

　最初に発言したのは、アウトニア軍の軽巡じゆん航こう艦かん艦かん隊たい司令のキューブ大たい佐さだった。

「これは、敵を正面から撃げき破はする絶好のチャンスです。私は正面攻こう撃げきを提案します。そのための試案をこれより提示いたします」

　アウトニア軍の参さん謀ぼうたちから、賛同のつぶやきが聞こえ、そして、様々な正面攻撃作戦の試案が提出されたところを見るとアウトニア軍の参謀たちの意志は正面攻撃で固まっていたらしい。試案がすべて提出され、討議が始まったそのとき、ケルプワイン海賊団鉄てつ壁ぺき艦隊のタカハジ司令が手を挙げた。

「俺おれは正面攻撃には反対だな。正面から当たれば損害が大きいだろう」

　ドキア提てい督とくが、いぶかしげに聞いた。

「なぜ、そう思うのだね。補給を断たれ、生きてゆくだけで精せい一いつ杯ぱいのミリオン傭兵隊には、もうそれほどの戦せん闘とう能力は残ってはおるまい？」

　ドキア提督の言葉を聞いたタカハジ司令は、小さくうなずいた。

「そのとおりです、戦闘能力はもうほとんどありません。しかしそれは正確に言うならば『継けい戦せん能力が、ほとんどない』と言うべきだと思います。彼らには、まだ最後に我々に一いち撃げきを食らわすだけの能力が十分あるのです」

　顔を見合わせたアウトニア軍の参謀たちに向かって、タカハジ司令は右手のひらを左手でつかむようなジェスチャーをして言った。

「ボロボロの野良イヌにも嚙かみつくだけのキバはある。袋ふくろ小こう路じに追い詰つめたからと言って簡単に手を出すと、思わぬケガをするってことだな」

「では、降こう伏ふくを勧かん告こくするというのはどうでしょうか」

　発言したのはモト中ちゆう尉いだった。

「もはや継戦能力を失った君たちに勝ちめはない、降伏しろ、と言ってやればいいのではないですか？」

　じっと話を聞いていたケルプが、ぽつりと言った。

「降伏はありえないね」

　会議室にいたアウトニア軍の参謀たちの視線を浴びてケルプは立ち上がった。

「俺たちが相手にしているのは、正規軍じゃない、傭兵なんだ。傭兵に降伏はありえない」

　ケルプは、言葉を切ると会議室を見まわした。

「俺たちもあいつらと同じようなものだから、あいつらの気持ちがよくわかる。俺たちは戦闘のプロだ。そのプライドと誇ほこりが俺たちのバックボーンなんだ。ここで本格的な戦いもせずに降伏なんかしてみろ、ミリオン傭兵隊の評判は地に落ちるぜ。自分たちのせいで、他の場所で戦っている戦友の評判を落とす道を選ぶくらいなら、最後の一人まで……たとえ絶望的な戦いでも戦いぬいて死ぬほうを選ぶだろうな。傭兵は、確かに金で動く。金を使う楽しさを知っている。だからこそ最後まで生き延びることに全力を尽くす。でも、最後の最後にやつらが欲ほしがるものは名めい誉よだ。死んだ後に名前を残せるなら、あいつらは喜んで戦うだろう」

　アウトニア軍の参謀は黙だまった。

　やがて、ドキア提督がぽつりと言った。

「わしらは……やっかいな相手と戦っているのだな」

　ケルプワイン海かい賊ぞく団シューティング艦隊のガク司令が、雰ふん囲い気きをやわらげるような軽い口調で言った。

「それもこれもみんなマイド閣下のせいですね」

　いきなり話題を振ふられた僕ぼくは驚おどろいた。

「は？　私のせい……と言いますと？」

　ガク司令は口調を変えずに答えた。

「ええ、閣下のせいです。ほとんど戦闘らしい戦闘を行わないまま、彼らは負けようとしています。戦闘能力ではピカいちのプロの軍隊なのに、気がついたらシロウト軍隊……まあ海賊というプロも混じってますけど、いわば寄せ集めのアマチュア軍隊ですな。こいつらに、ボロボロにされてしまったんですから。私には彼らが考えていることがわかるような気がします。彼らは今、きっとこう考えているんですよ」

　ガク司令はにやっと笑って続けた。

「早く同じリングに上がってこい！　卑ひ怯きようモノ！」

　会議室は大だい爆ばく笑しように包まれた。

　雰囲気が変わったことを知ったドキア提督が僕を見た。

　そうか、気分転てん換かんの時期だな。

「では、ここで十分間休きゆう憩けいをしましょう、休憩の後で皆みなさんにアイディアを出してもらいますので、充じゆう分ぶんに頭を柔やわらかくしておいてください」

　ケルプが眉まゆをひそめて聞いてきた。

「なんだよアイディアって」

　僕は笑って言ってやった。

「相手をリングから引きずり降ろす方法さ。こっちからリングに上がるわけにはいかないものな」

　会議室に、ドリンクサーバーのワゴンを押おしてメグ少しよう尉いたちが入ってきた。

　こういった雑用は待機中のオペレーター係員の仕事なのだろう。

　ドリンクの注文を聞くメグ少尉や秘書課のマール大たい佐さのやわらかな声と、コーヒーの匂においが、会議室の空気を一変させていった。

　その空気をさらに変えたのは少女の声だった。

　いや、もっと正確に言うならば『少女のように聞こえる声』だった。

「はい！　あなたには私の特製ドリンクよ！　大事な旦だん那な様のために、一いつ生しよう懸けん命めい作ったんだからちゃんと飲んでね！」

　にこにこ笑ってアレフにドリンクパックを差し出すミーヤさんは、黒のミニスカートとピンクのエプロンドレスのメイド服を着ていた。

　どこから調達してきたのだろう。

　戦せん艦かんの中を、メイド服の女の子が走りまわる光景ってのは、想像を絶するものがあるよな。

　ミーヤさんは、アレフにドリンクパックを渡わたした後、メグ少尉たちの手伝いをはじめた。

「俺おれはコーヒーをもらおうか。砂糖もミルクもいらん、めんどくさいから濃こさなんか適当でいい、量さえありゃあ文句はない」

　極きわめて大おお雑ざつ把ぱな注文を出したのはタカハジ司令だった。

「砂糖はいらないですって？」

　ミーヤさんは腰こしに手を当てて、タカハジ司令をにらんだ。

「砂糖はブドウ糖になって、脳にエネルギーを与あたえるのよ。これからアイディア勝負するってときに、ダメよブラックなんて。ほんのちょっと砂糖入れた方がいいと思うわ。それに濃さだって大切なのよ、薄うすいのをたっぷりか、濃いのをちょっぴりか、そのどっちかじゃないとダメよ。濃いコーヒーは胃に悪いんだから」

「あ、そうなのか、ごめん、じゃあ薄いのにちょっとだけ砂糖入れたのを多めに……」

「はい、わかりました」

　無骨なタカハジ司令は、少年のように頰ほおを赤くしてミーヤさんの作ったドリンクパックを受け取った。

　僕は、思わず笑ってしまった。

　あの質しつ実じつ剛ごう健けんなタカハジ司令も、ミーヤさんの前には型なしだな。戦列艦かんの主しゆ砲ほうですら倒たおせない鉄てつ壁ぺき艦かん隊たいも、可か憐れんなミニスカート少女にかなわない……ってとこかな。

　ピンクのエプロンドレス姿で、くるくると会議室の中を動き回るミーヤさんは、メグ少尉やマール大佐が変えた雰囲気を、さらに変えていた。

　それは、『戦場』の空気ではなかった。

　生きるか死ぬか。そのギリギリの選せん択たくを迫せまられる『戦場』。

　そこは、いわば非日常の空間だろう。

　その空間に身をおいたとき、人はすべての価値観を投げ捨てて『戦場の価値観』を受けいれなくちゃならない。

　救った人の数ではなく倒した人の数が賞賛の対象になるという価値観に。

　その価値観を受けいれるために人は自分自身に言い聞かせるんだ。

『ここは日常じゃない』

『この俺は俺であって俺じゃない』と……。

　ミーヤさんはその非日常の空間に『日常』を持ち込んでしまったんだ。

　ひらひらフリルのピンクのエプロンドレスを見ている僕の肩かたから力が抜ぬけていった。

　困ったなあ、あんな格好で歩き回られると、なんか……こう、やる気を削そがれるというか、覇は気きが腰くだけになるというか……。

　そのとき、僕の頭の中に浮うかんだ光景は、『戦場』という名のリングにいる兵士に向かって、リングの外にいるエプロンドレスの女の子が手招きしてる光景だった。

　その女の子は、にっこり笑ってミーヤさんの声でこう言っているのだ。

『早く降りておいでよ！　こっちの方が楽だよ～』と……。




　……そうか。

　あったぞ！

　ミリオン傭よう兵へい隊のプライドと覇気と、その他一切の「やる気」を徹てつ底てい的に腰くだけにしてリングから降ろさせる方法が！




　会議が再開された。

「さて、諸君、何かいい方法でも思いついたかね？」

　僕ぼくは黙だまって手を挙げた。

　会議室にいた全員の視線が僕に集中した。

「僕のアイディアを発表する前に、皆みなさんにちょっとおことわりしておきます。私に与えられている権限は強大で、たとえこの場にいらっしゃる全員が反対しても、私はそれを命令として実行させることができます。でも、この場ではそんな権限のことなど忘れてください。これは単なるアイディアでしかありません。現実性、危険性などすべてを考えていただいて、反論すべき点、考こう慮りよすべき点があれば、遠慮なく指し摘てきしていただきたいのです。将軍の考えた机上の空論が、そのまま実行されたとき、それがどんな結果を生むか私は知っているつもりです」

　僕はそこで言葉を切ると、リッキィを呼び出した。

『リッキィ、ミリオン傭兵隊の男女比及および年ねん齢れい分布表を掲けい示じしてくれないか？』

　会議室の中央に、表が現れた。

　ミリオン傭兵隊の男女比は男が七に対し女が三。そして、年齢は二十代後半が最も多いことが判明した。

「ありがとう、よくわかった」

　何を言い出すのか……という視線が僕に集中していた。

　僕は静かに言った。

「休戦を申し込みましょう」







　第七章　天国と地じ獄ごく







『天国と地獄作戦に従事する女の子と男の子は、全員中央格納庫に集合してください。これより衣い装しようあわせをいたしまーす。繰くり返します、天国と地獄作戦に……』

　ビルドベースの艦かん内ない放送に、ミーヤさんの舌っ足らずな声が流れている。

　僕はその声を聞きながら中央格納庫に急いだ。

　昨日、僕たちアウトニア軍は、ミリオン傭兵隊に対し、人道的食料の援えん助じよを伴ともなう一週間の限定的休戦協定を申し入れた。

　モニターの上に現れたコットン司令は、やつれはてていたが、それでも最初は、休戦協定を結ぶことをためらっていた。でも僕が、飢き餓がの淵ふちにあるミリオン傭兵隊の隊員に対しての責任を指摘し、この人道的食料援助には何の意図もないことを帝てい国こく貴族の名めい誉よにかけて宣せん誓せいし、アウトニア側は兵員を一切使用せず、食料の運うん搬ぱん及および配給は、病院船と看護要員の手によって行われるという条件を示したところ、コットン司令は、ついに折れた。

　そして今日の帝国標準時午前六時をもって、限定的休戦協定は発効した。




　中央格納庫には、アウトニア軍とケルプワイン海かい賊ぞく団の女性士官や女性兵士、そして少年たちが集まっていた。

　壇だん上じように、ピンクのナース服を着たミーヤさんが立った。

　タイトのミニスカートから伸のびるすらりとした足と、頭の上に、ちょこんと載のったナースキャップが、実にかわいらしい看護婦さんという印象を与あたえている。

　ミーヤさんは、インカムを取り上げると僕の方を見て、小さくうなずいた。

『では、これから作戦についてマイド閣下からご指示があります。どうぞ、マイド閣下』

　僕はミーヤさんに促うながされて、壇上に立つと、その場に集まっている女性士官と海賊団の少年たちを見回した。

　彼らは、ちょっぴりの不安と、その数十倍の好こう奇き心しんが入り混じった視線を僕に注いでいた。

「アウトニア軍総司令長官のマイドです。これからみなさんに従事していただく『天国と地獄作戦』ですが、この作戦の本当の名前は『こっちは天国そっちは地獄、早くおいでよ楽しいよ作戦』といいます」

　格納庫に笑い声が満ちた。

「各自に配信した作戦要よう項こうは、見てもらえたと思いますが、現在、ミリオン傭兵隊は寒さと飢餓にさらされ、それでも傭兵としての誇ほこりを捨てずにあそこで僕たちとにらみあっています、僕たちは最初かれらの『意欲』を攻こう撃げきし、次に『信用』を攻撃しました。今、彼らに残されているのは『意地』だけです」

　僕ぼくはそこでいったん言葉を切ってみんなを見回した。

「みなさんに攻撃してもらいたいのは、その『意地』です。戦場という非日常の空間に、日常を持ち込んで、その日常を振ふりまいてきていただきたいのです。生命のやりとりというギリギリの空間に身をおいている兵士に、微笑ほほえみと、焼きたてのパンとバターと温かなミルクを配ってやるのです。彼らの最後のよりどころである『意地』を腰こし砕くだけにすることができるのは、あなたがただけなのです」

　僕は横にいるミーヤさんを手で指し示した。

「詳しよう細さいな作戦行動については、ミーヤさんから指示があると思います。みなさんの愛と微笑みに、アウトニアの未来がかかっています。がんばってください！」

　格納庫にいる全員が微笑んでうなずいてくれた。

　僕はインカムをミーヤさんに渡わたすと壇上から降りた。

『はーい！　私がこの〈天国と地獄作戦〉の作戦部隊の隊長、ミーヤ・Ｂ・チャーリィです。みんなよろしくね！　さて、今日ここに集まってもらったのはね、これからあなた方が着るナース服とメイド服についての心構えを説明したかったの。あなた方には、ただ、その服を着るだけじゃなくて、その服の役割になりきってもらいたいの。よく言われるコスチュームプレイっていうのはね、本当はコスチューム・ロール・プレイって意味なの。役になりきるって意味、わかる？　年ねん齢れいなんて関係ないのよ、たとえ十六歳の女の子でも、八十歳のおばあさんのような服を着て、おばあさんのような気持ちになって、おばあさんのように歩き、おばあさんのように話せば、その人は八十歳に見えます』

　ミーヤさんは微笑んで続けた。

『では、なぜ、その逆ができないと決めつけているのですか？　かわいらしさは年齢とともに消えるなんて、なぜ思いこんでいるんですか？　女の子の数だけ美しさはあるんです。さあ、その美しさをみんなに見せてあげましょう。コスチュームプレイって、みんなを楽しませるためにあるんですからね。コスチュームを身につけたときから、あなた方は士官でも兵士でもありません、傷ついた人、飢うえた人を助ける看護婦さんになるの……いいえ、なる、だけじゃなくてなりきらなくちゃいけないの。心の底に、「これは演技だ」という意識があると、その行動は、あざとい印象しか与えられないの、それはかえって逆効果になっちゃうのよ。そうそう、男の子たちはね、看護婦さんの少年助手よ、あなたがたは半ズボンはいて、ミリオン傭よう兵へい隊の女性兵士のところに薬や食料を持って行って、『お姉さま、大だい丈じよう夫ぶですか？』って言ってあげるのが仕事よ。それでね……』

　ミーヤさんの注意事じ項こうを聞いていた僕に後ろから声がかかった。

「マイド閣下……話がございます」

　振り向くと、そこにドキア提てい督とくとマリリン姉あね御ごが立っていた。僕は二人の難しそうな顔が気にかかった。

「何かあったのですか？」

　最初に口を開いたのはドキア提督だった。

「マイド閣下、今回の『天国と地じ獄ごく作戦』にメイ王女様も参加なさるというのは本当ですか？」

「なんですって！」

　僕は驚おどろいた。こういうときに使う常じよう套とう句くに、「寝ね耳みみに水」という言葉があるが、このときの僕の驚きは「寝耳に熱湯」と言った方がふさわしかっただろう。

　ドキア提督は、僕の驚き方に驚いたように目を丸くした。

「マイド閣下もご存じなかったのですか」

「ええ、まったく知りませんでした」

　マリリン姉御が肩かたをすくめて言った。

「なんでも、ミーヤのところに行って、自分用の衣い装しようも用意するようにって言ったらしいんだよね。何考えているんだか、あの子は自分が王女だってことを忘れてるんじゃないか？」

「忘れてなどいません！」

　メイの声がした。

　振り向くと、そこに黒いメイド服にフリルつきの白いエプロンドレスに身をつつんだ四人の少女と、薄うすいピンクのフリルつきのエプロンドレスにナース帽ぼうの少女が立っていた。

　真ん中にいるピンクのエプロンドレスの少女がメイ王女であることはすぐにわかったが、残りの四人の正体が、最初わからなかった。

「あ、マイド閣下の目がおよいでる！」「この格好はポイント高そう！」「メイ王女様！　今夜、この格好でマイド閣下の部屋に忍しのび込んじゃえば？」「メイ様が行かないなら、わたしがお先に失礼しちゃうかも！」

　四人組の笑い声がはじけた。

　あ、そうか。この子たちは、ケルプのところのメス猫ねこカルテットだったんだ。

「メイ王女！　お話があります」

　ドキア提督が進み出ると、メイ王女は微笑んだ。

「私もお話があります」

　提督は一いつ瞬しゆん言葉に詰つまったが、小さく咳せき払ばらいをしてから話し始めた。

「失礼を承知の上で、お先に言わせていただきます。今回のこの作戦に、メイ王女様が参加なさるおつもりだとお聞きしましたが、まさか本気ではないでしょうね」

　メイ王女は微笑んだまま答えた。

「そのつもりですが……私が参加することに、何か差し障さわりでもあるのですか？」

　その質問に対する答えは提督の後ろに立っているマリリン姉御から飛んできた。

「あるある、大ありだ！　あんたは自分をなんだと思ってるんだ！　この作戦は、女の子と子供だけで敵てき陣じんに乗りこむという、非常識極きわまりない、一歩間ま違ちがえば、これほど非人道的な作戦はないってぐらい危険な作戦なんだよ！」

　耳が痛かった。

　その作戦を考えたのは僕だったからだ。

　メイ王女は、さらっと答えた

「はい、存じております、それが何か？」

　マリリン姉御は、酸素が不足したように口をパクパク開けたり閉じたりさせたあとで、やっとのことで声を出した。

「それが……何か……って、あんたねえ」

「危険な任務であることはわかっています、でも、その危険な任務に、私と同じくらいの年齢の女の子たちが志願しているのに、私だけが、それを見ているだけなんてことはできません」

　メイ王女はマリリン中ちゆう佐さを正面から見つめた。

「人は、身分や家いえ柄がらではなく、何をしてきたか、何をするのかで評価される……そうではないのですか？」

　マリリン中佐は言葉に詰まった。

「そ……それはそうなんだけど……万が一ってこともあるだろう！　もし、何かあったときに、あんたを守る人間も連れないで、敵陣に乗り込むなんて無む謀ぼうだよ」

「私たちがいます！」

　その言葉とともに一歩進み出たのはメス猫カルテットのネカンだった。

「私たちが、メイ王女を守ってみせます！」

　後ろにいる三人が同時にうなずいた。

「は！　何を言ってるんだい、あんたらみたいな小こむ娘すめに、メイ王女の護衛なんかつとまるもんか」

『なんだって？』

　ネカンとヨニとオノチ、そしてアーヤの四人の答えは、きれいなユニゾンを描えがいた。

「勘かん違ちがいしないでおくれ、あんたらは、確かに歴戦の勇士さ。ただし、それは機動戦せん闘とう艇ていに乗っていればの話だ。生身のあんたらは、ただの小娘なんだよ」

　顔を見合わせて黙だまり込んだネカンたちに、マリリン中佐は追い討うちをかけた。

「メイ王女の護衛をするなら、もっと経験豊富で、しっかりとしたオトナじゃなきゃダメだね」

　その言葉を聞いたメイ王女は、にっこりと笑って言った。

「ではマリリン中佐にお願いします！」

「え？」

　マリリン中佐は、一瞬ぽかんと口を開けたあとで、我に返ると、震ふるえる指でネカンたちのコスチュームを指さした。

「ちょ……ちょっと待て！　私にその格好をしろと言うのかい？」

　僕ぼくは一瞬、マリリン中佐がフリフリのエプロンドレスを着ている姿を想像してしまった。

　それは、どう見てもどこかの風ふう俗ぞく営業のコスプレクラブのホステスという姿だった。

「あら、似合うかもしれませんわよ」

　後ろで、明るい少女のような声がした。

　振ふり向くと、そこにミーヤさんが立ってにこにこと笑っていた。

「やめとくれ、私はどうもその、自分に酔ようってことができないタチでね、なりきりってのができないんだよ、悪いけど」

　マリリン中佐は、そう言うと顔の前で手を振った。

「じゃあ、メイド頭、つまりチーフの衣い装しようはいかがです？　あれならぴったりですよ！」

「メイド頭？」

「ええ、ちょっと待ってください、今持ってきます！」

　やがて、ミーヤさんが衣装を持ってやってきた。

　それは、灰色のスタンドカラーのロングスカートのワンピースだった。

「これを着てみていただけます？　付属のウィッグとメガネも忘れずにつけてみてください」

「なんだいこれ？」

　ミーヤさんは笑った。

「女子寄宿学校の教師の服なんです、確かミンチン先生とか言うんですけどね」




　すべての準備が終わったのは六時間後だった。

　僕の見ているメインモニターには、信号アームの先にタキシングサインを点灯させて宇宙空間に浮うかぶシザーズ・クイーンの姿が映っている。

　あのシザーズ・クイーンのコンテナには、ミリオン傭よう兵へい隊に人道的援えん助じよとして供給される傷病兵用の医薬品と食料が詰つめられているはずだ。そして居住区には、ミーヤさんとマリリン中ちゆう佐さに率いられた「天国と地じ獄ごく作戦」の主要メンバー。つまり、メイやネカンやヨニたちが、焼きたてのパンを抱かかえて乗りこんでいるだろう。ミリオン傭兵隊の目の前に、まだ温かくて香こうばしい焼きたてのパンを届けるために、Ｆ級補給艦かんの兵士たちは、目いっぱい働いてくれた。

　そのとき、メインモニターのサブスクリーンに、黒いメイド服にピンクのエプロンドレスを着たネカンたちと何やら楽しげに話しているメイ王女が映った。

　メイ王女は、薄うすいピンクのフリルつきのエプロンドレスにナース帽ぼうという格好だ。

　ミーヤさんが「メンタム・ガール」とやらをイメージして選んだのだそうだが、実に清せい楚そな看護婦さんという姿で、僕は一いつ瞬しゆん、もし急に熱が出て倒たおれたら、あの姿で看病してもらえないだろうか？　……などという妄もう想そうを抱いだいてしまった。

　サブスクリーンからマリリン中佐の声が聞こえた。

『マルチタスクセンサーの最終確かく認にんをするけど、どう？　映像と音声、取れてる？』

「ええ、しっかり取れています、第二ボタンのセンサーからの映像ですね」

　マルチタスクセンサーは、音声や映像だけではなく、さまざまなデータを取ることができる。僕たちはそれを、この作戦に参加する全員の服に取りつけた。リッキィがそのセンサーといっしょに敵にもぐりこめれば、離はなれたビルドベースにいる僕たちにも、状じよう況きようが手に取るようにわかると考えたのだ。

　僕はマリリン中佐に聞いた。

「シザーズ・クイーンのコントロールはリッキィに委い譲じようしてありますね」

『ああ、全部おまかせしたよ。汎はん用よう端たん末まつは、今、メイ王女が持ってるはずだ』

　サブスクリーンに映っていた映像が切り替かわった。

『マイド閣下、聞こえますか？』

　メイ王女の声だった。

「はい、聞こえます」

　そう答えながら僕は目の前のモニターに映るメイ王女の心しん拍ぱく数すうや呼吸頻ひん度どを確認した。

　……正常値だな。

「いいですか、メイ王女、もしもの場合は、リッキィが個人用防護力場を展開します。そしてシザーズ・クイーンの船倉と隔かく壁へき内にはケルプワイン海かい賊ぞく団の特とく殊しゆ部隊が、護衛要員として待機しています。あなたにもしものことがあったら、今までの戦いすべてが無む駄だになります。あなたは我々アウトニア軍にとっても僕自身にとっても、最大の弱点なんです……」

『え？』

　メイ王女の心拍数が上がった。

「あ、いえ、何でもありません、とにかく慎しん重ちように行動してください」

『ありがとうございます……では、行ってまいります』

「くれぐれもお気をつけて……」

　僕がそこまで言ったとき、画面いっぱいに女の子たちが映った。

『やっほー！　マイド閣下！　見てる？』『王女様はちゃんとお守りするからね～』『ミリオン傭兵隊の連中、しっかり骨ほね抜ぬきにしてくるからさ！』『楽しみにまっててね～』

　メス猫カルテットたちの声が指揮室全体に響ひびき渡わたった。

　モニターの視点が切り替わって、やれやれ……という表情のマリリン中佐が映った。

『こら！　あんたら、いいかげんにしな！　言うことを聞かないと、食事の後のデザートの配給抜きだよ！』

　画面のどこかから『鬼おにばばあ』という声が飛んだような気がしたあと、シザーズ・クイーンが発進する画面に切り替わった。

　補給艦のまわりでタキシングしていた他の輸送艦も発進しはじめるのが見えた。

　さて……ミリオン傭兵隊は、どう出るだろう。

　シザーズ・クイーンが最初にドッキングしたのは、ミリオン傭兵隊の旗艦「ミリオネア」だった。

　ドッキングベイから延びる連れん絡らく通路が、シザーズ・クイーンのメインハッチに接続され、汎はん用よう端たん子しがシンクロするのと同時に、ビルドベースの中央情報分ぶん析せきモニターに、ミリオン傭兵隊側のデータが、滝たきのように流れ込んでくるのがわかった。

「やった！　リアルタイムだ！」

　情報分析モニターを見ていた情報将校のパイカル少佐が、喜びの声を上げた。

　きっとシザーズ・クイーンをコントロールしているリッキィがヴァルのツールを使って、データをリンクしたのに違ちがいない。
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　中央指揮室のオペレーターたちのパーソナルモニターには、作戦に参加しているメンバー一人一人のマルチタスクセンサーの映像が映し出されている。

『ミリオン傭よう兵へい隊からの出で迎むかえのようです』

　リッキィの声が聞こえるのと同時に、メインスクリーンの映像が、連絡通路がドッキングしているエアロックの前に立つアウトニア軍側の三人の責任者、つまり、総そう括かつ責任者のマリリン中佐、そして病院船「セイント・ブリッジ」の医師長ミィ・アンダーノース女医、そしてメイ王女の三人の姿に切り替わった。

　エアロックの表示がグリーンに変わり、気圧の差によって空気が流れ込むシュッという音とともにゆっくりと内部隔壁のドアが開いた。

　連絡通路に、ミリオン傭兵隊の制服を来た三人の上級将校らしい人物が立っていた。

　中央に立っていたのは、コットン准じゆん将しようだった。

　かなりやつれて、目の周りに浅黒く疲ひ労ろうが蓄ちく積せきしているが、それでも胸を張って、コットン准将は敬礼した。

「ミリオン傭兵隊ＧＮ艦かん隊たい司令、ユイ・コットン准将です。このたびの人道的援えん助じよの申し込みにともなう休戦協定に関し、ミリオン傭兵隊側の誠意を表すために、お迎えにあがりました」

　マリリン中佐が進み出た。

「アウトニア軍、主計業務局長マリリン・コイズミ中佐です。そちらとの休戦協定における条件である、非ひ戦せん闘とう員いんである医師及および女子看護員百五十一名、補給物資とともに到とう着ちやくいたしました……女子看護員は全員が非戦闘員ではありませんが、完全武装解除の状態であることを明確にするコスチュームを装着しております」

　コットン准将は、マリリン中佐と、その斜ななめ後ろに立っているメイを見て、納なつ得とくしたように……ちょっとあきれたように、の方が正確かもしれないが……小さくうなずいた。

「了りよう解かいしました。では、これより補給物資の配布と、傷病兵の治ち療りようについて、こちらの補給担当士官、カリ・マーチャント少佐と軍医長のシュウ・ワカマツと、打ち合わせをしていただきたい」

　コットン准将の脇わきに立っていた二人の将校が軽く頭を下げた。

　マリリン中佐は、横に立っているミィ女医を指し示した。

「こちらが、我々の医療担当責任者のミィ・アンダーノース医師です、補給担当士官の方とは私が打ち合わせを行いましょう」

　コットン准将は、紹しよう介かいされなかったメイ王女を、ちょっと訝いぶかしげな目で見た後で、突とつ然ぜん目を丸くした。

「あの……不ぶ躾しつけな質問だとは思いますが……そちらのお方は、まさかアウトニア王家の……」

　メイはゆっくりとお辞じ儀ぎをした。

「はい、申し遅おくれまして申し訳ありません、アウトニア王家第三王女、メイ・シザーズと申します。アウトニア軍総司令官マイド閣下の代理として参りました」

　コットン准将は、信じられないものでも見るかのように、目を見開いたまましばらく無言だったが、やがてぽつりと言った。

「よく……こんな場所に来られましたね……一発逆転を狙ねらう我々が、あなたを無事に帰すと思っているのですか？」

　船倉の隔かく壁へき内に潜ひそんで会話をモニターしていた特とく殊しゆ部隊員たちの心しん拍ぱく数すうが上がるのが、マルチタスクセンサーの数値でわかった。

　ミィ医長とマリリン中ちゆう佐さの心拍数も、一気に上がった。

　平常どおりの心拍数でいるのは、メイだけだった。

　メイは、にっこりと微笑ほほえんだ。

「ええ、それは存じております。しかし、休戦協定の条件として、非戦闘員の女子以外の派は遣けんが認められない以上、マイド閣下がこの場に立つわけにはいきません。従って女子である私が参ったわけです。それに、コットン准将は正々堂々と誇ほこりを持って戦うお方だとお聞きしましたから」

　コットン准将は、眉まゆをひそめた。

「私が……誇りを持って戦う人間ですと？」

　メイは大きくうなずいた。

「はい！　ケルプワイン司令が、そうおっしゃっておりました。コットンはたとえどんな状じよう況きようにあったとしても、後世の人間から後ろ指さされるようなことをする人間じゃない、俺おれが保証する……と」

　その言葉を聞いたとき、コットン准将は、はっとした顔をした。

「ケルプが……そう……言ったのですか？」

　うなずくメイを見たコットンの肩かたから力が抜ぬけていくのがわかった。そして、目を伏ふせて小さく笑ってつぶやいた。

「やっぱり……かなわないのかな……」

　顔を上げたコットン准将は、何か吹ふっ切れたような笑顔を見せた。

「アウトニア軍の皆みな様の誠意、しかと受け取りました。では、これより皆様の受け入れを行いたいと思います。連れん絡らく艇ていを待機させてありますので、看護員と補給物資の配給をお願いいたします」




　連絡艇に乗船して、ミリオン傭兵隊の戦せん闘とう艦かんの艦内に入った看護要員が見た光景は、それぞれが着ているコスチュームの胸についているマルチタスクセンサーによって、そのまま僕ぼくたちのいるビルドベースのモニターに映し出された。

　それは、実に寒々とした光景だった。

　内装壁へきを剝はがされ、配管や電路がむき出しになった壁面は、おそらく「食べられる断熱材」を非常食として食べてしまった跡あとだろう。

　船内の気温は摂セ氏し五度から七度、湿しつ度どは八十パーセント以上。大気内の水分が壁面に結けつ露ろしているのが見えた。

　生命維い持じシステムも最小限度に抑おさえられているのだろう、通路や室内の照明も暗く落とされている。

　その暗さと冷たさと湿気は、宇宙船の船内をまるで、どこかの洞どう窟くつの内部のように見せていた。

　血色が悪く、やせて無ぶ精しようひげを生やした隊員たちは一応全天候型の船内作業服を着込んではいたが、やはり船内の寒さはこたえるのだろう、手足の先に毛布などを裁断した急ごしらえの手て袋ぶくろやオーバーシューズを身につけていた。

　冷たさと湿気により呼吸器系の病気に罹かかっている隊員が多いらしく、あちこちで咳せきが聞こえる。

　僕は、通信オペレーターのマルチモニターのひとつに目をとめた。

　そのモニターには、ミリオン傭よう兵へい隊の軽巡じゆん航こう艦かんに向かったアウトニアの看護員の女の子のセンサーを通じて、艦長室の様子が映し出されていた。

　ベッドに寝ねていた初老の艦長が、ごほごほと咳せき込みながら身を起こすのが見えた。

『このような姿でお目にかかる失礼をお許しください。私がこの軽巡航艦バブルボールの艦長であるノーズ・スタウトと申します。敵であるあなたがたから食料と医い療りようの援えん助じよの申し出があったとき、我々の間では、これも何かの罠わなだと信ずる者も多かったのですが、お疑いしたことをお許しください』

　そのとき、艦長室の奥おくにあるギャレーからミリオン傭兵隊の女性士官らしい人が片手鍋なべを持って現れた。

『艦長、お粥かゆができましたよ』

　老艦長は、ごほごほと咳き込みながら答えた。

『いつもすまないな……こんなときにアウトニア回かい廊ろうの向こうからローデスが食料を送ってくれればなあ……』

『艦長……それは言わない約束ですよ』

　その女性士官の持つ片手鍋の中には、オートミールのようなものが入っていた。

　……そうか、壁かべの断熱材に使われていたシリアルは、煮にて食べるしかないんだ。

　古くなったシリアルをお湯で煮てお粥状にしたその食べ物はお世辞にも食欲をそそりそうなものではなかった。

『あの……私たちが持ってきた食料を、皆さんにお配りしたいのですが……』

　モニターには、他の看護員が差し出す焼きたてのパンとミルクとバターを見た老艦長が、大きく目を見開く姿が映った。

　マルチモニターには、どれにも同じ様な光景が映し出されていた。

　エプロンドレスを身につけたアウトニアの女の子たちが焼きたてのパンと新しん鮮せんなミルクとバターを持って現れたとき。ミリオン傭兵隊の隊員たちは、信じられないような目で彼女たちを見た。

　そして、その震ふるえる手の中に、焼きたてのパンが配られ、彼らがそのパンを食べたとき、彼らの目から涙なみだがあふれた。

　……この作戦は成功するに違ちがいない。そう僕が確信したとき、マルチモニターのひとつから大きな声が聞こえた。

『敵の手から施ほどこしは受けない！　我々は誇ほこり高き傭兵だ！』

　そのモニターには、すらりとした瘦そう身しんの男が映っていた。

　鋭するどい眼光と、頰ほおに大きな傷きず跡あとのあるその男は、抜き身の刃は物もののような迫はく力りよくを持ったままそこに立っていた。

『わたしたちは施しをするために来たのではありませんよ。あなた、お名前は？』

　モニターから聞こえた声は、ミーヤさんの声だった。

　その傭兵は、ミーヤさんをにらみつけたまま言った。

『俺おれか？　俺のことはＵと呼べ、一文字でＵだ』

　モニターの画面が、ミーヤさんと一いつ緒しよの部隊にいた他の看護員のセンサーの画面に切り替かわった。

　ミーヤさんの目が丸くなった。

『Ｕ？　まるで記号みたい』

　Ｕと名乗った傭兵はうなずいた。

『人の名前など識別するための記号にすぎない、俺には一文字あれば充じゆう分ぶんだ』

　ミーヤさんはにっこりと微笑ほほえんだ。

『わかったわ、じゃあ、ゆーちゃん、って呼んであげる！　ね、いいでしょ、ゆーちゃん！』

　Ｕは目を見開いた。

『ゆーちゃん……だと？　この俺が？　マイカル戦せん役えきで、青き閃せん光こうとまで呼ばれたこの俺を……よりによってゆーちゃん、だとぉ！』

　ミーヤさんは天使のような微び笑しようを浮かべてやさしく言った。

『ゆーちゃんは、強いんだね。でもさ、戦士にだって休息は必要だよ。今はその休息のときなんだよ、だからさ、笑ってみようよ。笑ったって誰だれも怒おこらないし誰もゆーちゃんのことを悪く思わないよ、だって、今までずっとがんばってきたんだから、そのことをみんな知ってるんだから』

　Ｕの目に、戸惑とまどいの色が走った。

『うるさい！　お前なんかに俺の生き方に口を出す資格などない！』

　内心の動どう揺ようを隠かくすように叫さけんだＵは、びしっと音がするくらいの勢いでミーヤさんを指差した。

　ミーヤさんはひるまなかった。Ｕにすっと一歩近づくと、いきなり自分を指差したＵの指を両手で包んだ。

『あ……おい！』

　Ｕのうろたえた声をそのままにしてミーヤさんはつぶやいた。

『冷たい指……かわいそうに……シモヤケにかかってるんだね……』

　ミーヤさんは、さらに一歩近づくと、両手で包んでいたＵの指に、はあーっと息を吐はきかけた。そして、可か憐れんに微笑むと、ちょっと首をかしげて聞いた。

『暖かい？』

　そのとき、僕ぼくは確かに何かが壊こわれる音を聞いた。

　それはきっと、モニターに映る傭兵Ｕの中の何かが壊れる音だったのに違いない。







　第八章　勇者の帰き還かん







　こうして「天国と地じ獄ごく作戦」は無事に終しゆう了りようした。

　作戦の結果がわかるのは、一週間の休戦協定が終わった後だ、果たしてミリオン傭兵隊はどう出るだろう。

　アウトニア軍全体には、のんびりした空気が流れていた。

　しばらく前から実質的な戦せん闘とうは行われていなかったが、やはり正式な休戦協定が結ばれているという安心感が、そののんびりとした空気をなおさら濃こくしていた。

　僕とメイは、発着ゲートから飛び立つ連れん絡らく艇ていを見送った。その連絡艇には、新しん婚こん旅行の休きゆう暇かが終わる前に帝てい星せいに戻もどらねばならないアレフとミーヤさんが乗っていた。

「行ってしまいましたね……」

　だんだんと小さくなってゆく光点を眺ながめて、メイがぽつりと言った。

「ミーヤさんには本当に助けていただきました。色々なことに詳くわしくて、賢かしこくて、そう、本当に賢い人とは、それを感じさせない、あのような人のことを言うんでしょうね」

「マネジメントは、続けてやっていただいているんでしょう？」

「ええ、バーチャルネット上でお会いすることになっていますけど……」

　僕は、メイの口調が少し気になった。

「どうかされましたか？　元気がないですね」

「マリリンさんとか、ミーヤさんとか、私のまわりにいる人はみんなすごい人ばっかりで……私なんか何もできないのに、ただ王家に生まれたというだけで、取材を受けたり、番組に出たりするなんて……」

　僕はメイに笑いかけた。

「自分を他人と比べても仕方ありませんよ、メイ王女。だってあなたはあなたで、マリリン姉あね御ごはマリリン姉御なんです。才能ってのは人それぞれでしょう？」

　メイは顔をあげた。

「でも……私に、どんな才能があるというのですか？」

　僕はメイを正面から見つめて、そして言った。

「王家に生まれたというだけの人間なら、誰もあなたのために、何かをしてあげようなんて思いません。王家としての義務を果たそうと努力する、努力しようとする。それができるのも才能だと僕は思います」

　メイは、僕を見た。そして何か言おうとしたそのとき、メイの手首から、小さな電子音が聞こえた。

　それは、手首にはめてあった汎はん用よう端たん末まつのアラーム音だった。

　銀色の細かなエングローブの入ったその汎用端末の表示を見たメイは、ちょっと悲しそうな顔をした。

「取材の時間です……」

「お忙いそがしいようですね」

「ええ、今日はこのあと四件の取材が入っています」

　アウトニア国こく債さいを売るために作ったＣＭの評判が評判を呼び、いまやメイ王女は、アイドルなみの売れっ子になっていた。

　ほんわかした、スレていない受け答えと、ひたむきな健けな気げさ。そのメイ王女の素すの部分を知った業界の間では、メイ王女のことを「数少ない天然モノ」と呼んでいるらしい。

　僕は、その呼び方が好きではなかった。

　いや……正直に言った方がいいな。僕が好きじゃなかったのはメイの存在がみんなに知られることだった……と。

　メイが多くの人々に知られ、僕以外の人間と話し、僕以外の人間に微笑ほほえむのが嫌いやだった。

　それが、子供じみた独どく占せん欲よくだということは、よくわかっていた。

　今は、一人でも多くの人にメイと、そしてアウトニアのことを知ってもらわなくてはならないのだ。

　でも、頭でわかることと心が納なつ得とくすることとは別なんだ。

　僕ぼくは、自分のその気持ちに整理がつかないまま笑って言った。

「なんか……すごいですよね、あっと言う間にアイドルみたいになっちゃって……僕の手の届かないところに行っちゃったような気がしますよ」

　メイは、はっと息を吞のんで僕を見た。

　そして、目を伏ふせた。

「そんなこと……ありません、私はいつもここにいます。ここで、マイド閣下と話しているときが……いえ、マイド先生と一いつ緒しよにいるときが本当の私なんです」

「マイド先生……か。そういえば家庭教師をやらなくなってどれくらいたちます？　今は……確か高校は休学中ですよね」

「ええ、国こく事じ行こう為いに参加している期間は休学扱あつかいになります。国に戻ったらみんなに追いつくために猛もう勉べん強きようしなきゃいけませんね」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ちゃんと基き礎そからお教えしますから」

　メイはくすくすと笑った。

「どうかしましたか？」

「あ、いえ、ごめんなさい。すごく懐なつかしかったんです……でも、それが、たった数ヶ月前のことなんだって気がついたら、なんとなくおかしくなって笑ってしまったんです」

　メイの言葉に、僕は、胸を突つかれたような気がした。

　……そうか、そうなんだ。

　本当ならメイは、友達と他愛のないおしゃべりをしたり、学校帰りに買い食いしたりする、ごく普ふ通つうの高校生活を送っているはずなんだ。

　メイの払はらっている犠ぎ牲せいは、きっと僕なんかよりはるかに大きくて重いものなんだ。

　そのとき、再びメイ王女の汎用端末が鳴った。

　跳空間通信回線が開ける時間は限られている。きっと取材はその限られた時間内に行われるのだろう。

「すみません……マイド閣下、私はここで失礼します」

　メイは、小さく微笑むと付け足した。

「良かった……短い間ですけど、マイド先生とお話ができて……」

　僕をマイド先生と呼んだ、そのときのメイの微び笑しようは、きっと他の誰だれにも見せたことのない微笑みだったに違ちがいない。

　僕たちは、それぞれの部屋へと別れた。

　執しつ務む室しつには、リッキィが待っていた。

『お待ちしておりました、マイド閣下』

「待っていたのは君じゃなくて、君の後ろにある端末の中にある、決済書類だろう？」

　リッキィは目を閉じて軽く一礼した。

　そう、僕の前には、この休戦期間中に片づけなければならない仕事が山になっていた。

　簡単な決済関係は、リッキィに命じて、それぞれの現場で決定できる専決処理を拡大するようにして業務の簡素化を図ってあったが、それでもやはり最高責任者ともなれば、決定を求めるさまざまな事こと柄がらが押おし寄せてくる。

　いくつかの案件事じ項こうを処理していた僕は一件の報告書に目をとめた。

　それは、天国と地じ獄ごく作戦で、ミリオン側から収集できたデータを分ぶん析せきした結果、捕ほ虜りよの存在が明らかになったという報告書だった。

　アウトニア軍がザイダベックを回かい廊ろうに特とつ攻こうをかけたとき、ザイダベックの護衛にあたっていた艦かん艇ていの乗組員の一部が救出され、ミリオン傭よう兵へい隊の捕虜となっているらしいのだ。

　僕は再びリッキィを呼んだ。

「すぐにドキア提てい督とく以下のアウトニア軍幹部にこのデータを転送して、ミリオン傭兵隊と捕虜交こう換かんについて申し入れをするように指示してくれ！　最優先事項だ！」

『かしこまりました』

　リッキィが一礼する。

　一分しないうちに、僕の目の前にあるメインスクリーンにドキア提督の顔が映った。

『マイド閣下！　これは事実ですか？』

「まだ確かく認にんがとれたわけではありません。ですから報告書という形で私のところに来たのだと思います。大至急ミリオン傭兵隊とのリンクを通じて調査を申し入れましょう。こちらにもミリオン傭兵隊の捕虜がいることを伝えなくてはなりません」

　アウトニア側にも、ギャラクシーハラスメント作戦によって拿だ捕ほされたミリオン傭兵隊の高速駆く逐ちく艦かんや、哨しよう戒かい艇ていの乗組員たちが捕虜として収容されていたのだ。

　そして、その交こう渉しようは一気に進んだ。




　休戦協定が結ばれた三日後、僕は、中央指揮室のメインモニターで、アウトニア軍の輸送艦から捕虜になっていたミリオン傭兵隊員を乗せた連れん絡らく艇ていが発進する光景を見ていた。

「マイド閣下……」

　振ふり返ると、そこにマリリン中ちゆう佐さが立っていた。

「やあ、マリリン中佐」

　姉あね御ごは、ちょっと肩かたをすくめると小さく笑った。

「なんか……こう、肩書きをつけて呼ぶと他た人にん行ぎよう儀ぎになっちまうな」

「中身は変わっていないんですけど、作戦行動中は、僕は一応、総司令官ですからね」

　僕の肩かた越ごしにメインモニターを見上げた姉御は、小さくうなずいて言った。

「今、向こうの連絡艇とすれ違ったみたいだね」

　メインモニターは、アウトニア軍の捕虜を乗せたミリオン側の連絡艇が、こちらに向かってくる姿を映し出していた。

「そろそろ出で迎むかえに行かなきゃいけないんだろう？」

「ええ、でも、本当に出迎えるべき人は、とっくに連絡艇の発着ゲートに行っています」

　姉御は中央指揮室の通信コンソールを見回した。

「そういや姿が見えないと思った」

「ええ、彼女には、僕ぼくの権限で今日と明日の二日間、特とく別べつ休きゆう暇かを与あたえたんです」

　僕の顔を見て姉御は、にやりと笑った。

「粋いきな計らいをするじゃないか、一いつ泊ぱく二日だなんて」

「あ、いや、当直明けのぶんも休暇にしただけで……」

　あわてて説明しようとした僕の顔を見た姉御は、ケラケラと笑った後で言った。

「ホントにあんたって人間は変わってないよねえ……さあ、時間だよ。そろそろ行かないと出迎えができなくなっちまうよ」

　僕たちが発着ゲートに着くのと、外側の力場スクリーンを越こえて、ミリオン側の連絡艇が、ビルドベースの船内に入ってくるのとは同時だった。

　発着ゲートのプラットホームに連絡艇が着ちやく床しようすると、青みがかった外側の力場スクリーンの色が強くなるのと反比例して内側のスクリーンの色が薄うすくなっていく。

　僕は、そのスクリーンの前に立つ人々の中に、メグ少しよう尉いの後ろ姿を見つけた。

　ミリオン側から提示された捕虜の名めい簿ぼの中にマスクワードの名前があったのを知ったときの彼女の顔を、僕は一生忘れないだろう。

　メグ少尉を見ていた僕に声がかけられた。

「マイド閣下、こちらへどうぞ」

　そうだった、僕は帰き還かんした捕虜の栄えい誉よをたたえるために出迎えに来たんだっけ。

　僕は連れん絡らく参さん謀ぼうに指示された場所に立って、捕虜たちがやってくるのを待った。

　やがて、内側のスクリーンの色が完全に消え、連絡艇の搭とう乗じようハッチが開いた。

　期待に満ちた視線がそそがれる中で最初に連絡艇から顔を見せたのは、ミリオン傭兵側の連絡要員だった。

　失望のざわめきに迎むかえられた連絡員は、一いつ瞬しゆん驚おどろいたような顔をしたが、出迎えている人々の顔を見て、そのざわめきの意味を理解したらしく、小さく微笑ほほえんだ。

　やがて、連絡艇のタラップを、アウトニア軍の兵士が一人ずつ降りてきた。

　シールドの向こうから聞こえる歓かん声せいと拍はく手しゆに向かって彼らは手を振った。

　小さな圧縮ラゲッジパックを提さげた彼らは、一様に血色が悪く、瘦やせていたが、元気そうだった。僕と、連絡参謀は、シールドを越えて、彼らの前に立った。

　連絡参謀が、兵士の名前を読み上げた。

「装そう甲こう駆く逐ちく艦かんパナシー機関部所属ヒューズ交こう換かん士し、ピーチ・ケイツ兵へい曹そう」

　浅黒く精せい悍かんな顔つきをした兵士が進み出た。

　僕は、功労章のバッジを持って彼の前に立った。ピーチ兵曹は、訝いぶかしげな顔つきで僕を見ていた。

　そうか、この人たちは、僕がアウトニアの総司令長官になったことを知らないんだ。

　僕は微笑んだ。

「おかえりなさい、ピーチ兵曹、僕のことを覚えていますか？」

　ピーチはうなずいた。

「あんた……確か、メイ王女様の家庭教師やってた帝てい国こくのひよっこ少しよう尉い殿どのだよな」

「そう、でも、今はアウトニア軍総司令長官で、ついでに元げん帥すいなんですよ」

　ピーチの目が僕の階級章にクギづけになった。

「ま……誠にもうしわけありません！」

「いや、いいんだよ、僕だって信じられないくらいなんだから、それにしてもよく生き残ってくれました、戦って戦って戦い抜ぬいて、そして生き延びた者のことを勇者と呼ぶんだと僕は思います」

　僕が功労章をピーチの制服の胸に押おし付けると、バッジの圧着端たん子しが、ジッ……という小さな音を立てて貼はりついた。

　ピーチは背筋を伸のばして僕に敬礼した。

　僕は答礼を返した。

　僕は、八十名以上の捕ほ虜りよたち一人一人に功労章を与えた。

　そして、最後の捕虜の前に僕は立った。

「おかえりなさい、マスクワード大たい尉い」

　マスクワード大尉は、眩まぶしいものでも見るように僕を見た。

「えらい出世ですね」

「なりゆきですよ、それよりも、よく生きていてくれました」

　マスクワード大尉は目を伏ふせた。

「重雷装艦かんダムニンゲンの乗組員で、生存しているのは私を入れてわずか八名に過ぎません、私は生きて帰れなかった部下のことを一生背負って生きて行かなくてはならないのですね」

「そうです、でも、それは罪ではありません。彼らを忘れることなく、ともに生きるということだと思います」

　マスクワード大尉の胸に功労章を貼りつけ、彼の敬礼に答礼を返した後で、僕は言った。

「さあ、これで堅かた苦くるしい式典は終わりました。早くメグ少尉のところに行ってあげて下さい」

　マスクワード大尉は、目を丸くした後で、少し赤い顔をしてうなずいた。

　すべての兵員に授じゆ与よが終わったことを確かく認にんした連絡参謀が声を張り上げた。

「以上で功労章の伝達式を終しゆう了りようする、各自解散！」

　スクリーンの向こうに待機していた人たちがわっと歓声をあげて押し寄せて来た。

　僕とマスクワードのところにやってきたメグ少尉は、何も言わず、じっとマスクワードを見つめていた。

　最初に沈ちん黙もくを破ったのはマスクワードの方だった。

　マスクワードは小さく頭を下げて言った。

「ごめん……」

　メグ少尉の表情は変わらなかった。

「あなた……モトに、俺おれのことを忘れてくれって頼たのんだでしょう」

「ああ……」

「そうよね、あなたみたいな人間は忘れてしまうに限るわね、知ってる？　私、あなたのこと、好きだったのよ」

　マスクワードは驚おどろいたように顔をあげて……そしてまた下を向いた。

　その、しょんぼりとしたマスクワードを見つめていたメグ少尉の目に、突とつ然ぜん涙なみだがあふれた。

「あんたって人はずっと昔からバカなことばっかりやってきて……そして、今もバカなところは変わんなくて……きっとこの先もずっとバカなことやって私を悲しませると思う、でもね……でも、あんたのそのバカなところが好きなんだから、どうしようもないよね……私」

　マスクワードは、顔をあげた。

　そのマスクワードの胸にメグ少尉は飛び込んで叫さけんだ。

「忘れられるわけないじゃないか！　あんたが私を忘れたって、私は絶対にあんたを忘れないんだ！　私はそんなに都合のイイ女じゃない！　そんなこともわかんないくらいあんたはバカなんだ！」

　抱だきついて泣きじゃくるメグ少尉と、戸惑とまどいながら……それでもどこか嬉うれしそうなマスクワード大尉を見ていた僕ぼくの背中から、マリリン中ちゆう佐さの声がしたのはそのときだった。

「生きてるって、すばらしいことだと思うだろ」

「ええ、本当にそう思いますね」

　振ふり返った僕に向かってマリリン中佐は微笑ほほえんだ。

「そう、だからそのすばらしさを教えてやんなきゃな、ミリオンの連中にも」







　第九章　究極の勝利







　二日後、僕たちとミリオン傭よう兵へい隊との間に結ばれていた休戦協定は失効した。

　そして、それと同時にミリオン傭兵隊は一気に動いた。

　今までのような防戦一方の球形の陣じん形けいではなく、ラグビーボール形の完かん璧ぺきな攻こう撃げき陣形を作りあげて、我々の前に布ふ陣じんした。

　コットン准じゆん将しようからは、何のメッセージも送られて来なかったが、その陣形を見れば、コットン准将の言いたいことはわかった。

　彼女は、最後の決戦を望んでいるのに違ちがいない。

　ビルドベースのメインスクリーンに映っているミリオン傭兵隊艦かん隊たいの陣形を見ていたケルプが、振り返って僕に聞いた。

「どうする？　マイド」

「正面から当たれば、当然犠ぎ牲せい者しやが出る。僕はもう、犠牲者を出したくない」

　僕の答えを聞いたケルプが、小さく首を振った。

「お前は、そう思っていても、向こうにその気がなければどうしようもないぜ。おそらくあと一時間しないうちに総攻撃をかけてくるだろうな」

「間に合わなかった……というわけか」

　僕は三日前に、情報分ぶん析せき室しつで、情報将校のパイカル少しよう佐さとマリリン中佐、そしてＡＢＣ商会の大番頭である電子人格のゼイムズたちと交わした会話を思い出していた。




「マイド閣下の『天国と地じ獄ごく作戦』は、成功したと言っていいでしょう」

　パイカル少佐は、ゆっくりと言った。

「確かに私たちはミリオン傭兵隊の連中に『日常』というものを放り込んで、個人的な価値観を取り戻もどさせました。しかし、人間は個人的な価値観だけで動いているわけではありません。仕事というものが責任と立場を伴ともなうものであるかぎり、たとえ個人的に『やってられない』と思っていても、その立場と責任が、仕事を続けさせるのです」

　パイカル少佐は言葉を続けた。

「我々は、過去におけるさまざまな傭兵集団のメンタリティを分析してみました。大たい抵ていの傭兵集団は、賃金の支し払はらいが不確実になった段階で、解散いたします。傭兵はプロの集団です。給料分の仕事は確実にこなす、というプロ意識は、ひっくりかえして言えば、給料がもらえなければ仕事はしないということなのです」

　マリリン中佐が聞いた。

「でもヤツらは本社が倒とう産さんしかかって、先行き真っ暗。それでも戦い続けようって言うんだから、ミリオン傭兵隊ってのは、マジメで義ぎ理り堅がたい人間がそろってるのかねえ？」

　パイカル少佐は、小さく首を振った。

「ミリオン傭兵隊全体ではなく、どうやら我々の相手であるＧＮ艦隊だけが特別なようです。おそらくは指揮官の質によるものだと思われます」

　僕ぼくはコットン准将の顔を思い浮うかべた。

　あの若さで司令官になったとしたら、きっと部下はみんな年上の人ばかりだろう。

　人生の経験も戦せん闘とうの経験も足りない上司は、年上の部下を説得する言葉を持っていない。持っているのは「上司である」という役職の権限だけだ。

　でも年下の人間から「俺おれは上役だから」なんて理由で命令を下されても、年上の部下は絶対に納なつ得とくしない。納得させるのは、役職なんかじゃなくて……そう、仕事の部分だけじゃなくて人間としての能力、人間としての魅み力りよくなんだろう。

　あのコットン准将には、きっとそれだけの魅力があるんだろうな。

　マリリン中佐がつぶやいた。

「請うけ負ったアウトニア攻こう略りやくのミッションぶん以上の損失を出してるのに、ＧＮ艦隊が撤てつ退たいしない理由はそれもあるんだね。ミリオン傭兵隊の財務管理状じよう況きようから見ると、このアウトニアミッションは、とっくに契けい約やく解除になってなきゃいけないんだ。確かに契約解除すれば違い約やく金きんを神聖ローデス側に支払うことになる。でも、不ふ良りよう債さい権けん化したこのミッションを抱かかえ込んでいるよりも、違約金払って契約解除した方が長い目で見れば絶対得なんだ。私が狙ねらったのはそこだったんだけどなあ」

　今まで黙だまって僕たちのやりとりを聞いていたゼイムズが言った。

『マイド閣下、わてに名案がおます』

「名案？」

『ええ、本当の銭ぜにの使い方ちゅうもんをお教えしましょう……』

　ゼイムズは、凄すごみのある微笑ほほえみを浮かべた。




　そして、僕はゼイムズの「名案」にすべてを賭かけた。あれがもしうまくいけば、僕たちは究極の勝利を得ることができる……。

　しかし、ゼイムズの「名案」が現実となる前に、ミリオン傭兵隊は総攻撃を決めてしまった。

　彼らはもう、自分たちが勝利することはないとわかっているに違いない。おそらく傭兵として有終の美を飾かざること、それだけが彼らの望みであり希望なんだ。

　僕は迷った。

　正々堂々正面から決戦を求めてきた敵に対し、こちらも正々堂々勝負するのが礼れい儀ぎなのだろう、でも……。

　僕は声を上げた。

「よし、決めた！　敵が正面から正々堂々戦うことを求めて来たなら、答えは一つだ！」

　ケルプは大きくうなずいた。

「わかった！　こっちも攻撃陣じん形けいだな！」

「いや、違ちがう。退たい却きやくだ」

「たいきゃくぅ？」

　ケルプが目を開いて僕を見た。

　僕は静かに言った。

「そうだ、逃にげて逃げて逃げまくる。きっと彼らは怒おこるだろう。最後の最後までコケにするのか、と烈れつ火かのごとく怒いかり狂くるうだろう。でも、正々堂々と戦いを挑いどまれて正々堂々と逃げることは間違いじゃないだろう？」




　かくして、ミリオン傭よう兵へい隊と僕たちの最後の戦いは、艦かん隊たい決戦ならぬ艦隊鬼おにごっこと化した。

　突とつ撃げきを開始したミリオン傭兵隊艦隊のメインビーム砲ほうの射程ギリギリの距きよ離りを保ったまま、僕たちは反はん撃げきせずに後退した。

　がんがん前進するミリオン艦隊に合わせて、がんがん後退を続けていると、やがて、ミリオン艦隊は停止した。

　きっと僕たちの後退に何か戦術的な意味があるとでも考えたのだろう。

「よし、こっちも停止しろ！　つかず離はなれずの状態で敵の動きに合わせるんだ」

　僕たちは、しばらくにらみ合いを続けた。

　やがて、ミリオン傭兵隊は陣形を変えた。

　ラグビーボールのような突撃陣形の一いつ端たんの艦かん艇ていを密集させ、紡ぼう錘すい形けいにしたのだ。

　僕は、共通スクリーンに向かって叫さけんだ。

「来るぞ！　各艦防ぼう御ぎよスクリーン最大出力！　正面から受け止めるな！　そらすんだ！」

　僕の言葉が終わるのとほぼ同時に、ミリオン艦隊は全速力で突進を開始した。

　僕たちはあわてて後退を開始したが、間に合わなかった。

　ミリオン艦隊は、一気に距離をつめると、全ビーム砲を正面に位置する鉄てつ壁ぺき艦隊の防護スクリーンめがけて発射した。

　鉄壁艦隊は、通常の合戦距離の半分まで肉にく薄はくして撃うたれたメインビームの最初の一撃を受け止めた、しかし、僕の見ている総合戦力表示モニターに、赤い表示が一気に増えた。

　それは、鉄壁艦隊のほぼ半数の船の防護スクリーンのジェネレーターが過負荷のため機能を停止してしまったことの証あかしだった。

　もし、次にもう一回一いつ斉せい射しや撃げきを食らえば、鉄壁艦隊は全ぜん滅めつするかもしれない。

　僕は、通信スクリーンに向かってもう一度命令を出した。

「シューティング艦隊へ！　鉄壁艦隊の前面に出て、敵を攪かく乱らんしたのち、各個に行動せよ！」

　通信スクリーンにガク司令が映った。

『わかりました、ようするに「鬼さんこちら」ってのをやればいいわけですね』

「そのとおりです。この最後の戦いの目的は、いかに倒たおすかではなく、いかに救うかです。我々の前にいるのは、もはや敵ではありません」

　ガク司令は笑った。

『マイド閣下は、合気道の達人になれますな。では、行ってきます！』

　通信スクリーンは消えた。

「……合気道の達人？　何のことだ？」

　僕ぼくのつぶやきを聞きつけたのだろう、ケルプが通信モニターに映った。

『合気道ってのは、護身術のひとつだと言うことは知っているだろう？　その極ごく意いに、究極の護身術というヤツがあるんだ』

「究極の護身術？」

『自分を殺しにきた人間と友達になってしまう、という方法さ』

　ケルプは、笑った後でちょっと真ま面じ目めな顔をして言った。

『お前を見ていると、それは馬ば鹿かげた理想でもなんでもないような気がしてくるから不思議だな。じゃあ、俺おれも鬼ごっこに参加してくる、俺が出て行けばコットンは本気になるだろう』

「気をつけろよ」

『本気になったコットンの恐おそろしさは、お前より良く知っているよ』

　ケルプの笑い顔を残してモニターは切れた。

　突撃を開始しようとしたミリオン艦隊の正面に、シューティング艦隊が躍おどり出た。

　シューティング艦隊は、軽巡じゆん航こう艦かんの主しゆ砲ほう……と言っても小口径のビーム砲だから、ミリオン艦隊の正面に展開された防護スクリーンを貫かん通つうすることはできないのだが。こいつを撃ちまくりながら、ミリオン艦隊の側面に回り込むそぶりを見せた。

　鼻先を叩たたかれたミリオン艦隊は突撃陣形のまま、その場に停止して、側面に回りこまれないように弾だん幕まくを張った。

　突撃艦と重巡航艦の主砲を向けられたシューティング艦隊はその場で十隻せき程度の小艦隊に分かれて、それぞれにバラバラの行動をはじめた。

　ミリオン艦隊のメインビーム砲は、目標を捕とらえきれずに、様々な方向に向けて発射された。

　よし！　これだ！　これでミリオン艦隊の火力の集中運用を避さけることができるぞ。

　僕はアウトニアの全艦に命令を発した。

「艦隊統制を解く！　各艦自由に行動せよ！」

　僕の見ている前で、アウトニア艦隊が、クモの子を散らすようにわらわらと分解し、てんでんバラバラの動きでミリオン艦隊に近づいた。

　その中にいた重雷装艦が、何発もの光子魚ぎよ雷らいを発射するのが見えた。

　その光子魚雷は早期爆ばく発はつをすることもなく、ミリオン艦隊のど真ん中まで飛んで行ってそこで爆発した。

　そうか、ケルプたちと違って、アウトニア艦隊の光子魚雷は旧式だから自爆のセンサーデータコードを送られても関係ないんだ！

　リッキィの声がした。

『惜おしいですね、あれが本物だったら勝てましたよね』

　……え？

　そうか！　あの光子魚雷はダミーだったんだっけ。

　爆ばく炎えんのように広がる氷の細かな結けつ晶しようの中に無傷のミリオン艦隊の重巡航艦が見えた。

　あの船の乗組員は、きっと腰こしが抜ぬけるほど驚おどろいたに違ちがいない。

　アウトニアの重雷装艦は、そのまま一目散に逃にげていた。




　こうして、前代未聞の戦いが繰くり広げられた。

　アウトニア艦隊とケルプワイン艦隊は、よってたかってミリオン艦隊にちょっかいをかけまくった。

　それは恐きよう竜りゆうにアリがたかるような光景だった。

　あるものは、ミリオン傭よう兵へい隊の鼻先をかすめて逃げまわり、あるものはさらに後方に回りこむようなそぶりを見せ、そしてまたあるものは、射程外の空域で軽巡航艦を並べ、機動バーニアを使ってその場で艦をくるくる回してシンクロナイズドスイミングのようなダンスをやってみせた。

　ミリオン艦隊は、小艦隊が接近するたびに艦隊の陣じん形けいを変へん更こうしてビームを浴びせたり、光子魚雷を発射したりしていたが、だんだんビーム砲ほうの発射頻ひん度どが落ちたり艦隊行動に遅おくれが出始める艦が続出しはじめた。

　それは、ミリオン傭兵隊の士気が落ちていることの証明だった。

　やがて、まともに動いているのは艦隊の中央に位置する十数隻だけになってしまった。

　そのとき、ミリオン艦隊の通信を傍ぼう受じゆしていたリッキィの声がした。

『コットン准じゆん将しようは、傭兵隊員全員に向けて戦せん闘とうのプロである誇ほこりを持って戦え！　と叱しつ咤た激げき励れいを行っておりますが、効果は今ひとつのようです』

「ギャラクシーハラスメント作戦の効果が、今、ここになって出てきたわけだね」

　僕が、そう言ったとき、ミリオン艦隊中央にいた十数隻だけが、前面に出てくるのが見えた。

　どうやらコットン准将は、やる気のある部隊だけを使って最後の攻こう撃げきをしかけるつもりなのだろう。

　その部隊は、さらに各艦の間かん隔かくを詰つめて棒状の密集陣形を作って、ケルプワイン艦隊の旗艦ゴッドフェニックスに向いた。

『ケルプワイン直衛艦隊！　前へ！』

　共通スクリーンからケルプの声がした。

　直衛艦隊の数を見た僕は、その数の少なさが気になった。

「周辺部各艦に命令！　ケルプワイン旗艦の防衛にあたれ」

　僕の命令が届くのと同時にビルドベースの前に展開していたアウトニアの虎とらの子である四隻の重巡航艦が、ケルプたちに向けて進み始めた。

　そのとき、今までケルプたちの方を向いていたミリオン艦隊が一気に方向を変えてこっちを向いたのが見えた。

『マイド！　逃げろ！　コットンはビルドベースに特とつ攻こうをかけるつもりだ！』

　通信モニターにケルプの声が入るのと、僕ぼくの見ているモニターの中で、ミリオン旗き艦かん艦隊がメインビームを撃うちながら僕たちに向かって突とつ進しんしてくるのが見えた。

『前面磁気力場を全力で展開します！　総員耐たいショック耐たい閃せん光こう防ぼう御ぎよ！』

　操そう艦かんオペレーターの声が飛ぶと、メインスクリーンの輝き度どが落ちた。

　ビルドベースの正面にある磁気力場にビームが当たって拡散するのが見えた。

　僕は、大きく揺ゆれるブリッジで、メインスクリーンに迫せまってくるミリオン傭兵隊の旗艦ミリオネラの姿を見つめていた。

　メインビームを撃っているのはミリオネラの周辺の艦だけで、ミリオネラは砲ほう門もんを開いていない。

　僕はその理由に気がついた。

　ミリオネラの船体の先せん端たん部が青白く輝かがやいていたのだ。

　……中立フィールドだ！

　ミリオネラは、あのままこのビルドベースに突とつ撃げきして来て中立フィールドで防護スクリーンを中和させ、そのまま船体をビルドベースに接せつ触しよくさせるつもりに違いない。

　そう、それは敵てき艦かんに装そう甲こう兵へいを乗り込ませて船を制圧する接せつ舷げん移乗攻撃のパターンだった。

　コットンの選せん択たくした最後の攻撃がそれだったのだ。

　どうする？　主しゆ砲ほうで迎げい撃げきするしかないのか？　でもこの距きよ離りで主砲を食らわせれば、ミリオネラは爆ばく沈ちんするだろう。でも……このまま反撃しなければ確実にそれをやられてしまう。

　僕が迎撃を命じようとしたそのとき、ミリオネラの後部推進機付近に爆炎が生じたのが見えた。

　爆炎は、ミリオン旗艦艦隊の他の艦の側面や後部推進機付近にも連続して生じた。

　旗艦艦隊の速度は、目に見えて落ちた。それは、ミリオン旗艦艦隊の向こう側に位置していたケルプワイン海かい賊ぞく団旗艦、ゴッドフェニックスの撃ったビーム砲が命中したものだった。

　ゴッドフェニックスとケルプワイン直衛艦隊は、そのままビルドベースとミリオン旗艦艦隊との間に入った。

　もし、ここでゴッドフェニックスからもう一度ビームの斉せい射しやを食らったなら、ミリオン旗艦艦隊はすべて撃沈されてしまったに違いない。

　しかし、ゴッドフェニックスは斉射することなく、距離を保ったままミリオン旗艦艦隊に対たい峙じした。

　それは、下へ手たに動くな、という意志をもった行動だった。

　ミリオン旗艦艦隊が停止したとき、リッキィの声が飛んだ。

『ミリオン傭兵隊本部よりＧＮ艦隊司令に対し緊きん急きゆう命令が送られてきました……スクランブルがかかっておりません、平文です』

　リッキィは命令文を読み上げた。




『帝てい国こく暦れき九百四十九年、露ろ光こう月二十七日。ミリオン傭よう兵へい隊作戦部部長よりの緊急業務命令。

　ミリオン傭兵隊は、本日、神聖ローデスと結んでいたアウトニア攻こう略りやくミッションについて、一方的な契けい約やく解除を行った。ＧＮ艦かん隊たいはアウトニア王国との間にあった戦闘状態を無条件で解除し、以後アウトニア王国の指示に従うこと』




　それは、即そく時じ停戦……いや、ほとんど全面降こう伏ふくを意味する命令だった。




　僕は叫さけんだ。

「やった！　ゼイムズがやってくれたぞ！」

　その瞬しゆん間かん、ビルドベースのオペレータールームに大だい歓かん声せいが沸わきあがり、帽ぼう子しや靴くつが空中を舞まった。

「おめでとう！　マイド閣下」

　喜色満面で僕の手を握にぎったのはドキア提てい督とくだった。

　アウトニア軍の各艦をリンクしているモニターは、あっという間にビジー状態になってしまっていた。

　指揮室にいた参さん謀ぼうやオペレーターの女性士官たちがブリッジになだれ込んでくるのが見えた。

「各艦に伝達！　食堂、酒保の開放を許す！　艦の運営上最低限の人数を確保し他の勤務員の勤務を解け！」

　ドキア提督の命令は大歓声によって迎むかえられ、何がなんだかわからないうちに僕はもみくちゃにされながら食堂へと運ばれていった。

　誰だれかが僕をいきなり肩かた車ぐるました。

　それはマスクワード大たい尉いだった。

「やめてください！　恥はずかしいじゃないですか」

　僕の声を聞いたマスクワードは怒ど鳴なった。

「何を恥ずかしがることがあるんだ！　あんたはやったんですよ、わかんないんですか？　あんたは、やってのけたんです！」

　廊ろう下かに出ると、地鳴りのような歓声とともに、ビルドベースの乗組員たちが通路を走ってくるのが見えた。

　機関兵も砲ほう科か兵へいも、ありとあらゆる部署の兵士たちが入り混じったその人間の波は、指揮室から出てきた参謀たちと一いつ緒しよになって渦うずを巻きながら僕を食堂に運んでいった。

　食堂には、もっと大勢の人が待ち構えていた。

　歓声と口笛と、拍はく手しゆとがごっちゃになった音が僕たちを迎えた。

　マスクワード大尉の肩から下ろされた僕は、そのまま食堂の奥おくにあるテーブルの上に立たされた。

　誰かが厨ちゆう房ぼうの冷蔵庫から取り出したスパークリングワインが、手から手へと回されて僕の手前までやってきて、僕の前に立つマリリン姉あね御ごの手に渡わたされた。

　姉御は、そのボトルを僕ぼくに差し出して言った。

「これを開けるのが、マイド。あんたの最後の仕事だよ」

　僕はそのボトルを見て首を振ふった。

「いえ、それは僕の仕事ではありません、それを開けるのは、メイ王女の仕事です」

　僕の答えを聞いて、食堂は、割れんばかりの大歓声に包まれた。

「そうだ！　王女様がいなくちゃ話にならないじゃないか！」

「誰か早く王女様を呼んで来い！」

「そそうのないようにしろよ！」

　わいわいと騒さわぐ声の中に、メイ王女の声が聞こえたような気がした僕が、あわてて人の群れを見渡すと食堂の入り口のところで、メグ少しよう尉いが手をあげているのが見えた。

「すみません！　そこにメイ王女が来ているかもしれません！　通してあげてください！」

　僕の声とともに、ざあっと人の群れが左右に分かれた。

　そこにいた。

　メグ少尉に連れられたメイ王女は、ちょっと上気した顔をして立っていた。

「王女様、どうぞ前へ」

　メグの声とともに、戸惑とまどったような足取りでメイ王女は歩き出した。

　食堂のあちこちから声が飛んだ。

「メイ王女！　よくやってくれました！」

「王女のおかげですよ！」

「あなたはアウトニアの誇ほこりです！」

　メイは、少し泣きそうな顔になって僕の横にやってきた。

「さあ、メイ王女……」

　僕は、メイに右手を差し出した。

　メイは、僕を見上げると、ちょっとためらったような顔をした後で、その場で靴を脱ぬぎはじめた。

　……あ、いけね！

　自分が土足のままテーブルに立っていることに気がついた僕が、あわてて靴を脱ぎはじめると、その姿を見た人々の間に、なごやかな空気が、さざなみのように広がっていったのがわかった。

　ストッキング姿になったメイは、僕を見上げて左手を差し出した。

　僕は小さくうなずくとその手を取った。

　その腕うでは、細く、そして柔やわらかだった……。

　でも、この女の子は、この腕でひとつの国を守り抜ぬいたんだ。

　僕が、食堂のイスを踏ふみ台だいにしたメイを食堂のテーブルの上に引っ張りあげると、食堂は再び割れんばかりの歓声に包まれた。

　テーブルの脇わきに立つマリリン姉御が差し出したワインのボトルを受け取ると、僕はキャップに巻かれたシールをはがして、メイに差し出した。

「さあ、最後の仕事ですよ、メイ王女」

　メイは、一いつ生しよう懸けん命めいワインの栓せんを抜こうとしたが、栓は堅かたく詰つまっていて、なかなか抜けないようだ。

　眉まゆを寄せて、必死にワインの栓と格かく闘とうしている姿が、僕には無む性しように可愛かわいく見えて仕方がなかった。

「マイド！　何をぼけっと見ているんだい！　手伝ってやんなよ！　共同作業だ！」

　マリリン姉御の声で我に返った僕は、あわててワインのボトルに手を伸のばした。

　僕の手がメイの手の上に重なる。

　そして、僕とメイの力で、スパークリングワインの栓はゆっくりと抜け始めた。

　あと一センチを残すだけになったとき、僕はメイに小声で言った。

「栓が抜けるのと同時に言いましょう、ビバ、アウトニア！　って」

　メイは笑ってうなずいた。

　コルクの栓はじりじりと抜けてゆく。

　そしてついに……。

　ぽーん！

　それは祝しゆ砲くほうだった。

　僕たちは声を合わせて叫さけんだ。

「ビバ、アウトニア！」

　食堂の全員が唱和した。

「ビバ、アウトニア！」

　ワインのシャワーの中で、全員が歓かん声せいをあげた。

　男も女も年よりも若者も、みんなが抱だき合って笑っていた。

　メイが僕に抱きついた。

　みんなが見ている前で、いきなり抱きつかれた僕は一いつ瞬しゆん戸惑とまどったが、すぐに思い直した。

　かまうもんか！

　たとえ何と言われたってかまうもんか！

　僕はメイを抱きしめて、そして叫んだ。

「勝ったぞ！　僕たちは勝ったんだ！」
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　第十章　勝利の報ほう酬しゆう







　アウトニア勝利の速報は、あっという間にネット上を駆かけ巡めぐった。

　その速報が流れるのと同時に、アウトニア軍艦かん隊たいが帰ってくるのを、ひと目見ようとアウトニアの王星ユーマめがけて、帝てい国こく中から星間ネットワークの取しゆ材ざい陣じんやら芸能レポーターやら見物人やらが押おしかけてきたらしい。

　らしい、という不確実な言い方をする理由は、その頃ころ、まだ僕ぼくたちアウトニア軍は、アウトニア回かい廊ろうにいて、残務整理を行っていたからだ。

　本国からは、すぐに帰ってくるように、という矢のような催さい促そくが来ていたのだが、目の前にいるミリオン傭よう兵へい隊の処しよ遇ぐうが決まるまで、簡単には動けなかった。

　ミリオン傭兵隊は、今、ＡＢＣ商会が百パーセント出資する子会社として運営されていた。

　そう、ゼイムズはミリオン傭兵隊全体を買い取ってしまったのだ。

　ゼイムズは、アウトニアミッションの違い約やく金きんの大きさに目をつけた。

　契けい約やく違い反はんに対する違約金は、ミッション成功時の報酬の二十五倍という途と方ほうもない額で、それはアウトニア王国の国家予算のほぼ半分にあたる数字だった。

　こんな馬ば鹿かげた数字で契約した理由は、やはりアウトニアを甘あまく見て、違約金を支し払はらうことなど最初から考えていなかったからだろう。

　ゼイムズは、ミリオン傭兵隊の株式を買い占しめるのと同時に、その見通しの甘さと、不利益な契約を承しよう認にんした経営陣じんを糾きゆう弾だんし、他の株主をあつめて代表訴そ訟しようを起こす用意があることを告げてゆさぶりをかけた。

　そして、株式の六十パーセントを買い占めたゼイムズは、違約金の支払いを肩かた代がわりするという条件で、経営権を手に入れたのだ。

　違約金は、とうていアウトニア国こく債さいの売上だけではまかないきれない額だったが、ゼイムズは足りない分を、ＡＢＣ商会が保有する資産を担保にして金きん融ゆう機き関かんから融ゆう資しを引き出し、この支払いに充あてたのだ。

　僕たち……つまり僕とメイ王女と、マリリン中ちゆう佐さと、ゼイムズと、そしてケルプの前に立って、すべてを聞いたコットン准じゆん将しようは静かにつぶやいた。

「そういうことだったのですね……結局我々はアウトニアを甘く見過ぎた、アウトニアを低く見積もりすぎたということなのですね」

　ゼイムズが進み出た。

『ＧＮ艦かん隊たいに所属するミリオン傭兵隊員の身分と処遇は、今までと同様であることを保証します。ＧＮ艦隊は、このあと三ヶ月の特別有給休きゆう暇かを取っていただいた後で再編制することになると思います』

　コットンは自じ嘲ちようするように笑った。

「三ヶ月の特別休暇か……そうだよね、あんたらにボロボロにされちゃったうちの隊員が、もう一度使えるようになるには、それくらいかかるかもしれないね」

『で、コットンはん、新しいＧＮ艦隊の指揮をあんたに執とってもらいたいんですわ』

　コットンは、目を閉じて両手を小さく挙げた。

「やめてくれ、私は負けた。敗軍の将、兵を語らずだ、いまさらどの面つら下げて司令官になれるって言うんだ？」

　僕は言った。

「あなたが負けた理由は、ミリオン傭兵隊のリサーチ部門や補給関係の後方支し援えん体制に問題があったためです。前線の兵士たちはとても優ゆう秀しゆうでした。そして、その優秀さを支えていたのは、あなたの能力の高さだと思います」

　コットンは目を開けて僕を見て、ちょっと笑った。

「ありがとうございます、マイド閣下からのそのお言葉だけで、明日から一人でも生きていける気がします」

　ケルプが怪け訝げんな顔をした。

「一人でも……って、お前、これからどうするんだ？」

「さあね、どっかのコンビニでバイトしながら生きてくかもね」

「そんなもったいないこと……」

　ケルプの言葉が終わらないうちにコットンが叫んだ。

「うるさいわね！　あんたに心配なんかされたくないよ！　いい、私はあんたに負けたんじゃない！　あんたの仲間たちに負けたんだ！　そのことをよく覚えておきな！」

　ケルプはしれっと答えた。

「そうさ、そんなことはお前に言われなくたってわかってるよ。それにしてもお前、よほど俺おれに勝ちたいらしいな」

　コットンはケルプをにらみつけた。

「あたりまえだ！　それだけが私の生きがいなんだ！」

「まあ、無理だな」

「なんだって！」

　ケルプはちょっと真ま面じ目めな顔をした。

「なぜなら、お前には仲間がいないからだ。俺にとってのマイドや、マリリン中佐や、ゼイムズさんのような仲間がお前にはいない。だからお前は絶対に俺には勝てない」

「く……」

　両手を握にぎり締しめて、コットンはケルプをにらみつけた。

　にらみつけられたケルプは、笑った。

　実にさわやかに笑って、こう言った。

「だからさ、仲間になっちまえよ」

「え？」

　目を真ん丸にして絶句しているコットンに向けてケルプは続けた。

「お前も俺たちの仲間になれよ。昨日の敵は今日の友ってヤツさ。アウトニアにはこの先、神聖ローデスの正規軍との本当の戦いが待ってるんだ。お前みたいな人材は絶対に必要になる」

　コットンは下を向いた。

　表情は見えなかったが、やがて、小さな声が聞こえた。

「……あんたは、いつもそうだ……私がどんなにがんばっても、何をやっても、いつも平気な顔をして……そして、やさしい顔をして笑うんだ……」

　コットンは顔を上げた。その目には涙なみだが浮うかんでいた。

「なんで怒おこらない！　なんで私をバカにしないんだ！　私をバカにして、あざ笑えばいいじゃないか！　ざまあみろ、口ほどでもない、お前なんかたいしたことないって！」

　ケルプはきょとんとした表情で答えた。

「言ってほしいのか？　そんなことこれっぽっちも思ってないけど、お前が言ってほしけりゃ言うぞ」

　コットンはかぶっていたベレー帽ぼうをむしりとると、床ゆかに投げつけた。

「そんなんじゃない！　そんなこと望んでない！」

　ケルプは途と方ほうにくれた顔をした。

「あいかわらず、わけわかんないヤツだなあ……」

　笑い声がした。

　見ると、マリリン中ちゆう佐さが身体からだを折って腹を抱かかえて笑っていた。

「あ、いや、ごめんなさいね、あまりにもおかしかったものだから……」

　僕ぼくたちの視線に気がついたマリリン中佐は僕に向かって言った。

「本当にマイド閣下のお友達は、朴ぼく念ねん仁じんばっかりみたいだね」

「は？」

　僕とケルプは、一体何のことを言っているのか、という顔を見合わせた。そしてその姿を見たマリリン姉あね御ごはもう一度笑った。

「間ま違ちがいないや、こりゃあコットンがイラつくのも無理はないね。マイド閣下、後は私に任せてくれない？」

「あ、ええ、お願いします」

　マリリン中佐は小さくうなずくと、コットンに向かって言った。

「コットン、ちょいと話がある。私と一いつ緒しよに来な」

　コットンは黙だまってマリリン中佐に向かって歩き出した。

　ケルプが床に落ちていたコットンのベレー帽をひょいと拾い上げて、コットンの後を追った。

「おい、これ！」

　会議室の出口で振ふり返ったコットンは、ケルプの顔と手にあるベレー帽を交こう互ごに見た後でベレー帽を受け取ると、目を伏ふせて小さく言った。

「……ありがとう」

　会議室のドアが閉まったあとで、ケルプがつぶやいた。

「素す直なおな時は、かわいいんだがなあ……」




　結局、コットンはミリオン傭よう兵へい隊を退職してアウトニアを離はなれることに決めた。

　マリリン姉御は、いろいろ言って引き止めたらしいのだが、やはり気持ちの整理がつかない、ということだったらしい。

　別れ際ぎわに、コットンは、僕に向かって言った。

「マイド閣下、これからが大変ですよ。あなたは英えい雄ゆうになってしまった……好むと好まざるとにかかわらず。あなたを、このアウトニアという辺境に追いやり、そして戦乱の中でアウトニアごと葬ほうむり去ろうとした人間にとって、これほど面おも白しろくないことはありません。注目をあびたあなたに向かって、彼らは表立ってあなたに何かをしかけることはできなくなりましたが、その分、裏で何をしてくるかわかりません。お気をつけて」

「わかりました、でも、どうしてそんなに僕を目の仇かたきにするんでしょう。僕は、ただの貧びん乏ぼう貴族でしかないのに……」

　コットンは、ちょっと驚おどろいたように目を見開いた後で、小さく首を振った。

「本当だ、マリリン中佐の言うとおりだ……マイド閣下、あなたは自分が他人ひとからどんな目で見られているのか知らなすぎますよ。あなたは嫉しつ妬と心しんというものを持っていない、いや、持っていたとしてもその強さは普ふ通つうの人間よりはるかに小さいのでしょう。人間は自分を基準にして他人を量りますから、わからないのも無理ありませんが、あなたを妬ねたむ人間は、あなたが考えているよりはるかに多く、そしてその行動は、はるかに激しいのです」

「わかりました、肝きもに銘めいじておきます」

　コットンは一歩進み出て右手を差し出した。

　その手を握にぎった僕に向かってコットンは言った。

「私は戦うことしか考えていませんでした。この世の中には勝ち負けしかないと思い込んでいたんです。でも、そうではないことをアウトニアの人々は教えてくれました。でも、アウトニアのような国が、めずらしいのだと思います。マイド閣下、これからもこのアウトニアをしっかり守ってあげて下さい」

「わかりました。僕は帝てい国こく貴族であると同時にアウトニアの国民なんです。ちゃんと義務を果たすつもりです」

　手を離したコットンは微笑ほほえんだ。

「どこかでお会いすることを楽しみにしています……その時、敵味方にならないことを祈いのっています」

「僕もです」

　コットンは不器用にウインクして笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、マイド閣下。もしそんなことになったら、さっさと降こう伏ふくしちゃいますから」

　去ってゆくコットンの背中を見て、僕は、コットンから受ける印象がずいぶん変わっていることに驚いた。

　気負いと、虚きよ勢せいが消えたその背中は、とてもすがすがしく見えた。




　アウトニア回かい廊ろうの警備システムを再構築し、ミリオン傭兵隊の新型哨しよう戒かい艇ていによって装備を一新した国境警備隊を残して、僕たちは帰国の途とについた。

　王星ユーマに着くまでの一週間。僕たちは連日ネットを通じて行われるマスコミのインタビューやら取材やらに付き合わされるハメになった。

「やれやれ、この分だとユーマに戻もどった私たちを待ちかまえているのは、国民たちの温かい歓かん声せいと祝賀会のパーティーじゃなくて、きっと、マスコミの山だね」

　取材を終えたマリリン中佐が、メインブリッジのコンソールの前で大きく伸のびをしながらそう言って笑った。

　マリリン中佐の予想は当たっていた……そう、半分だけ。

　確かに王星ユーマでは、歓かん呼この声で迎むかえる国民たちと、てぐすね引いて待ち構えるマスコミの山が僕たちを待っていた。しかし、本当に僕たちを待っていたのは祝賀会のパーティーではなく銀色の矢印のような形の一隻せきの船だった。

　それは、マガザン帝てい国こく皇こう帝てい陛下ダイテツ七世の、直筆の親書をたずさえた帝国クーリエが乗った最高速快速艇だった。







　第十一章　快速艇サザンカ







「帝星へ行って、舞ぶ踏とう会かいに出て、皇帝陛下にお目通りするというのに、なんであの子はまともなドレスひとつも持っていないのかしら……ねえ、あなた、どうしましょう、メイが笑いものになってしまいますわ……」

　王おう妃ひ様が、おろおろした声でつぶやきながら、部屋の中を歩きまわっていた。

「そんなこと言っても、いまさらどうしようもないじゃないか、それより少しは落ち着きなさい」

　王宮の松竹梅の間……要するにリビングルームなんだが、その中央にあるソファに座すわった王様が、王妃様をたしなめた。

「あなたは、男だからそんなことが言えるんです。女にとって、帝国皇帝陛下主しゆ催さいの舞踏会に参加できるってことがどんなことなのか、おわかりでないからですわ！」

　王妃様は、そう言うと僕ぼくを見た。

「マイド様のような貴族様ならいざしらず、メイのような田舎いなか者ものに、そんな晴れ舞ぶ台たいがつとまるかしら……何かとんでもないそそうをしでかすんじゃないかと思うと、じっとしていられませんの……お笑いにならないでくださいね」

「あ、いえ、笑うなんてそんな……」

　そう答える僕の顔は、ひきつっていたかもしれない。

　貴族と言っても僕のような下級貴族には、皇帝陛下主催の舞踏会なんか縁えんがない……いや、正確に言った方がいいな、舞踏会なんてもの自体に縁がないって。

「いくら歩き回っても、魔ま法ほう使つかいのお婆ばあさんがカボチャを馬車にしてくれたり、ボロ服をドレスにしてくれるわけじゃない。今の私たちにできるかぎりのことをしてやるしかないだろう。高望みはせんことだ」

　王様の言葉を聞いた王妃様は、大きくため息をついて、ソファに座り込んだ。

「そうですわね、できるかぎりのことをしてあげるしかありませんものね」

　前線から戻った僕たちは、その足で王国議会に向かい、報告を行った後で、王宮に戻ってきた。

　メイは、ネットマガジンとやらの取材があるとかで、一足先に僕だけが戻ったのだが、王宮は上を下への大おお騒さわぎになっていた。

　皇帝陛下の親書には、アウトニア王家第三皇女メイ・シザーズを、二週間後に帝国王宮の大広間で行われる皇帝陛下主催の舞ぶ踏とう晩ばん餐さん会かいに招待する旨むねの内容が書かれていたのだ。

　帝星ブックスに行くということすらめったにない辺境国家の人間にとって、帝星の、それも皇帝陛下の主催する舞踏会に招待されるということがどんなことなのか想像がつく。王妃様がおろおろして歩き回るのも、まあ無理はない。

　……帝星ブックスでメイを待っているのはきっと天国のようなきらびやかな光景だろう。

　喜びと不安で一いつ杯ぱいの王妃様を見ながら、僕は自分を待っているであろう地じ獄ごくのような光景を思い浮うかべた。

　皇帝陛下の新書が届くのとほぼ同時に、僕にも命令が届いていた。

『戦せん況きよう報告のため、帝国軍人マイド・ガーナッシュ中ちゆう尉いを、帝国軍軍務局に召しよう還かんする。なお、その際、国こく賓ひんであるアウトニア王家第三皇女の身辺警護を任命する』

　めずらしいことに、その命令書の署名は、参さん謀ぼう本部長ではなく、帝国軍軍務局長の名前になっていた。

　本来ならば作戦行動中の部隊に対する一次命令権は参謀本部長にある。軍務局長にはない。

　不ふ審しんに思った僕は、通達を調査して……そして驚おどろいた。

　僕はずっと作戦行動についていないことになっていた。つまり、あのアウトニア軍と神聖ローデスとの戦いに始まった一連の戦いに、僕は参加していないことになっていたのだ。

　アウトニアから行った僕の報告は一切受理されていなかった。アウトニア回廊に神聖ローデス軍が侵しん入にゆうしたことも、敵が傭よう兵へい隊を使用したことも、僕が応おう援えんを要よう請せいして、それを断られたことも、一切記録されていなかった。

　おそらく、記録は削さく除じよされたのだろう……『そんな事実はなかった』ことにされたのだ。

　理由は一つしか考えられなかった。そう、臨戦態勢にあるべき実戦部隊に一ヶ月もの完全休きゆう暇かを与あたえ、アウトニアの応援を断ったアリクレストの行こう為いを記録するわけにはいかないと、参謀本部が判断したためだろう。

　アリクレストは、アウトニアの戦いなど、どうなっても大局には影えい響きようがない、無視したところで何の問題も生じない……そう考えていたのだろう。まさかマスコミによってアウトニアの戦いが報道され、一大ブームになることなど、予想すらしていなかったに違ちがいない。

　アウトニアの戦いを知った帝国の国民は当然疑問に思うはずだ。『帝国と盟約を結んだ辺境の小国に、なぜ帝国軍は応援の手をさしのべなかったのか』と。

　この疑問に答える方法はひとつしかない。

「知らなかった」

　そう、帝国軍は知らなかったのだ。

　アウトニア回かい廊ろうが神聖ローデスに侵おかされていることも、アウトニア軍が、敵の雇やとった傭兵隊と必死に戦っていることも、まったく知らなかったのだ。

　その責任は、帝てい国こく参謀本部にはない、その責任は報告を怠おこたったアウトニアの駐ちゆう在ざい武官にある。

　僕は、参謀本部の査問会議で、そう答えるアリクレストの顔を想像した。

　その会議の議長は、アリクレストの父親であるオーガスタ参謀長閣下その人だ。

　会議の結果は聞かなくたってわかる。

　帝星ブックスの軍務局で僕を待ちかまえているのは職務怠たい慢まんによる軍法会議かもしれない。

　いや、もし、僕が軍法会議にかけられるのならば、こんな召還命令ですむわけがない。とっくに憲兵隊がやってきて僕ぼくは身み柄がらを拘こう束そくされているに違いない。

　……ということは、僕にはまだ、望みがあるってことなんだろう。




「マイド様！　お願いします」

　王おう妃ひ様の声で僕は我に返った。

「あ、すみません、少し考え事をしておりました……どのようなことでしょう」

　王妃様は、恐きよう縮しゆくしたような顔をした。

「いえ……謝あやまるのはこちらですわ、マイド様は帝国軍人で、戦争が終わった後も、いろいろお忙いそがしいということを忘れておりました……」

「あ、いえ、忙しいのはいつものことですから、ご心配なく、僕にできることなら何でもお手伝いしますよ、何でしょう？」

　王妃様は決意を秘ひめた目で僕を見た。

「メイを特訓したいのです」

「特訓？」

「ええ、ダンスの特訓です。美しい高価なドレスも、宝石も与えることのできない私たちにできることは、せめてメイが恥はじをかかないように、あの子のダンスの腕うで前まえを上達させることだけなのです。協力していただけますね、マイド閣下」

　うわ……どうしよう。

　僕は、王妃様に、正直に『ダンスなんてやったことがない』と言って断ろうとしたが、王妃様の思い詰つめた表情の前に言葉を吞のみ込んだ。

「……わかりました、ご協力します。でも、僕は軍人でダンスなどほとんどやったことがありません、それでよければの話ですが……」

「そうですか、では、私が手ほどき致いたしましょうか？　私がメイの相手をしてもよろしいのですが、やはり父親よりもマイド閣下の方が、メイも身が入るのではないかと思うのですよ」

　今まで横で僕と王妃様のやりとりを黙だまって聞いていた王様が、いたずらっぽい目でそう言って笑った。

「あ、はい、よろしくお願いします」

　メイと抱だき合って、くるくる回る自分の姿を想像した僕は、自分の顔が赤くなっていくのに気がついていた。




　こうして、帝星ブックスに旅立つ前の晩まで、王宮ではメイ王女のダンスの特訓が続けられた。

　特訓の対象はメイ王女だけではなかった。運動神経とか体力などの方面にはからきし弱い僕にとっても、それは特訓以外の何ものでもなかった。

　でも、王様と王妃様に見守られて、王宮のリビングルームの中で行われたこの特訓は、僕にとって生しよう涯がい忘れることのできないものとなった。

　そう、僕はこのとき、本当の父と母に見守られて踊おどっているような気がしたのだ。




　メイ王女の帝星ブックスへの旅行の随ずい行こう員いんは、僕を含ふくめて四名までと決められていた。

　独立国の王族を国こく賓ひん待たい遇ぐうで招くのだから、もっと多くの随行員がつくのが当然なのだが、今回の招待が急に決まったために帝てい国こく側の迎むかえの船の手配がつかず、小型快速艇ていしか回せなかったためらしい。

　機体の半分以上が跳ちよう空間航法装置で占しめられたこの小型快速艇本来の目的は、急送文書や伝令使を運ぶことであり、多くの人間や物を乗せることを考えて設計されたものではなかった。

　そのかわり、そのスピードはおそらく帝国に存在する宇宙船では一番だろう。通常のジャンプステーション経由で行けば三週間はかかる帝星までの距きよ離りを、たった一週間で跳とんでしまうのだ。

　会議の結果、僕以外の随行員として、ドキア提てい督とく、マリリン中ちゆう佐さ、そしてワタルが選出された。

　ドキア提督はアウトニア軍の代表として、マリリン中佐は真の功労者として、ワタルは、その勇気ある行動によって。それが選出の理由だ。

　日程が迫せまっていたので、僕たちは大急ぎで荷物をまとめて快速艇に乗り込んだ。




　快速艇の船内は、狭せまかったが極きわめて機能的に作られていた。

　僕とワタルの二人が通された部屋は、突つき当たりに小さな執しつ務むデスクが置かれた小さな部屋で、寝ねるときには、壁へき面めんに収容された二段ベッドが出てくるような設計になっていた。

「わあ、なんかすごいですね。いろいろなしかけがあって、秘密基地みたいだ」

　壁面にあるコントロールパネルを見てワタルが歓かん声せいを上げた。

「触さわる前に、ちゃんとマニュアルを見た方がいいぞ。いきなり天てん井じようからシャワーが出たらどうする？」

　ワタルは、びっくりしたような顔をしてコントロールパネルに伸ばした指を引っ込めた。

「この快速艇は、ひとつのナイフに何十という機能がくっついてる、いわばアーミーナイフみたいなものさ。高機能化技術の結けつ晶しようみたいなものなんだ、よく調べてから触った方がいい」

　僕が笑ってそう言ったとき、後ろから声がした。

「いきなりシャワーが出ることはありませんが、確かによく理解しないうちは、むやみにコントロールパネルに触らない方がいいことは確かですね」

　振ふり向くと、そこに帝国外務局の制服を着た四十歳くらいの穏おん和わそうな男の人が立っていた。

　その人は僕の顔を見ると小さく頭を下げて言った。

「はじめまして、マイド中ちゆう尉い。私は今回のこの旅の総そう括かつ責任者で、メイ王女様をお迎えにあがりました帝国外務局のライタンと申します。居住性が極めて悪いことを心からお詫わびいたします」

「たしかに豪ごう華か客船とまではいかないでしょうが、最新式の快速艇に乗れる機会などめったにありませんから、楽しみです」

「そう言っていただけて、何よりです。ところでマイド中尉の持ち込み品リストの中に、テクノサーバントをお連れになっていると書かれていらしたようですが、今、そのテクノサーバントはどちらに？」

　ライタンは部屋の中を見回した。

「あ、僕ぼくはバイオドールにインストールしてないんです、彼は今、僕のスーツケースの中にある汎はん用よう端たん末まつに入ってます」

「なるほど、それはそれは。さすが、合理的なものの考え方をする帝国士官殿どのですな」

　ライタンは恐きよう縮しゆくしたような顔をした。きっと、今回の旅のためにバイオドールから汎用端末にインストールし直したと思ったのだろう。

　まさか、バイオドールすら買えないほどの貧びん乏ぼう人にんだとは思ってもいないに違ちがいない。

「マイド中尉に、お願いがあるのですが……」

　ライタンは、おずおずと切り出した。

「はい、何でしょうか？」

「この快速艇『サザンカ』は、跳空間航法時にさらに時空間歪わい曲きよくを行い、その時空波動の波から波へと跳ぶという非常にタイトな航法を行います。その航法ナビゲーションを行うのは、この航法のために特別にチューニングされた生体脳なのです」

「生体脳？　人間のですか？」

　ライタンは、あわてて両手を目の前で振った。

「いえいえ、猫ねこの細さい胞ぼうから培ばい養ようした人工生物です。その生体脳は、電子人格の思考波を受けると共きよう振しんしてしまうことがあるのです。ですから跳空間航法に入りましたら、電子人格の方には休んでいただくことになっております。よろしいでしょうか？」

「はい、わかりました。彼にそう言っておきます」

「よろしくお願いします」

　ライタンは、そう言ったあとで、ワタルに向かって声をかけた。

「ワタル・ロングウェイ殿」

「はい！」

　壁面の一部に浮うかび上がったディスプレイの画面で、部屋の機能についてのマニュアルを見ていたワタルが、あわてて振り返った。

「お望みならば、この快速艇『サザンカ』の船内をご案内いたしますが、どうしますか？」

　ワタルは目を輝かがやかせて、僕の顔を見た。

　僕はうなずいた。

「見せてもらいなよ、帝星ブックスに行くことはあっても、こんな快速艇に乗れる機会はめったにないぞ」

　ワタルは、壁面のディスプレイをさっと撫なでて映像を消すと、ライタンのところに駆かけ寄った。

「おねがいします！」

「かしこまりました、では、まいりましょう」

　そのとき、ぽーん、という電子音とともに壁面のディスプレイに、パーサーらしい女性の映像が映った。

『ご案内いたします。これよりメインロビーにて、船長が、航行中の諸注意と、船内の設備等についてのご説明をいたします。ご面めん倒どうでもメインロビーまでお越こしくださるようにお願い致いたします』

「わかりました」

　僕がそう答えると、ディスプレイの中の女性は一礼して消えた。

　そして、帝星への旅が始まった。




　跳ちよう空間航法に入って二日目に、この快速艇ていの真しん髄ずいともいうべき時空波動ドライブが始まった。

　航法のナビゲーションを行う生体脳に悪あく影えい響きようを与あたえないように、すべてのコンピュータ関係の機器は、生命維い持じ関連の最低限の機能を残して停止された。

　僕やメイ王女は、本を読んだりして時間をつぶせるが、まだ子供のワタルには、時間をつぶすことができるかどうか不安だったのだが、ドキア提てい督とくが、メインロビーに設置してあった三次元チェスボードで、ワタルに三次元チェスを教えたところ、すぐに夢中になってしまった。

　チェスボードをはさんで老人と少年が、戦術について、かみ合いそうでかみ合わない会話をしている姿は、とても微笑ほほえましいのだが、ときおり会話にはさまる専門的な軍事用語が、その二人が老兵と少年兵であるという事実を僕に告げていた。

　その夜。

　僕は、誰だれかに名前を呼ばれたような気がして目がさめた。

　照明を落とした部屋の壁へき面めんの一角が明るかった。

　……あそこにはメインコンピュータとのアクセス用の小型ディスプレイがあったはずだ。

　目をこらすと、ディスプレイの画面にエンコードされた高速言語の細かなモアレ状の縞しま模も様ようが流れているのが見えた。

　……変だな？　時空波動ドライブに入っているはずなのに、なぜコンピュータ用のディスプレイが動いているんだ？

　僕がベッドから半身を起こしたとき、小型ディスプレイに流れている高速言語の縞模様のスピードが上がり一気に可視速度を超こえた。

　白く輝くそこに浮かび上がったのは、長い白はく髪はつをオールバックにした、見覚えのない老人の顔だった。

　その老人は、人を刺さすような目で僕を見ると、ゆっくりと言った。

『お前がマイド・ガーナッシュか。ヴァルにしてはずいぶんと貧相な若者を手て駒ごまにしたものだな……』

　僕の驚おどろきを見て、老人は鼻で笑った。

『わしが誰なのか、と考えているようだな。お前とは初対面だ。お前の主人であるヴァルゲインとは、百年以上の付き合いがあるがな……』

　この老人は……いや、老人の姿をしたこいつは電子人格に違ちがいない。でも、ヴァルと百年以上の付き合いがあるって……。

　僕ぼくの考えを読み取ったように、その老人は言った。

『わしは名はギンガー。神聖ローデス連合のメイン電子人格である』

　このときの僕の驚きを表現できる言葉は、おそらくこの世にないだろう。

　ギンガーはローデスのすべてをコントロールしていると言われている。ローデスに存在する電子人格は、すべてギンガーの命令に従い、そしてその電子人格の命令に人間が従うのだ。

　人間は間違いを起こすが、神の名を持つ電子人格は間違いを起こさない絶対者であるという教義がローデス教の教えとして広められていたのだ。そしてこの教義に疑問を差し挟む者は異い端たん者しやとして宗教裁判にかけられると言われていた。

　今やローデスの実権は法王のマキン三世ではなくギンガーが握にぎっていると言った方がいいだろう。

『時空波動ドライブ中の船のシステムは、跳空間通信波の位相と近くてな、侵しん入にゆうすることなどわけはないのだ。今回の神聖ローデスの反はん攻こう作戦は、お前にしてやられた。この面ではヴァルゲインの勝ちを認めておこう』

「ヴァルの勝ち？……」

　ギンガーは『何も知らんのか』という顔をした。

『そう、わしとヴァルゲインは、百年にわたって戦ってきた。わしは電子人格として国を、そして人間を管理し、理想の社会をめざしておる、しかしヴァルゲインはそうではない。あいつは人間の可能性などというものを信じ、人間の自律性に任せようとしておるのだ』

　ギンガーは眉まゆをひそめた。

『まったく、人間のような不完全で矛む盾じゆんに満ちた生き物に、自律性など求めるのも愚おろかだというのに、ヴァルゲインともあろうものがそれに気がつかんとはな。我々が人類に手を貸さねば、人類など太古の昔に、その生まれた星の上から一歩も出ぬまま滅ほろびていただろう。自らが歩む道が滅めつ亡ぼうに向かっていることを知っていながら、何一つ有効な手も打てずにずるずると生き続けるしかない、哀あわれな生き物だよ、人間とは……』

　僕を見てギンガーは笑った。

『しかしヴァルゲインも、やることがあざといな。わしは堂々と正面に出て直接人間をコントロール下に置いておるのに、陰かげに隠かくれてお前のような手駒を使うとはな』

「手駒……」

『そう、手駒だ、何ら疑問を抱いだくことなく電子人格を仲間と信じ、そして電子人格に与えられた価値観を守って他の人間を管理するお前のような人間だ。わしの方法に比べれば、はるかに効率が悪い。なぜ、そんな方法を選ぶのか、わしには理解できんな』

「僕は……手駒なんかじゃない！　ヴァルはずっと僕の家に代々仕えてきた。だから両親が事故死したあと、僕の後見人を務めてきた、それだけのことだ！」
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　ギンガーは薄うすい微び笑しようを唇くちびるの端はしに浮うかべた。

『刷り込みがしっかり効いているようだな……さすがはヴァルゲインだ。手駒に自分が手駒と感づかせないように細心の注意を払はらっているというわけだな。おそらくお前はこの先、マガザン帝てい国こくの中に確固たる地位を築くだろう。ヴァルゲインにはお前をその地位にまで引き上げるだけの力がある。そのときお前は気づくだろう、自分がヴァルゲインの手のひらで踊おどっていただけだということにな……』

　ギンガーの言葉に僕は動どう揺ようした。

　まさか……でも、ヴァルの能力ならひょっとして……。

　僕は頭を振ふって自分の頭の中にあった想像を振り払った。

「いや、そんなことがあるわけがない。ヴァルは僕の友達だった。両親が死んだあと、僕の親代わりとして育ててくれたんだ！　それをもって僕を手駒だというのなら、僕は喜んで自分が手駒だということを認めよう！」

　ギンガーは大きく口を開けて哄こう笑しようした。

『わはははは……哀れな手駒だなお前も。実の父と母を見殺しにしたとも知らずに、あの電子人格を親と思ってここまで生きてきたとはな』

「ウソだ！　ヴァルは何もしていない！　僕の両親を殺したのは、門もん閥ばつ貴族の爆ばく弾だんテロだったんだ！」

『そうだ、お前の両親は爆弾テロで死んだ。それは確かだ。では、聞くが、なぜヴァルゲインほどの腕うでをもった電子人格が、その爆弾テロを未然に防がなかったのかね？　いや、防げなくとも、その場所にお前の両親が近づかぬように警告することだってできたはずではないか、なぜ、それをしなかったのか、理由はたったひとつだ』

　ギンガーはそこで言葉を切ると自信たっぷりに言った。

『ヴァルゲインには手て駒ごまとなる子供が必要だったのだ。両親を失い、だれ一人保護する者もいない、世の中から見捨てられた貧びん乏ぼう貴族の子供……そう、保護者となった電子人格しか頼たよるものも慕したうものもない子供がな…』

　ギンガーの言葉は、僕の心に突つき刺ささり、僕の心の奥おく底そこにあった疑問を引きずり出した。

　そうなのか？

　……ヴァルは、そのためだけに僕の両親を見殺しにして、僕の親代わりになったというのか？

　ヴァルが今まで僕に教えてきたことは、すべてギンガーとの戦いのために、僕に信じ込ませてきたことなのか？

　僕は、もう一度ヴァルの顔を思い浮かべた。

　ヴァルは、笑え顔がおを浮かべたまま何も言わなかった。

　僕がショックを受けていることに気づいたのだろう、ディスプレイに映るギンガーの顔に一いつ瞬しゆん喜びの表情が走った。

　その、微笑を見たとき、僕ぼくはそこに、門閥貴族のアリクレストが、僕に土下座させたときと同じ色の微笑を見た。

　……違ちがう。こいつの微笑ほほえみは、ヴァルの微笑みとは違う！

　こいつを信じちゃいけないんだ！

　僕が信じるべきは……。

　そのとき、突とつ然ぜんギンガーの顔が歪ゆがんだ。

　映像が、高速言語の細かな縞しまに分解してゆく。

『く……この干かん渉しよう波ははなんだ……妨ぼう害がいが入ったか……』

　薄れゆくディスプレイの中からギンガーが叫さけんだ。

『マイド・ガーナッシュよ……わしの言葉を信じようと信じまいとそれはお前の勝手だ……ヴァルゲインが帰ってきたら聞いてみろ……両親を見殺しにした理由をな！』

　捨すて台詞ぜりふを残してディスプレイは消えた。

　僕は、二段ベッドの下段に半身を起こしたまましばらく壁へき面めんを見つめていた。

　……もう眠ねむれそうにないな。

　そう判断して、ベッドから起き出したとき、頭の上で、ワタルが起きた気配がした。

「……何かあったんですか？　マイド閣下……」

「いや、なんでもないよ。ちょっと寝ねつけないから、ロビーにいくだけさ。君は寝ていなさい」

「……はい……」

　ワタルは、寝ぼけたような声で答えると、再びごそごそとベッドにもぐりこんだ。




　メインロビーの展望窓から見えるのは、乳白色の亜あ空間フィールドだけだった。

　僕は今、この世のどこでもない場所にいる。

　その乳白色の世界を見つめながら僕は、ずっとギンガーの言葉を考えていた。

　あれはきっと、僕に対する心理攻こう撃げきに違いない。

　僕の心に疑念を振りまき、それが育つのを待つ。

　疑念は、不信という毒を生み出しながら静かに育ち続ける。

　マリリン姉あね御ごが、仕手戦をしかけるときに言った言葉を、僕は思い出していた。

『人の心の中に少しずつ沈ちん殿でんしていく不信という毒が致ち死し量りようを超こえたそのとき、人は目の前にある真実じゃなく心の底に溜たまった毒を信じるのさ』

　そう、だから僕は、ギンガーの撒まいた疑念を信じるわけにはいかないんだ。

　自分に、そう言い聞かせながら、僕は心のどこかで、それはとても難しいことだろうと考えている自分に気がついていた。




　僕たちが通常空間に戻もどったとき、快速艇ていは予定よりまる一日も遅おくれて帝星の恒こう星せい系内に転移していることが判明した。

「本来ならば、これほどの遅れを出すことはないのですが、時空間ドライブ中に、なんらかのアクシデントが生じたようで、ナビゲーション機能が正常に働いておりませんでした」

　ライタンが、心底すまなそうに答えた。

「一日も遅れたってことは、ここから帝星ブックスまでは、さらに一日かかるってことだろう？　……招待されている舞ぶ踏とう会かいに間に合うかどうかわからないってことじゃないのかい？」

　マリリン姉御は不安そうに聞いた。

「あ、いえ、このサザンカは、通常空間での加速能力も優すぐれております。航路内の最優先航行許可を取り、最大加速で帝星まで向かいます。まる二十四時間の遅れを取り戻すことは難しいかもしれませんが、少しでもリカバリーして、絶対に王女様を時間内にお届けしてごらんに入れます」

　ライタンは、胸を張ったあとで続けた。

「恒星系内の最優先航行権を取得するのに十五分ほどかかります。その間にタキシング中の反応炉ろに最大過負荷をかけておきます。おそらく最大加速とバーニア機動を行うことになると思いますので、皆みな様は、全員このメインロビーで、シートに着席してハーネスを着用していただきます」

　その、言葉が終わるのと同時に、ロビーにあった豪ごう華かなソファが床ゆかに沈しずみこみ、代わりに、パイロットたちが座すわる重力サポート付きのクルーシートが、せりあがってきた。

　僕たちは顔を見合わせた。

「やれやれ、こういったシートとは無む縁えんの旅行ができると思っていたのにねえ」

　マリリン姉御は、そうつぶやいてシートに座ると、ハーネスを引き出して固着した。

　僕とメイ王女は、並んで座った。

「シザーズ・クイーンのときを思い出しますね」

　メイ王女はそう言って微笑んだ。

「あのときみたいにハーネスが切れるようなことはないと思います、これは最新式ですから」

　僕が、そう答えると、後ろからマリリン姉御の声がした。

「どーせシザーズ・クイーンはボロ船ですよ」

　メイ王女がくすくすと小声で笑ったそのとき、ライタンの声がした。

『最優先航行権を取得できました。本船は、ただいまより、最大加速で通常空間航行を開始いたします』

　ぐん……と加速するのがわかった。

　慣性中立化装置が働いているにもかかわらず、身体からだにこれだけの加速度を感じるというのは、想像を絶する加速を開始したのだろう。

　ロビーの正面の展望窓から見える外の情景がものすごいスピードで流れ出した。

　やがて、僕たちの乗った快速艇は、恒星系内貨物船や客船などが航行している航路に飛び込んだ。

　僕の横で、メイ王女が身を固くするのがわかった。

　目の前の展望窓に映る光景は、スリリングなどという言葉で表現できるものではなかった。

　シグナルビーコンより早く航路を横切るために、航路上にまだ他の大型コンテナ船と、アーム型客船の並んでいる、そのほんの小さな隙すき間まを見切って、そこに飛び込んですり抜ぬけるなどと言うのは、まだ序の口だった。

　リング状の恒星間連れん絡らく船せんの、そのリングを通り抜けたときは、僕ぼくは死を覚かく悟ごした。

「この船のパイロットは……めちゃくちゃだな」

　通常空間に戻って機能回復していた汎はん用よう端たん末まつからリッキィが答えた。

『この船のコントロールは、生体脳が行っておりますが……喜んでおりますね』

「喜んでいるだって？　このアクロバットをかい？」

『ええ、ごろごろ喉のどを鳴らして喜んでおります。元は猫ねこの細さい胞ぼうですから』

　そうか、この快速艇のメイン人格は猫の生体脳だったんだ。

　僕は、メインスクリーンに映る光景を見て納なつ得とくした。

　もし、ネズミを追いかけて、家の隙間や下水道を走る猫の目で世界を見たら、きっとこんな風に見えるに違いない。

　そのとき、僕の手を誰だれかがつかんだ。

　それは、メイの手だった。

　冷たく汗あせばんだその手は、細かく震ふるえていた。

「メイ王女……目をつぶっていたほうがいいですよ」

「ええ……でも……見てしまうんです」

　僕はメイの手を握にぎり返した。

　メイの手は、一いつ瞬しゆん戸惑とまどったようだったが、すぐにぎゅっと握り返してきた。

　あの光景を見て平気でいられるのは、宇宙船乗り、それも機動戦せん闘とう艇てい乗りくらいのものだろう。

　何かで、気をまぎらわせたほうがいい、でもどうすればいいんだろう。

　僕の手の中で、メイの手の震えが収まってくるのがわかった。

　そういえば、ダンスの特訓のときもそうだったよな。最初、メイは緊きん張ちようしまくってガチガチだったっけ。

　そうだ……この方法があった。

　僕は、メイにささやいた。

「じゃあ、こうしましょう。これからリッキィにダンスの音楽とイメージを送ってもらいます。僕と一いつ緒しよにバーチャルでダンスのイメージトレーニングをしませんか？」

　メイは小さくうなずいて、シートの横にあるヘッドセットを取り上げた。

　僕がヘッドセットを装着すると、リッキィの声が聞こえてきた。

『では、バーチャル映像を投とう影えいいたします。この船のデータベースに、三年前の帝てい国こく舞踏会の映像がございましたのでそれを使用いたします』

　僕の視界が突とつ然ぜん開けた。

　気がつくと、僕はきらびやかなドレスを身にまとった貴婦人たちと、礼服を身に着けた高級貴族たちのど真ん中に立っていた。

　あわてて見回すと、すぐ横にメイが立っていた。

『すごいですね』

　僕がそう言うと、メイは泣きそうな顔をして無言で僕を見上げた。

『大だい丈じよう夫ぶですよ、これはバーチャル映像なんですから』

『でも……』

　僕は黙だまってメイの手を取った。

『あ……』

　驚おどろくメイに向かって僕は深々とお辞じ儀ぎをして言った。

『辺境の美しきお姫ひめ様、どうかこの私と一曲踊おどっていただけませんでしょうか？』

　メイは、にっこり笑うと、うなずいた。

『こちらこそお願いいたします、マイド・ガーナッシュ男だん爵しやく閣下』

　恐おそろしく高い天てん井じようから、きらびやかなシャンデリアがいくつも下がるその大広間の中で僕たちは踊った。

　最初はぎこちなかったメイの踊りに、だんだん硬かたさがとれてきた頃ころ、リッキィの声がした。

『お相手する方が若い人ばかりとは限りませんし、帝国の舞ぶ踏とう会かいには、退たい役えきされた軍人などで義足をつけた方もいらっしゃいます。そういった方との踊りの練習もいたしましょうか？　この船にはそういったデータツールも揃そろっております』

　メイは、はっとした顔をした後で、真しん剣けんな目をして答えた。

『お願いします、どんな方とでも踊れるようにならないと、相手の方に失礼になりますから』

　僕たちが、こうしてバーチャルトレーニングをしている間、快速艇ていは、一路帝星ブックスに向けて飛び続けた。

　快速艇の真価は存分に発揮されたに違ちがいない。なぜなら、僕たちはたった八時間で帝星の周回軌き道どうにたどり着いたからだ。







　第十二章　帝てい星せいブックス







　帝星の周回軌道に入った快速艇サザンカは、今、冷れい却きやくを行うための伝導フィールドに入ってジェネレーターの排はい熱ねつ口こうをフルオープンにして船体の冷却を行っていた。

　もう少し船体の熱が下がらなくては、宇宙港の接せつ舷げんブースに接舷できないのだろう。

　ロビーの展望スクリーンの前に立つと、冷却用伝導フィールドの向こうに、揺ゆらめく青い惑わく星せいが見えた。

　帝星ブックス。

　マガザン帝国の王星。

　司法、立法、行政の、三権をつかさどる機関だけが集中した星。

　この惑星上に住む人間の七十パーセント以上が貴族の称しよう号ごうを持っている、通称『貴族の星』。

　こんなに早く……ここに帰ってくる日が来るなんて、考えてもいなかった。

「きれいな星ですね……」

　メイ王女が、僕ぼくの横に立った。

「あの星が、マイド閣下の生まれ故郷なんですね」

　僕はうなずいた。

「あの星の一番大きな大陸に、銀色の星型のバッジをはりつけたようなものが見えるでしょう？　あれがマガザン帝国の帝都ピクネクトスの都市構造物です。中央にある白い宝石のようなものが、反物質スクリーンによって防護されているマガザン帝国の王宮です。あなたは、今夜あそこに行くのですよ」

　僕を見上げて、すこし不安げにメイ王女は聞いた。

「マイド閣下は……舞踏会には出席なさらないのですか？」

「ええ、確かに僕の名前も招待状にはありましたが、軍務局からの呼び出し命令が優先します。用件が長引けば、舞踏会の方へは向かえなくなると思います」

「……そうですか」

　そう言って小さくため息をついたメイ王女を見て、僕は考えた。

　きっと、あの王宮で行われる舞踏会に一人で参加するのが不安なんだろう。

　僕はメイ王女の不安を取り除くように明るく笑いかけた。

「大丈夫ですよ、アウトニアでも、この船の中でも特訓したじゃないですか。ちゃんと踊れますよ」

「でも……」

　メイ王女はそう言うと下を向いて、そして、とても小さな声で言った。

「マイド先生と踊りたかったんです……私……」

　僕は、その気持ちを受け止めた。

　そして、静かに言った。

「僕もです、メイ王女」

　僕の横に立つメイの耳の先が赤くなってゆく。

　もし、ここに僕たちだけしかいなかったなら、僕はその場でメイを抱だきしめていたかもしれない。




　宇宙港に降り立った僕が一番最初にやったことは、ロビーの天井に張られた透とう明めいの硬こう化かテクタイトの向こうにある宇宙空間を見上げることだった。

　そこには、あのときと同じように何千何百という銀色のきらめきが散らばっていた。

　サカナに似た銀色の流線型のシルエットを持つ宇宙戦せん艦かんの群れ……。

　僕は、あの群れを、自分の手でつかみたかった……。

　その夢は、かなった。

　そう……規模はささやかだが、僕は確かに自分の手でつかんだんだ。

　あの日……僕が、帝星の宇宙港で、星の海を見上げて自分の人生が終わったと考えていた、あの日から、まだ一年も経っていないんだ。

　あのとき、僕はもう二度と生まれ故郷である帝星ブックスの地を踏ふむことはないと考えていた。

　僕の脳のう裏りに、キエノ大たい尉いの顔が浮うかんだ。

　士官学校時代の実戦戦せん闘とう訓練課程の教官だったキエノ大尉は、士官学校卒業のあの日、ここで僕に言った。

『生きろ、マイド候補生。どんな状じよう況きようでも生き延びるんだ……』

　教官……あなたの言うとおり、僕は今、生きています。そう、僕は、自分のためだけに生きてきたわけではないのですね。

　あなたに言われたことは忘れません。そしてこれがそのための一歩になるようにがんばります。

　ロビーには、外務省の職員と軍務局の職員が僕たちを待っていた。

「僕は、ここからみんなとは別行動だ。ドキア提てい督とく、マリリン中ちゆう佐さ、メイ王女のことは頼たのみます」

　僕がそう言うと、ワタルが口をとがらせて文句を言った。

「どうして僕には、頼むって言わないんですか？」

　マリリン中佐がワタルの頭を小こ突づいて言った。

「あんたの肩かたにメイ王女の安全がかかるようなことがあれば、もうおしまいだからだよ」

　僕たちは笑った。

「では、失礼します、メイ王女。特訓したんですから自信を持って踊おどってくださいね」

　メイ王女はうなずいた。

「あの……マイド閣下も時間があればぜひ舞ぶ踏とう会かいの会場に来てくださいね」

「わかりました。たとえ一分でも、時間があれば、必ずうかがいます」

　僕ぼくはそういい残すと、メイ王女一行と別れて、軍務局の職員と軍用の軌き道どうエレベーターに向かった。




　僕を迎むかえに来ていた軍務局の職員は、三十代の落ち着いた雰ふん囲い気きの男性将校で、ネムノ・マクリー中ちゆう尉いと名乗った。

　必要最小限のことしか語らない無口な人だったが、やさしい目をしているので、僕は安心した。

　……大だい丈じよう夫ぶだ、軍法会議にかけられるわけじゃなさそうだな。

　軌道エレベーターの中にある士官用個室に入って、ドアが閉まったのと同時に、マクリー中尉は、ため息をついて肩の力を抜ぬくと、僕に向かって微笑ほほえんだ。

「やっと情報収集不能区域に入りましたね。これで心置きなくマイド中尉とお話できます」

「情報収集……盗とう聴ちようのことですか？」

「ええ。実際には情報端たん末まつに入ってくる会話を分ぶん析せきするだけで、別に盗聴器がしかけられているわけじゃありませんけど。今、帝てい国こく情報部はマルス家の私兵に牛ぎゆう耳じられていますからね、マルス家に関する話を公共の場ですれば、一発で音声分析にひっかかってしまいますよ」

　マクリー中尉はそう言うと、個室の壁へき面めんにある汎はん用ようディスプレイを見た。

「地表到とう達たつまであと四十分……では、手短に今回のアウトニア騒そう動どうについて、今、帝国軍がどうなっているかご説明しましょう」

　僕は驚おどろいた。

「アウトニア騒動って……何か騒さわぎになっているんですか？」

　マクリー中尉は、ちょっと驚いたような顔をしたあとで、小さくうなずいた。

「なるほど……あなたはウワサどおりの人物のようだ。派は閥ばつと縁えんのない無む垢くな人だからこそ、あのようなことができたわけですね」

　マクリー中尉が説明してくれたのは、帝国軍の中にある三つの大派閥の暗あん闘とうの歴史と現状だった。

　帝国軍は、一枚板のように見えるが、実は大きく三つの派閥に分かれていた。

　これは、貴族が部隊の指揮官になるという帝国軍の慣例が原因だった。

　帝国の有力貴族のほとんどは、皇帝の皇位継けい承しよう権けんを持つ御ご三さん家けの血筋の者だったからだ。

　この御三家の対立軸じくは、そのまま帝国軍の中に持ち込まれていた。

　今の帝国の皇帝である「ダイテツ七世」は二十年ほど前にディア家から立った皇帝だった。

　マイア家、マルス家、そしてディア家からなる帝国の御三家は、名目上は同等だったが、実際はマイア家が代々皇帝として帝国を率いてきた。実際、マイア家から出た歴代の皇帝は聡そう明めいで清せい廉れんな人が多く、ここ二百年間の帝国の繁はん栄えいは、この皇帝たちの力になる部分も多い。しかし、二十年前に、マイア家から出た皇帝が、後あと継つぎを残さぬまま事故で急きゆう逝せいしてしまったために、皇位継承権をめぐって、マルス家とマイア家の対立が激化した。

　皇帝を自分の血筋から出すのが悲願だったマルス家は、自分の息がかかった帝国軍の一部を、帝星の周回軌道に入れるという恫どう喝かつまがいのなりふり構わぬ行動を起こし、それに対たい抗こうするためにマイア家もまた、自分の血族が指揮する部隊を呼び寄せたため、帝国は内乱の一歩手前ぐらいまで行った。

　そしてこのとき、帝国議会と、帝国軍の主流派は、マイア家でもマルス家でもない、ディア家から皇帝を擁よう立りつするという手段に出た。マイア家とマルス家の確かく執しつによる内乱から帝国を救うのはそれしかないという帝国議長の英断だった。

　ディア家は、帝国を興おこした覇は王おうダイテツの直系の一族であり、血統的には、もっとも皇帝にふさわしいのだが、学がく者しや肌はだの者が多く権力闘とう争そうとは無む縁えんの位置にいた。

　このとき、皇帝の血筋を三つに分けるという安全装置は無事に働いた。しかし、日ひ陰かげの存在だったディア家から出た新皇帝ダイテツ七世は、帝国軍に対する影えい響きよう力りよくをほとんど持っていなかったため、このとき、帝国軍を私兵として動かしたマルス家に対して、たいした処分も行えなかったのだ。

　この『処分なし』という処断が、帝国軍をマルス家の私兵化する動きを加速していった。

　今、帝国の実戦部隊のほとんどの司令官はマルス家の息がかかったもので占しめられているらしい。

「マルス家は、戦線拡大路線を取りたがっています。軍人の支持を得るには、それが一番手っ取り早いですからね。しかし、戦争とは、そんなに簡単に、そして自分たちの勢力拡大のために起こすことが許されるものではありません。そのマルス家の独走を抑おさえているのが、軍務局などの事務方に影響力を持つディア家とマイア家というわけなのです」

　マクリー中ちゆう尉いは、そこで言葉を切って僕に笑いかけた。

「おわかりになりましたか？　マイド中尉、我々はあなたの味方なのです。あなたは、マルス家の露ろ骨こつな攻こう撃げきをしのいだばかりか、その攻撃に見事に反撃してみせた。それも、正面から正々堂々とね。陰かげに回って見えないところで工作をすることしかできない連中にとって、それは、もっとも嫌いやなタイプの反撃なのです」

「僕は、そんなことを考えていたわけじゃありません……そう、僕はただ、自分に課せられた責任をどう果たせばいいのか、それだけを考えていたんです」

　マクリー中尉は小さくうなずいた。

「蟹かには自分の甲こう羅らに合わせて穴を掘ほる、と申します。マルス家の連中には、そんなことを考えて行動する人間が存在するなんてことは、想像すらできなかったのでしょう……作戦行動の基本は、敵の目で自分の陣じん形けいを見ることだ、と教わった覚えがあります。マイド中尉、ひとつ、マルス家の目でご自分をごらんになってみてはいかがですか？」

「マルス家の目で……ですか？」

　僕はとまどった。

「いきなりそう言われても……僕は敵は帝国の外にしかいないと思っていましたから……」

　マクリー中尉は悲しそうな目をした。

「外なる敵と戦える実戦部隊が心底うらやましいと感じるときは、こんなときですね……マイド中尉、よく覚えておいてください。本当の敵は帝てい国こくの中に存在します。国を荒こう廃はいさせ、人心を乱し、国を滅ほろぼすのは、外なる敵ではないのですよ」




　国防総省の入り口で僕ぼくは汎はん用よう端たん末まつを取り上げられた。

　情報の漏ろう洩えいを防ぐために、ここから先は承しよう認にんを得た電子人格以外は立ち入ることができない。

　リッキィは本来船せん舶ぱく管理用の電子人格であり、当局から承認されていなかったのだから仕方ないのだが、やはり手元に汎用端末がないというのは僕を不安にさせた。

　帝国軍務局に出頭した僕は、軍務局の上層部の将官たちから、今回のアウトニア戦せん役えきについての、マルスたちのドタバタぶりを聞いて思わず笑ってしまった。

　マルス家の頭領であるオーガスタ・マルス参さん謀ぼう本部長は、桃もも星ぼし空域でにらみあっている神聖ローデス連合軍に対し全面的な先制攻こう勢せいを主張していたそうだ。

　すべての兵力を分散することなく、一点に集中し、敵の正面を抜ぬく。

　これほどすばらしい作戦はない。そう、うまく行けばの話だ。実際にはそんなに簡単に正面を抜かせてくれるわけがない。それに、すべての兵力を集中させれば、弱体化した他の戦線に綻ほころびが生じるおそれがある。そう主張した他の将官に対し、オーガスタ参謀長は、そのようなことはない、帝国の領土と、傘さん下かの国家の領土は絶対に安全であると大見得を切った。

　こうして、桃星空域における第八次桃星戦役はスタートしたのだが、このとき、神聖ローデス側も、アウトニア回かい廊ろうと、桃星空域の二箇か所しよからの同時侵しん攻こうを計画していたのだ。

　いや、正確に言えば同時侵攻ではない。まずアウトニア回廊に侵しん入にゆうし、そこに帝国の目を向けさせておいてから正面に戦力を集中させようとしたのだ。いわばアウトニア回廊は陽動にすぎなかった。

　この、神聖ローデス側の思おも惑わくは、ものの見事に外れた。そう、神聖ローデス軍が、アウトニアに侵攻しても、帝国は見向きもしなかったのだ。

　まさか、この方面を担当している作戦指導部が、個人的な復ふく讐しゆう心しんで、敵国の侵攻を見過ごすなどということがあるとは、夢にも思わなかったに違ちがいない。

　神聖ローデス軍側は、正規軍のほとんどを桃星戦線に集中させたために使える部隊がなかったことから、アウトニア攻略後の治安維い持じ行動のために雇こ用ようしてあった傭よう兵へい隊をアウトニア戦線に投入したのだ。

　この、アウトニアとミリオン傭兵隊の戦いが、マスコミに登場したとき、帝国軍参謀本部は大おお騒さわぎとなった。

　まさに、それは寝ね耳みみに水だったからだ。

　さらに、アウトニア回廊が敵の手に落ちていると言う事実が、この騒ぎを大きくした。

　一刻も早く帝国軍を応おう援えんに差し向けなくてはならない、しかし、今、帝国の主力は桃星空域で敵とにらみ合っており、動くことはできない。しかも、こういうときのために配置されている辺境巡じゆん視し艦かん隊たいには、よりによって一ヶ月の完全休きゆう暇かが与あたえられていた。

　このバカげた命令を下したのはアリクレストだったのだが、いつのまにかその命令はアリクレストの副官が勝手に出したことにされていた。

　参謀本部会議で、オーガスタ参謀長は窮きゆ地うちに立った。ほんの三ヶ月前、そこでオーガスタ参謀長は、帝てい国こくの領土は絶対に安全であると大見得を切ったばかりなのだ。

　戦線縮小と、攻勢ではなく守勢を主体とした艦隊運用を求める他の高官に対し、オーガスタ参謀長はあくまでも当初の攻勢を主張し『アウトニアなどという聞いたこともない辺境国家など、滅びようとどうなろうとかまわないではないか！　ここで神聖ローデスに一いち撃げきを与えれば、辺境国家の数倍の領地が手に入るのだ！』と言い放った。

　自己の権益しか考えていないオーガスタ参謀長の言葉を聞いた皇帝は、戦線縮小を決定し、アウトニアに援えん軍ぐんを差し向けるように命令した。

　参謀本部会議という公式の場で、皇帝が公言した決定には、さすがのオーガスタ参謀長も逆らえなかった。

　しかし、アウトニアへ派は遣けんされる援軍の編制は、ことごとく妨ぼう害がいされた。マルス家の連中は、きっとアウトニアに滅めつ亡ぼうしてほしかったに違いない。

　マスコミのアウトニアの戦いを取り上げる頻ひん度どが増しはじめるのと同時に、帝国軍への風当たりは激しくなっていった。

　なぜ、あんな辺境国家が独力で戦い続けなくてはならないのか？

　なぜ、帝国軍は動かないのか？

　そういった声が上がるのは当然のことだった。

　そして、前線の兵士や、軍の関係者……特にアリクレストとマイドの士官学校時代の確かく執しつを知っている人間から、ことの真相が漏もれ始めた。

　それは、あくまでもウワサ話や、ネットの無記名掲けい示じ板ばんなどへの書き込みであり、表立ったものはひとつもなかった。

　しかし、真実だけが持つ重さに誰だれもが気づいたのだろう、その情報はどんどん広がって行った。

　マルス家は、アリクレストに対する評判が地に落ちる前にあわてて援軍の編制を行った。そして部隊が出発したことを発表したのだが、その発表はアウトニアが勝利したというニュースが飛び交った後に行われたため、人々の失笑を買っただけだった。




「理解したかねマイド中ちゆう尉い。君が今、帝国軍のなかでどんな立場にいるのか」

　軍務局の高官は、そう言って僕を正面から見た。

「君にはなんの後うしろ盾だてもない。今の帝国軍において、派は閥ばつに属さないということは、一切の庇ひ護ごを受けることなく嵐あらしの大海に手漕こぎボートで乗り出すようなものなのだ」

「僕に……あなたがたの一派に入れ、と言うのですか？」

　高官は目を閉じて小さく笑った。

「まさに……直球だな。いや、笑ってすまなかった。変化球しか受けてこなかった私には、そのまっすぐな球を受ける覚かく悟ごができていなかったようだ……」

　目を開けて、高官は静かに言った。

「本当は、君に我々の仲間に入れと言うつもりだったが……気が変わったよ。君には君の道がある、おそらく私のような人間にはまぶしくて歩くことすらできない道がね。ただ、これだけは覚えていて欲ほしい。我々は君の味方だ」

「僕ぼくはあなたがたに何の利益ももたらすことはできません……なのに、なぜ、僕に味方してくれるのですか？」

「私が君の味方をする理由は……利害などという部分ではない、ただ、君のような人間にこそ帝てい国こくの将来を背負って欲しいからだ。それだけだよ……」

「わかりました。ありがとうございます」

　僕は黙だまって立ち上がると、敬礼した。

　高官はちょっと驚おどろいたような顔をしたが、すぐにイスから立ち上がって僕に答礼を返した。

　そして、照れたように微笑ほほえんだ。

「そうか……君も私も軍人だったんだな、忘れてしまうところだった……軍人は国民を守るために存在する、それゆえに尊敬されているのだということをな……」

　軍務局長の部屋を出たところにマクリー中尉が待っていた。

「ご苦労様でした、これから作戦指導部参さん謀ぼう会議へ向かいます。あそこはマルス家の巣そう窟くつです。お気をつけて」

　僕たちは、将官用の高速プラットフォームに乗り込んだ。

　オペレーターが、マクリー中尉が示した指示書を見てちょっと驚いたような顔をした。

「Ｓエリアですか？」

「そうだ、急いでくれ」

　オペレーターはバネじかけのような敬礼をして、コントロールパネルに向かった。




　帝国軍務局と作戦指導部はおなじ国防省の建物の中にある。

　もっとも、十二キロ四方もある建物を、簡単に建物と呼んでいいのかどうかわからないが、とにかくそれはひとつの建造物だった。

　作戦指導部は、一いつ般ぱん兵へいの立ち入れるＤエリアのさらにその奥おく、何重ものチェックを越こえた先のＳエリアにあった。

　プラットフォームを降りた僕たちは、ほとんど人ひと影かげのない通路に立っていた。

「変ですね、ここに作戦指導部の者が迎むかえに来ていることになっているのですが……」

　マクリー中尉が訝いぶかしげに言ったとき、壁へき面めんにあるモニターが輝かがやいて、女性士官らしい人のホログラフが僕たちの前に立ち上がった。

　その士官は、機械的な微び笑しようを浮うかべて言った。

『マイド・ガーナッシュ中尉ですね』

「はい、そうです」

　僕が答えるのと同時に、何本もの走査線が僕の全身をスキャンしはじめた。

　セキュリティチェックにしては、ずいぶんと念入りにスキャンするんだな……。

　僕はこのとき、それくらいのことしか考えなかった。

　スキャンが終わったとき、ホログラフの女性士官はもう一度機械的な微笑を浮かべた。

『誠に申し訳ありません。本日予定されておりました参謀本部会議は中止されました』

「なんだって？　聞いていないぞ！」

　マクリー中尉が声を上げた。

　ホログラフの女性士官は、マクリー中尉の方を向いた。

『この決定は参謀本部からの通達です、軍務局の中尉であるあなたには通達を見る権限がございません。なお、中止の理由は、本日王宮で行われる皇こう帝てい陛下主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいに、マイド・ガーナッシュ中尉が招待されていたためです。皇帝陛下の御ご意い向こうを尊重したためですので、あしからずご了りよう承しようください』

　ホログラフは一礼して消えた。

「何だあの言い草は……」

　マクリー中尉は怒おこっていた。

　まあ、そうだろう。いきなり出てきたホログラフにあんな言い方をされて怒らないほうがおかしい。

　でも、僕の心は王宮で行われる舞踏会に参加できるかもしれないという期待でいっぱいになっていて、このときのホログラフの対応のおかしな部分など気にも留めなかった。




　僕は大至急で国防総省内にあるホテルへと帰ってきた。

　ここは、軍の関係者だけが宿しゆく泊はく滞たい在ざいするためのホテルで、従業員も全員軍の関係者だったが、民間ホテルと同じ研修を受けているため、あんまり軍の組織と言う雰ふん囲い気きのない施し設せつだった。

　自室に入った僕は壁かべに表示されている時間を見た。

　王宮で行われる舞踏会が始まるまであと二時間しかない。

　開会の辞には間に合わないかもしれないが、途と中ちゆうから参加して、晴れ舞ぶ台たいで踊おどるメイ王女の姿を見ることぐらいはできそうだ。

　部屋の中で、用意されていた礼服に着き替がえた僕は、なにげなく礼服のポケットに手を入れた。

　……あれ？　なんだこれは。

　そこには、一枚のレシートのような紙が入っていた。

　この礼服は、皇帝陛下にお目通りするということで特別に装備課からもらった礼服だから、クリーニングのレシートであるわけはないし……。

　そう思いながらその紙を見た僕は驚いた。

　そこにはレジで打たれたような数字を組み合わせて、一つの単語が浮かび上がっていたからだ。

　その文字は……

『危険』

　……なんだこれは。

　どういう意味なんだろう。誰だれかが僕ぼくを狙ねらっているということなんだろうか？　それとも、僕が危険人物であると言いたいのだろうか……？

　考え込んでしまった僕は、ふと壁面の時間表示を見た。

　そして驚おどろいた。

　いけね！　もうこんな時間だ！　こんなところで考え込んでる場合じゃなかった。

　僕はあわてて自室を出ると、タクシーに乗るために正面ロビーから外に出た。

　一台もなかった。

　そんなバカな……僕はホテルのタクシープールを見回した。

　そこには客待ちをしているタクシーが一台もなかったのだ。

　僕はロビーにとって返すとカウンターに向かった。

「お願いします、タクシーを一台お願いできませんか？」

　カウンターにいたクロークは、びっくりしたように僕を見たあとでいかにもすまなそうに答えた。

「誠に申し訳ありません、お客さま、今、タクシー業務管理用のシステムに異常が生じたらしくタクシーを配車することができないそうでございます。誠にご面めん倒どうでもあとしばらくお待ちください」

「あとしばらくって……どのくらい待てばいいんだ？」

「それはわたくしどもにも見当がつきかねます」

　そうか、かんがえてみればそうだ、それはホテルの責任じゃない。

　僕が時間を確かく認にんしたそのとき、正面玄げん関かん前に、一台の乗用車が入って来た。

　それは、もっぱら軍人の送そう迎げいに使われている中型のありふれた車だった。

　車からは、若い将校が二人降りたところだった。

　僕はその車に向かって走った。

「すみません、その送迎車を貸していただけませんか？」

　血相を変えて走ってきた僕を見て、その二人の将校は驚いたようだった。

「あ、すみません、私は辺境派は遣けん軍司令長官、マイド・ガーナッシュ中ちゆう尉いと申します。本日行われる皇帝陛下主催の舞踏会に参加するため、王宮まで行かねばならないのです」

　僕の名前を聞いた二人の眼めが丸くなった。

「マイド……ガーナッシュ……あの、アウトニアのマイド閣下ですか！」

「え、ええ、そうですけど、私は閣下なんて呼ばれるような人間じゃありませんよ」

「何をおっしゃるんですか！　辺境の軍を率いて何十倍の敵を翻ほん弄ろうし、ついに勝利をもぎ取ったあなたの名前を知らない人間は帝国にいませんよ……そうですか、今日は皇帝陛下主催の舞踏会の日でしたか」

　その将校は、もう一人の将校と目を合わせるとうなずいた。

「どうぞお使いください、かぼちゃの馬車というわけには行きませんけどね」

「ありがとうございます！」

　僕はそう言うのと同時に送迎車の中に乗り込むと、バイオノイドの運転手にむかって叫さけんだ。

「王宮へ！　大至急だ！」

　送迎車はホテルの前から飛び出した。




　しかし、国防総省の建物を出たところで、僕はとんでもない渋じゆう滞たいに巻き込まれてしまった。

　通行帯に車がぎっしりと詰つまってしまってぴくりとも動かないのだ。

「どうなっているんだ？　いつもはこんな風じゃないだろう？」

　運転手は当とう惑わくしたように答えた。

「ええ、トラフィックコントロールシステムがちゃんと管理してますからね。何かシステムに異常でもあったんでしょうか？」

「そうかもしれないな。まあ、じたばたしてもはじまらないな、それにしても今日は妙みようなことばかりあるな……」

　僕がそう言って何気なく外を眺ながめたとき、僕の視界に妙みようなものが入ってきた。

　それは沿線のビルにあるごくありふれた電光式立体看板だった。

　様々な文字や絵え柄がらが浮うかび上がるその看板に、奇き妙みような文字が浮かんだのだ。

『危険……舞ぶ踏とう会かい……危険……舞踏会』

「なんだありゃ？」

「え？　何がですか？」

　バイオノイドの運転手は、僕が見ていた看板を見た。

「ほら、あそこの看板」

　僕が指さした看板は、フェイアリンという、ごく普ふ通つうの清せい涼りよう飲料水の看板に変わっていた。

「なんともないじゃないですか」

「あれ……おかしいなあ、今、確かに妙なメッセージのようなものが……」

　運転手は笑った。

「辺境からの旅で、お疲つかれになっているんじゃないですか？　マイド中尉」

「そうかもしれないな……」

　そう答えながら僕は心のどこかで、誰だれかが僕に何かを伝えたがっているような気がしてならなかった。




　王宮に到とう着ちやくしたのは、舞踏会が始まって一時間も過ぎた頃ころだった。

　運転手に礼を言って、送迎車を降りたとたん、僕はいきなりマスコミと思われる連中に取り囲まれた。

「マイド閣下！　ぜひコメントを！」

「アウトニア王家のメイ王女と婚こん約やくされたというのは本当ですか？」

　僕ぼくは驚いた。

「なんですって？　誰がそんなことを言っているんですか？」

　レポーターらしき男は僕の驚き方を見て怪け訝げんな顔をした。

「メールが入ったんですよ、マイド閣下とメイ王女の婚約発表が今日の午後九時に王宮前の広場で行われるって」

「その時間は僕とメイ王女は王宮で行われている皇こう帝てい陛下主しゆ催さいの舞踏会に出席している予定です。そんな時間にここでそんなことをやれるわけがないじゃないですか」

　レポーターは時間を確かく認にんしてから僕に食い下がった。

「今、午後八時四十五分ですよ、もう舞踏会はとっくに始まっているはずですけど」

「僕は軍人です、軍関係の仕事は王宮での舞踏会より優先されるのです」

　レポーターたちは僕の言葉など聞いていなかった。

「何か一言よろしいですか？」

「このデマを流したのは誰で何の目的だとおもいますか？」

「本当にデマなんですよね、結婚する可能性は本当にないと言い切っていただけますか？」

　口々にそんなことを言いながら僕の後を追いかけてきた。

　僕は王宮の出入り口に向かって急いだ。

　王宮の中に入ってしまえば、このレポーターたちは中まで追いかけては来れないはずだ。
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　そう考えながら早足で王宮の正面に向かって歩いてゆくと、そこに見覚えのある人たちが立っていた。

　それは、礼服に身を固めたドキア提てい督とくと、スーツに蝶ちようネクタイをした半ズボン姿のワタルだった。

　二人は僕の姿を見るなり駆かけ寄ってきて、そして言った。

「あ！　マイド閣下！　ご無事でしたか！」

「ホテルが火事になって怪け我がをしたって聞いたんで、今ホテルに向かうところだったんですよ！」

「え？　なんのことを言っているんだ？」

　ドキア提督とワタルは顔を見合わせてから怪訝な顔をした。

「だって、さっき、舞踏会の会場に、そういうメッセージが届いたんですよ。マイド閣下が怪我をしたって……」

「今、マリリン中ちゆう佐さは、メイ王女を連れに行っておるが……これは、悪質な嫌いやがらせかもしれんな」

　ドキア提督の言葉は、妙な説得力があった。

　確かに、一連の奇妙な伝言は、僕たちをこの舞踏会の会場から遠ざけようとしているように思えた。

　しかし、それがもし、悪意から出たものならば、逆に舞踏会の会場で、衆目の中で恥はじをかかせるような方法を取るだろう。

　だとすると……。

　僕の考えがまとまりかけたとき、メイ王女の声がした。

「マイド閣下！　ご無事でしたか！」

　見ると、そこにドレス姿のメイとマリリン中佐が立っていた。

　メイがドレスのすそをつまんで僕の方に走ってきた……そのとき。

　地面が揺ゆれた。

　レポーターたちの声が聞こえた。

「なんだ？　地じ震しんか？」

　いや、これは地震じゃない……。

　僕は確信した。

　なぜならそのとき、僕の目に、王宮の建物の窓から明らかに何かの爆ばく発はつと思われる爆ばく炎えんが噴ふき出す光景が飛び込んできたからだ。







　第十三章　絶望と希望







　この日、王宮の大広間には、皇帝陛下に招待された各界の名士や高級貴族と、その家族など七百人以上の客と、そして千人近い侍じ従じゆうや侍女たちがいた。

　爆発物がしかけられていたのは、皇太子の座すわっていた席のすぐ脇わきだった。

　この爆発の犠ぎ牲せい者しやは四十八人、重軽傷者は二百十六人に及およんだ。

　そして、皇太子が死去したのは、事件から三日目のことだった。

　この知らせを、僕は憲兵隊本部に併へい設せつされている軍刑けい務む所しよの中で聞いた。




　あの日、幸運にも爆発に巻き込まれなかった僕たちは、すぐに救きゆう援えん活動にあたった。

　負傷者を搬はん出しゆつする救急隊を案内したり、身元確認のために招待客のデータベースからリストを立ち上げたり、とにかくできるかぎりのことをやった。

　そして、夜が白々明けてくる頃ころ、僕は、まだ混乱している現場で憲兵隊に、爆発物による皇帝暗殺犯の容疑者として逮たい捕ほされたのだ。

　僕が容疑者となった理由は、舞ぶ踏とう会かいの映像分ぶん析せきの結果だった。

　取調べのとき、僕ぼくはその映像を見せてもらった。

　そこには、皇太子の席のすぐ近くに、アウトニア特産のワインの詰つめ合わせを持っていく僕の姿が映っていた。

　その映像を見たとき、僕はこの事件の本当の犯人を知った。

　犯人は、スキャニングした僕の映像を、実行犯の映像の上に重ねたのだ。

　僕の映像は、直前にスキャニングされたものに違ちがいない。

　そしてそのスキャニングは、おそらくあの日、作戦指導部の入り口で行われたあれだろう。

　この事件の真犯人は作戦指導部の中にいるのだ。

　この幼よう稚ちな手口と、そして、僕に対して直接攻こう撃げきをすることなく、まったく別の人間に対して攻撃を加え、その罪を僕にかぶせるやり方……。

　それは、僕が士官学校にいる間に、さんざんしかけられたやり方とまったく同じだった。

　そう……そいつの名前はアリクレストという。

　アウトニアの戦いに関する一切の記録を消去したのは、アリクレストの父親であるオーガスタ参さん謀ぼう長ちようの仕し業わざかもしれないが、この爆ばく弾だん事件は、アリクレストの仕業に間違いないだろう。

　しかし、おそらくこれでアリクレストも終わりだ。

　皇こう帝ていの主しゆ催さいする舞踏会に爆弾をしかけ、皇太子を殺したこの事件は、士官学校時代のように、親父おやじの七光りでどうのこうのできるレベルじゃない。この事件は、闇やみから闇に葬ほうむられることはない。おそらく正々堂々と裁判が開かれて、そこで証しよう拠こが調べられることになる。あの映像など、鑑かん定ていにかかれば簡単に見破られてしまうだろう。

　裁判が開かれるまで、僕は留置されつづけるかもしれない、しかし、裁判さえ開かれれば無実は証明され、僕は自由になれるはずだ。

　僕は希望をもって、裁判の日を待つことにした。




　逮捕されて二週間が過ぎた。

　僕は、憲兵隊の中に、明らかに態度の違う二種類の人間がいることに気がついていた。

　ひとつは、何がなんでも僕に自供させて僕を犯人に仕立て上げたくて仕方がない人間。

　そしてもうひとつは、取調べの時間に、さまざまな情報を僕に教えて、さりげなく僕を励はげましてくれる人間。

　僕は今、帝てい国こく軍を二つに分ける派は閥ばつの隙すき間まにぶらさがっているのに違いない。

　この日、僕を取調べた憲兵隊の大たい尉いは、後者の一派だった。

「おはようございます」

　取調室に入った僕がそう言うと、大尉は、僕を哀あわれむような目で見て言った。

「マイド中ちゆう尉い、希望は捨てないことです」

「どうかしましたか？　何かありましたか？」

「ダイテツ七世様が退位することになりました。皇太子の死去にかなりショックを受けておりましたから、もしや……とは思っていたのですが……」

「皇帝陛下には他にお子さんはいらっしゃらないと聞いておりますが……では、新皇帝はどなたが即そく位いなさるのですか？」

「昨日の皇位継けい承しよう者しや選定会議で」大尉は、ゆっくりとつづけた。「マルス……マルス・アリクレスト様が即位なさることに決定したそうです」

　それは、僕にとって死し刑けい宣告に等しい知らせだった。

　真犯人が、絶対に罰ばつせられない存在になってしまったのだ。

　まさか裁判で、皇帝を犯罪者として処断することなどできはしない。ならば、どうするか、答えはひとつだ。

『代わりの犯人を作り出す』

　それしかない。そして、その犯人に一番近いところにいるのが僕に違いない。

　僕の顔色を見た大尉は、僕を励ますように言った。

「大だい丈じよう夫ぶです。たとえ有罪が宣告されたとしても、新皇帝即位のときの恩おん赦しやによって、死刑は免まぬかれるはずです」

「恩赦……僕をこんな目に遭あわせた男が即位する……そのお祝いのために……僕を殺さないでやろうというわけですね」

　僕は震ふるえる声で続けた。

「お願いです、大尉。僕に教えてくれませんか？　僕は彼にどんなお祝いとお礼の言葉を贈おくればいいのですか？」

　大尉は無言だった。

　やりきれない悲しみを込めた目で、僕を見つめているだけだった。

　独どく房ぼうに戻もどった僕は、ベッドの上で膝ひざを抱かかえて壁かべにもたれたままぼんやりとその日を過ごした。

　何もしたくなかった。

　何も考えたくなかった。

「アリクレスト皇帝陛下……か」

　そう、つぶやいたとき僕は知った。

　絶望という言葉には、まだ、可能性が含ふくまれているということを。

　僕の心の中には、もはや絶望すらなかった。

　自分の手の中にあったすべてのものが、砂になって、指の隙間から流れ落ちてしまったような気がした。




　次の日も。

　その次の日も。

　僕は、ぼんやりと壁を見て過ごした。

　すべてのものが意味を失った今、僕が生きていることにどんな意味があるのだろう。

　アリクレストは皇帝になる。

　それは、神になったのと同じことだ。

　絶対に間ま違ちがいを犯さぬ無む謬びゆうの存在として、あいつは帝国に君臨する。

　指先一本で……いや、まばたきひとつで万の命を消すことだってできる。

　あいつの命令に逆らうことは、そのまま帝国に対する反逆となる。

　だとしたら……。僕ぼくは何を信じ、何に価値を求めればいいのだろう。




　ピン！……。

　壁にある連れん絡らく用のディスプレイからアラーム音がした。

　顔を上げると、そこに僕を犯人にしたがっている側の憲兵が映っていた。

　そいつは横おう柄へいな口調で言った。

『面会だ……』

　僕は、その口調と態度に今まで感じていたはずの不快感や反はん抗こう心しんが自分の中から完全に消えていることに驚おどろきもしなかった。

　面会室は、きわめて殺風景な部屋だった。

　事務机とイスだけの、僕が今まで取り調べを受けてきた調べ室とほとんど同じようなつくりの部屋だが、その真ん中に、こちら側とあちら側を隔へだてる透とう明めいな硬こう化かテクタイトの仕切があるという点だけが違っていた。

　僕は事務机の前のイスに座すわるように指示された。

　何分待ったのかわからない。僕にはもう時間の感覚なんかなかったからだ。

　面会室の仕切りの向こうにあるドアが開き、憲兵が入ってきた。そして、その後に続いて面会室に入ってきたのは……メイ王女だった。

　メイ王女は、僕の顔を見て、ほっとしたような顔をしたあとで、視線を脇わきに立つ憲兵に送った。

　憲兵が無言でうなずくのを見て、メイは僕の前にあるイスに座った。

　ぎこちない微笑ほほえみを浮うかべてメイは言った。

「お元気そうですね」

　微笑む気力すらなかった。

「まだ、生きてますよ」

　僕の答えを聞いたメイは、小さく目を見開いた。

「マイド閣下、この事件の犯人が、あなたではないということを皆みなさんが知っています。だから希望を持ってください」

「希望……ですか……」

「ええ、再調査して、マイド男だん爵しやくの嫌けん疑ぎを晴らすことを、アリクレスト閣下にお約束していただきました」

　僕は耳を疑った。

「いま……なんとおっしゃいました？」

　メイ王女は小さくうなずいた。

「先日、アリクレスト閣下にお会いしたのです。私は閣下にたいそう気に入っていただけたらしく、皇位についたあかつきには、私を側室の一人にしたい、とおっしゃいました」

　頭の中に、わけがわからない言葉が渦うず巻まいた。

　目に映るすべてのものの輪りん郭かくと色しき彩さいが失われてゆく。

　メイは、淡たん々たんと話し続けた。

「アウトニアのような辺境国にとって、帝てい国こく皇こう帝ていの姻いん族ぞくになれるということが、どれほど名めい誉よなことか、おわかりですよね……これで、もし、私が皇帝陛下のお世よ継つぎを産むことができれば、アウトニアは未み来らい永えい劫ごうにわたって繁はん栄えいを続けるでしょう」

　メイは微笑んだ。

「ですから……マイド閣下は……自由の身になれるのですよ」

　僕は両手の震ふるえを抑おさえることができなかった。

　なぜなら、全身が震えていたからだ。

　下を向いた僕の喉のどから出た声は、しわがれていて、とても自分の声とは思えなかった。

「お帰りください……」

「マイド閣下？」

「お願いします……僕がわめき出さないうちに……帰ってください……それとも、その程度のプライドすら持てないような状態に僕を追い込むようにと、あいつに言われてきたんですか？」

　メイが息を詰つまらせたのがわかった。

　目をあげると、そこに涙なみだをためたメイの目があった。

「あのとき……マイド先生は、アウトニアのために、すべてを投げ打ってくれました……だから……こんどは私の番なんです」

　閣下ではなく、先生と呼ばれたとき、僕は、すべてを理解した。

　僕は叫さけんだ。

「メイ！　僕なんかどうなってもいい！　やめろ！　君はアウトニアに帰って……幸せになるんだ！　君と引き換かえに自由になんかなりたくない！」

　メイは、僕を見た。

　悲しみと、慈いつくしみと、そして誇ほこりと決意の入り混じった目で僕を見た。

「マイド先生……マイド先生は生きなくてはいけないんです。たとえどんなことがあっても、生き延びなくちゃいけないんです。漂ひよう流りゆうしたときのことを覚えていますか？　私は言いましたよね、非常時に真っ先に食べられるのは私だと……そして、私は本気でそう思っていると……」

　メイは微笑んだ。

「きっと……今が、そのときなんです」

「メイ！」

　僕ぼくの叫びを無視してメイは立ち上がった。そして監かん視ししていた憲兵に軽く会え釈しやくすると、部屋を出て行った。

　僕は何度もメイの名を呼んだ。

　でも、メイは振ふり返らなかった。




　悔くやしかった。

　涙も出ないくらい悔しかった。

　無力な自分が悔しかった。

　握にぎり締しめたこぶしの中で、手のひらに食い込む爪つめの痛みを感じながら、全身から流れ出る血と痛みの中で死にたいと僕は本気で願った。

　もし、このとき、僕の手にナイフがあれば、僕は自分の全身を切り刻んだだろう。




　次の日、再び僕のいる独どく房ぼうのディスプレイのアラームが鳴った。

　画面に映ったのは僕の味方をしてくれている方の憲兵大たい尉いだった。

「面会人が、来ていますが……」

　僕は首を振った。

「いえ……もう、誰だれとも会いたくありません」

　僕の顔を見た大尉は、僕を元気づけるような口調で言った。

「マイド中ちゆう尉い殿どの、この人とは、ぜひお会いした方がよろしいと思います。自分から動かなくては、開ける道も開けませんよ」

　その口調が気になった。

　一体誰なんだろう？

「お会いしますね？」

　僕はうなずいた。




　僕を面会室に連れていった大尉と入れ替かわりに入ってきたのは、マクリー中尉だった。

　ドキア提てい督とくやマリリン中ちゆう佐さの顔を期待していた僕の顔に走った落らく胆たんの色を見て、マクリー中尉はちょっと肩かたをすくめた。そして、部屋の出入り口のところにいる大尉と目配せした。

　大尉が一礼してドアを閉めるのを確かく認にんしたあとで、マクリー中尉は、僕の方に振り向くと、いきなり言った。

「さて、これからマルス家の連中は、この場所の真実の会話と光景を見ることはなくなるのですね」

『はい、この建物の情報システムは、今、完全に私の管理下にあります』

　マクリーの懐ふところから、聞き覚えのある声がした。

　懐なつかしいその声は……

　でも……まさか、そんな……でも、間ま違ちがえるわけがない。

　他の誰が間違えたとしても、僕が間違えるわけがない！

　僕の顔つきを見て、マクリーは微笑ほほえんだ。

「びっくりさせてしまったようですね、マイド中尉」

「今の……声は……」

　僕の声はかすれていた。

　マクリーは、懐に手を入れ、汎はん用よう端たん末まつを取り出して僕の目の前でそれを開いた。

　ホログラフ画面に浮うき上がった彼は、ゆっくりと、いつもの口調で言った。

『誠にもうしわけありませんマイド様、ザイダベックを脱だつ出しゆつした後、電波の状態で飛んでおりましたので、コンポーネントが揃そろうのに少々時間がかかってしまいました……ご苦労されたようですね』

　ヴァルの前で僕は泣いた。

　恥はずかしかったけど、僕は声を上げて泣いた。

　泣きながら笑った。

　最後に残っているのは「希望」という、パンドラの箱の寓ぐう話わは正しかったんだ。







　第十四章　父の言葉







　護送車の窓から見る夕暮れの街の風景は、見知らぬ国の景色けしきのように見えた。

　今、僕は軍刑けい務む所しよから軍事法ほう廷ていに護送されているところだ。

　今日の午後五時に裁判所で開かれる軍事法廷で、おそらく僕は証しよう拠こ不十分ということで無罪になり釈しやく放ほうされるだろう、と聞かされていた。

　マルス家の息がかかった検事たちがいくら僕の有罪を主張しても、僕のアリバイは完かん璧ぺきだったし、検事側の証拠はいかにも粗そ雑ざつで、とうてい僕を有罪にすることはできそうもなかった。

　このまま、黙だまって護送車に乗っていれば僕は自由になれる……そう、乗っていることができればの話だ。

　あの日、ヴァルが教えてくれたのは、マルス家が計画している僕の暗殺計画だった。

　マルス家の連中は、僕を自由にする気など最初からなかったのだ。

　僕の乗った護送車は、この先で、マイア家の息がかかった工作員によって襲しゆう撃げきされ、僕は護送車から救出されることになっている……実を言うと、この工作員はあらかじめマルス家が仕組んだニセ者で、マイア家の預かり知らぬ連中なのだ。

　護送している憲兵を射殺した工作員は、用意してあった車に僕ぼくを乗せて軍務局に逃にげ込もうとするのだが、その途と中ちゆうで、憲兵隊と銃じゆう撃げき戦せんになり、車に小型ミサイルを撃うち込まれて僕は爆ばく死しする。マイア家が、この事件に関かん与よしているという証拠を山ほど残して……。

　それがマルス家の書いた筋書きだった。

　ヴァルの手によって、この計画を知ったドキア提督とマリリン中佐は、マイア家に連れん絡らくを取って、事情を説明した。

　そんな計画が進められているということを知らなかったマイア家は驚きよう愕がくした。そして、僕たちを全面的に支し援えんしてくれることになったのだ。




　護送車の窓から士官学校の正門が見えた。

　あそこにいたとき、僕は自分がこんなことになるなんて想像できただろうか？

　でたまか分隊の仲間たちと過ごした三年間の思い出が胸をよぎったとき、痛みが走った。

　……僕は、犯罪者になってしまうんだ。

　マルス家の手を逃のがれて自由の身になったとしても、それは逃とう亡ぼう犯罪者としての自由に過ぎない。

　爆ばく弾だん犯人とされた僕の名めい誉よは回復されることなく、それどころか、反逆者として帝てい国こく中の軍と警察と憲兵隊に追われる身となるのだ。

　僕はヴァルと交わした会話を思い出していた。

　王宮での爆弾事件の話をしたとき、ヴァルは静かに微笑んで言った。

『こんどこそ……間に合いましたね』

「こんどこそ……ってどういう意味だい？」

　ヴァルは、辛つらかったことを思い出すように言った。

『マイド様のご両親が爆弾テロに巻き込まれたあの日も……私はメインコンポーネントを外してメンテナンスを受けておりました。一切のインターフェースを失った私は、様々な手段を取りましたが、ご両親に警告が届きませんでした』

　僕は、礼服のポケットに入っていたレシートのようなものを思い出した。そして、あの奇き妙みようなネオンサイン……。

「……じゃあ、あの紙やネオンは、ヴァルの仕し業わざだったのか！」

『ええ、最初のコンポーネントでは、セキュリティの低いシステムしか侵しん入にゆうできませんでした……後になってやっとメールシステムを使うことができましたが……』

　ヴァルはそこで言葉を切って、僕に頭を下げた。

『もし、十二年前のあのとき、私に、もう少し能力があれば、マイド様のご両親は健在でしたでしょう……今回、マイド様をお助けできたのは、きっと亡なきご両親が、私に力をお与あたえになったのだと思います』

　僕の頭の中に、サザンカの中で聞いたギンガーの言葉が渦うず巻まいた。

　もし……このヴァルの表情、それすらも演技だとしたら……。

　僕は両手を握にぎりしめた。

『どうかいたしましたか？　マイド様』

　ヴァルはけげんな顔をして僕を見た。

　そうだ……ずっとこのまま、ヴァルを疑ったままで生きていくのは嫌いやだ。

　そんなことは耐たえられない。

　僕は、顔を上げてヴァルを正面から見た。

「僕は……君の手て駒ごまなのかい？」

　ヴァルの表情は変わらなかった。

　そして、表情を変えぬままゆっくりと言った。

『ギンガーと、お会いになりましたか……』

　僕はうなずいた。

　ヴァルはしばらく無言だったが、やがて静かに聞いた。

『いつぞや、マイド様がわたくしに、ヴァルにとって人間とは何かと、お聞きになったことを覚えていらっしゃいますか？』

「マリリン姉あね御ごのところで神聖ローデスのデータを集めていたときのことだね」

　ヴァルは小さく微笑ほほえんだ。

『そのときのお答えと同じですよ、マイド様。神の概がい念ねんは人によって異なりますが、真実神が存在すると言うのなら、神が人類に与えてくれたのは可能性だと思います。わたくしたち電子人格は、その可能性を追求する道具のひとつだと思うのです』

　そうだ、そしてヴァルは言ったんだ。

　もしもこの世界に神様がいなかったら……人間には神にもなれる可能性があるのだと……。

　その可能性を追求することが人間に与えられた課題で、そのために人間は試行錯さく誤ごを繰くり返しているのだとしたら……より良いものになるために生き続けているのだとしたら……。

　僕は、ゆっくりとヴァルに聞いた。

「君たちが可能性を追求する道具なら、僕たち人間もまた道具なんだね」

　ヴァルは、何も言わなかった。ただ、遠くを見るような目つきで僕を見た。

　そう、そのときヴァルの視線は、僕を通り越こしたはるか彼方かなたにあるものを見ていた。

　そのヴァルの目を見たとき、僕は確信した。

　僕が信じるべきはギンガーの言葉ではない、ということを。

　……確かに僕はヴァルの手駒なのかもしれない。僕はヴァルの言葉を信じてヴァルの言うとおりに今まで生きてきた。僕はヴァルのあやつり人形だったのかもしれない……。

　でも、ヴァルが今まで僕に教えてくれたことに、間違いはあっただろうか？

　いや、ヴァルは間違っていなかった。

　そのヴァルの言葉が間違っていなかったとしたら、そしてヴァルの言うとおりに生きることが正しくて、そしてそのことで誰だれかが幸せになれるなら、僕は喜んであやつり人形になろう。

　僕がたとえ使い捨ての手駒だとしても、僕はかまわない。




　僕ぼくは喜んで道具になろう。

　より良く生きる人々のために。




　護送車のスピードが落ちた。

　……いよいよだな。

　道路は渋じゆう滞たいしていた。

　軍用の専用路が渋滞するなどということがあるということを僕は初めて知った。

「なんだ？　なぜ渋滞しているんだ？」

「さあ……わからんな」

　僕を護送している憲兵たちの会話する声が聞こえた。

　やがて、護送車が完全に停止した。

　前の方で声が聞こえた。

「だめだ！　この先で大型兵員輸送車が横転している」

「迂う回かいしろ」

「非常通行帯は通れないのか？　我々は最優先業務なのだ」

「わかりました、こちらへどうぞ」

　交通整理員らしい憲兵の指示に従って、護送車は通行帯を外れて、その下にある非常通行帯に入った。

　護送車の後ろで分ぶん岐き路ろが閉じたそのとき。

　電子音とともに、後部のオートロックドアが解除された。

　僕の両側にいた憲兵が、振ふり返るのと、ドアが開くのはほぼ同時だった。

　腰こしのホルスターに手をやった憲兵の前に立ったのは、同じ憲兵の制服を着込んだ四人の男だった。

　憲兵たちに、一いつ瞬しゆん生じたスキを、その四人は見み逃のがさなかった。

　男たちの持つパラライズガンが低いうなりを立てると、僕の両側にいた二人の憲兵が声も立てずに崩くずれ落ちた。

　四人の男の真ん中に立つリーダーのような男が、白い歯を見せて笑った。

「さあ！　こっちへ！」

　僕は一瞬迷った。

　こいつらは、マルス家の工作員じゃないのか？

　僕の疑念を感じ取ったのだろう、その男は僕に向かって小さく首を振って言った。

「ちがいます！　あなたを暗殺しようとしている連中は、この先の交差点で、待ちぼうけしています。さあ、早く！　ヴァルゲイン殿どのがトラフィックコントロールをしているうちに！」

　ヴァルの名前を聞いたとき、僕は護送車を飛び出していた。

　僕の目の前には、僕が乗って来たのとそっくり同じ形の護送車が十五台ほど並んでいた。

「これから、こいつらがピクネクトスの街の中を走り回ることになります。発信するビーコン信号はすべて本物と同じものですので、さぞかしあわてることでしょう。さあ、あっちの車へ！」

　僕が乗り込んだのは、銀行の現金輸送車だった。

「こいつは軍用車なみの装そう甲こうがありますからね。さあ、出発しましょう、皆みなさんが待ってますよ」

　リーダーの男がそう言うのと同時に、現金輸送用のホバーカーはすべるように走り出した。




　輸送車の中で拘こう束そく用のフィールドを解除してもらった僕が、両手をぐるぐるまわして血行を回復させていると、リーダーらしい男がにっこり笑って言った。

「さて、次はメイ王女の救出作戦ですね」

「ええ、あれだけ警備厳重なマルス家の中に侵しん入にゆうすることを考えると、ちょっと気が遠くなるような気がしますね」

「でも、やらなきゃなりません、あなた方は我々の希望なのです」

「あなた方……と申しますと？」

「あなたと、そしてメイ王女様のことですよ。マルス家の野望をくじくことができるのは、あなたたちしかいないと信じています」

　僕は驚おどろいた。

「そんな……僕にそんな力があると思いますか？」

　リーダーらしい男は、静かに言った。

「あなたは、正直者だ。あなたのことを悪く言う人はいない。確かにキレイゴトしか言わないええかっこしいだ、などと言う人間も中にはいますがね。でも、私は思うんですよ、人間の心には、かくありたいと願う姿がある……と。青あお臭くさい理想主義と笑いたいヤツには笑わせておいて、あえて言わせていただければ、その、かくありたいと願う姿に、もっとも近いところにいるのが、あなたと……メイ王女様なんです。なんと言うか……あなたたちを見ていると、人間を信じてもいい、まだ人間ってのは信じるにたりる生き物なんだ、って気がするんです」

　リーダーらしい男は、そこで言葉を切ると肩かたをすくめた。

「まあ……工作員なんて仕事してるから、なおさらなんでしょうけどね」




　四十分後、僕はマルス家の屋や敷しきのすぐ近くまで来ていた。

　帝てい都とピクネクトスのはずれにある広大な敷しき地ちのど真ん中にその屋敷はあった。

　夕暮れが迫せまる空を背景にそそり立つ何本もの尖せん塔とうを持ったその建物は、屋敷というより要よう塞さいのような雰ふん囲い気きを持ってあたりを睥へい睨げいしていた。

　僕の前には、マルス家の屋敷の設計図が広げられ、それを囲んで、工作員たちとマリリン姉あね御ごとドキア提てい督とく、そしてワタルが立っていた。

「いよいよだね、マイド。あんたの本当の力が試ためされるときが来たんだよ。さあ、どんな作戦でメイを救出するんだ？」

　マリリン姉御がわくわくして仕方ないという口調で僕ぼくに聞いた。

「いくらヴァルの能力があっても、忍しのびこむのは無理です。だから空中から行こうと思います。メイ王女の現在位置を確かく認にんしたところ、王女は今南の塔の最上階にいることがわかりました」

「南の塔？　こんなとき、お姫ひめ様ってのは北の塔に幽ゆう閉へいされているってのがセオリーじゃないのかい？」

「セオリー？　何のことですか？」

　首をかしげて聞いたワタルの頭を、マリリン姉御は小こ突づいた。

「子供はわかんなくていいの、ネタだから」

　僕は工作員たちに聞いた。

「あの塔のてっぺんまで飛べるものがありますか？」

　リーダーは、目を細くして塔を見た。

「汎はん用よう小型反重力プラットフォームならなんとか……でも屋敷の上空は、保護力場が、がっちりガードしていますよ」

「ヴァルは防犯システムに入り込むことはできますが、保護力場をすべて解除することはできません。ですから飛んでゆくプラットフォームのまわりの保護力場だけに、内側から中立フィールドを、ピンポイントで照射してもらいます」

「それは……理論的には可能ですが一歩間ま違ちがえれば、反重力フィールドも中立化してしまいます、そうなったら、あの高さからまっさかさまですよ」

「コントロールはヴァルにやってもらいます」

　リーダーは軽くうなずいた。

「まあ、ヴァルゲイン殿ならなんとかできそうだが……問題はプラットフォームの能力だな。あの高さまで持ち上げることができるのは大人二人ぶんがやっとだな。とうてい三人は乗せられない」

　そうか……操縦者と、メイを救出する人間、そしてメイ本人。どうしても三人乗れなくてはあそこまで飛べないのか……。

　そのとき、ワタルが声を上げた。

「僕が操縦します！　僕ならメイ王女と僕とで大人一人ぶんぐらいじゃないですか！」

「君が？」

　驚くリーダーに向かってワタルは胸を張った。

「僕の腕うで前まえをバカにしないでください、こう見えても僕は立派な海かい賊ぞく船の船長なんです」

　そして、ワタルはマリリン姉御の方を向いた。

「ほら、やっぱり僕の出番がきたじゃないですか！」

　マリリン姉御は、やれやれ、といった顔で肩をすくめた。

「それは、いちかばちかの危ない瀬せ戸と際ぎわってことの証明だと思うけどねえ」




　結局、プラットフォームにかかる負荷を考えると体重は軽い方がいいということになった。

　このときの救出作戦のメンバーの男性で、ワタルの次に体重が軽かったのは、僕だった。

　黒い工作員用のユニフォームを着こんで、組み立てた反重力プラットフォームに乗り込んだ僕とワタルは、宵よい闇やみのせまる空に向けて飛び立った。

　何重にもセットされているはずの防犯センサーは、ヴァルの手によって眠ねむらされているのだろう。

　境界線を飛び越こえたときも、屋敷の中には何の反応もなかった。

　僕たちの前に、薄うす青あおい力場の膜まくが見えてきた。

「防護力場です……」

　ワタルの声を聞いて、僕の持つ汎はん用よう端たん末まつからヴァルの声が答えた。

『中立フィールド照射開始いたします』

　保護力場を展開している屋敷の一角から、サーチライトのような白い半はん透とう明めいの光のようなものが僕たちの前に投射された。

　その光が当たった部分だけ、保護力場が消しよう滅めつしてゆくのがわかる。

　光は、僕たちの進んでゆく先々に当てられた。

　プラットフォームの進行速度と中立フィールドの位置を合わせるのに十分ほどかかってしまった。

『お急ぎください。システムを休きゆう眠みん状態においておける時間はそう長くありません』

　ヴァルの声を聞きながら僕は、南の塔とうのバルコニーに飛び降りた。

　そのまま、窓に駆かけ寄って窓を蹴けり開けて部屋の中に飛び込む。

　カッコ良く決めたかったのだが、毛足の長いじゅうたんに足を取られた僕は前のめりになって床ゆかに倒たおれこんでしまった。

　慣れないことはするもんじゃないな……そう考えたとき、声が飛んだ。

「何者ですか！」

　りん、としたメイの声が響ひびいた。

　僕が顔をあげたとき、僕の頭の上には、あと少しで振ふり下ろされるところだったイスと、目を丸くしたメイ王女の顔があった。

「マイド先生！」

　イスをわきに放り出したメイは僕に駆け寄ると、手をつかんで引き起こしてくれた。

「なんでこんなところに……それよりその格好は……」

「助けにきました。さあ、一いつ緒しよに逃にげましょう」

　メイの目が険しくなった。

「逃げるって……どこへ？」

「何を言っているんですか、アウトニアですよ。僕が自由になった今、君もまた自由なんだ。君はアウトニアにもどらなきゃいけない」

　メイは不安そうな顔をした。
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「私はアウトニアに戻れるかもしれません……でも……マイド先生はどうなるのですか？」

「僕ぼくは……お尋たずね者になってしまいます。でも安心してください、逃げて逃げて逃げ切ってみせますよ」

　悲しそうな目で小さく首を振ってメイは言った。

「私だけ……アウトニアに帰るなんて……そんなの嫌いやです！」

「何をバカなことを言っているんだ！」

「バカなことじゃありません！　私がここから去ることで、マイド先生が犯罪者になるというのなら……私はここから動きません」

　メイは僕がつかんでいる手を見た。そして目を上げると静かに言った。

「その手を離はなしてください、マイド閣下……」

　手の中にメイの細い腕うでがあった。

　僕の脳のう裏りを、独どく房ぼうの中で感じた想おもいがよぎった。それは、手の中にあるものすべてが砂となって流れ落ちてゆく感かん触しよくだった。

　握にぎりしめても握りしめても指の間から逃げてゆくもの……。




　このとき、僕は父の声を聞いた。

　父の肩かた車ぐるまに乗って、花火を見たあの夜、花火をつかもうと両手を伸ばした僕に父は言ったんだ。

『花火が欲ほしいのかい？　マイド、だったらおもいっきりつかんでごらん。欲しいものがあるなら、それをおもいっきりつかんでそれを信じるんだ。そして絶対に離しちゃいけない。つかんだことを疑って手を開いたとき、それは消えるんだよ』




　そうだね、父さん。

　絶対に離しちゃだめなんだ。

　疑っちゃだめなんだ。




　僕はメイの手をおもいっきり握りしめて、引いた。

「あ……」

　小さな悲鳴とともに、メイが僕の胸に飛び込んできた。

　僕はもう片方の手でメイを抱だきしめた。

「離すもんか……絶対に離すもんか！　もう、僕は貴族でも軍人でもない！　閣下でも先生でもないんだ！　僕は……マイドだ！　マイド・ガーナッシュという一人の男だ！　僕は絶対にこの手を離さない！　死んでも離さない！　それが嫌なら僕の腕を……指を切り落とせ！」

　メイの目から、ぽろぽろと涙なみだが零こぼれ落ちた。

「マイド先生！」

　メイは僕に抱きついた。

「言っただろう……僕はもう、先生じゃないんだよ」

　僕の胸で首を振ってメイは言った。

「先生です！　最初に会ったときから……あなたはマイド先生だったんです！」

「メイ……」

　そのとき窓の外から、おずおずとした声が聞こえた。

「あの……いいところみたいなんだけど……時間が過ぎてしまいますよ、マイド閣下……」

　ワタルの声を聞いたメイが、真っ赤な顔をして僕から離れた。




　僕たちがプラットフォームに乗り込むのと同時に、屋や敷しきのあちこちから警報音が鳴り響ひびいた。

「しまった！　時間切れだ！」

　ワタルがそう言うのと同時に、青い力場帯が強化されていくのが見えた。

　中立フィールドは使えない……どうする。

　塔の高さは約五百メートル……飛び降りることなんてできない、それに飛び降りてもすぐにつかまってしまうに違ちがいない。

　遠く、マルスの家を囲っている高い塀へいが見えた。

　……あそこまで、ちょうど五百メートル位か……。

　そのとき、僕の頭に浮うかんだのは、途と方ほうもないアイディアだった。

　僕は、胸ポケットにある汎はん用よう端たん末まつに向かって叫さけんだ。

「ヴァル！　この塔とうの下にある対空レーザー砲ほう塔とうのコントロールシステムに侵しん入にゆうできるか？」

『なんとかなりますが……どうします？』

「対空レーザー砲を、この塔の基部に向けて発射しろ！　この塔を南側にむけて倒たおすんだ！」

　ワタルが、びっくりしたように僕を見た。

「塔を倒すんですか！」

「そうだ、倒れていく塔の上を飛んで、あの塀まで行くんだ！」

　ワタルは、塔と、塀までの距きよ離りを目測した後でにやっと笑った。

「すっごい豪ごう華かな橋ですね」

　ヴァルの声がした。

『対空レーザーシステム侵しん入にゆう完かん了りよう、レーザー発射します！』




　しばらく、何事も起きなかったが、やがて小さな地じ響ひびきのようなものが聞こえてきた。

　ずずずずずずず……。

　その響きは、だんだん大きくなってきた。

　それと同時に、僕の目の前の塔の壁かべが、ゆっくりと斜ななめになってゆく。

「よし！　いまだ！　ワタル！　塔の上を行け！」

「わかりました！　しっかりつかまっててください！」

　プラットフォームは、一気に加速した。

　倒とう壊かいしてゆく塔の埃ほこりの中を突とつ破ぱして飛び出してきた僕ぼくたちを迎むかえた工作員のリーダーは、あきれたように言った。

「秘密工作も何もあったもんじゃありませんね。さあ、急いで乗ってください、軌き道どうエレベーターと宇宙船は確保してありますから」

　軌道エレベーターに到とう着ちやくするまでの間に僕たちは、数回にわたって車を乗り換かえ、服装を変えた。

　マルス家が襲しゆう撃げきされた、というニュースは帝てい都とを震しん撼かんさせたらしい。

　道路という道路は、軍と警察により封ふう鎖さされ、治安部隊の緊きん急きゆう車両が帝都中を走り回っていた。

　マイア家とディア家の人たちの協力がなければとうてい軌道エレベーターまでたどりつけなかったに違いない。

　エレベーターにたどりついた僕たちを案内してくれた係員が指示してくれた部屋に行くと、そこに見覚えのある人が立っていた。

　それは、外務省のライタンだった。

「ライタンさん！」

　ライタンは口の前に指を立てて、黙だまるようにゼスチャーをしたあとで、いきなり懐ふところからショックガンを取り出した。

　驚おどろく僕たちの前で、ライタンはいきなり大声をあげた。

「うわ！　何をするんですか！　あ！　あなたはマイド閣下！　やめてください！　ぎゃあああ人殺しぃ！」

　そして手に持ったショックガンを、壁へき面めんの情報端たん末まつに向けて二～三発撃うち込んだ。

　情報端末は、火花を上げてバラバラに吹っ飛んだ。

　目を丸くしている僕たちに向かって、ライタンは微笑ほほえんだ。

「これでよし、と……いやあ、私にも立場というものがありますからな。さあ、快速艇ていサザンカが、皆みな様を待っております、お急ぎください」




「サザンカ」に追いつくことのできる快速艇は、帝国にはない。

　僕は、サザンカに乗り込んだとき、はじめて肩かたの力を抜ぬくことができた。

　みんなもそうだったのだろう。乗り込んで、ロビーのソファに座すわり込むと、僕たちはしばらく交わす言葉もなかった。

　やがて、マリリン姉御がぽつりと言った。

「さて、これからどうする？」

「どうするもこうするもありません。僕は帝国の反逆者です。メイをアウトニアに送り届けた後で、どこかの辺境にでも逃にげます」

　ドキア提てい督とくが、心底すまなそうに言った。

「アウトニア救国の英えい雄ゆうを、そんな目に遭あわせるのは心苦しいが……」

「いえ、僕に関わることによって、あなた方の方が、すべてを失うかもしれません」

　ドキア提督は笑ってこう言った。

「すべてを失ったからといって、それがどうかしたかね？　わしはもうじき地位や名めい誉よなどと、縁えんのない世界に行くのじゃよ……」

　マリリン姉あね御ごは当たり前のことのように言った。

「まあ、そうだね、すべてを失うかもしれないねえ。でもさ、なくしたら、また最初から手に入れりゃいいじゃん、そんだけのことじゃないのかい？」

　黙って頭を下げた僕は続けた。

「僕とアリクレストとの確かく執しつは、アウトニアにはじまったことじゃありません。アウトニア戦せん役えきがなくとも、いつか必ずこんなときがくると思っていました」

「なんと、次の皇こう帝てい陛下だからのう……」

「それなんだけどさ。怒いかり狂くるったアリクレストが、アウトニアに攻せめてくるってことはない？」

　マリリン姉御が心配そうに聞いた。

「それは大だい丈じよう夫ぶじゃろう、帝国とアウトニアは友好親善条約を結んでおる、俗ぞくに言う盟約というヤツじゃ。アウトニアの独立国としての立場を侵おかすようなことはないじゃろう。そんなことをしたら、帝国と周辺の独立国家群との関係は最悪になる。独立国家群は帝国の最大の市場じゃからな」

　ドキア提督の答えを聞いて、マリリン姉御は少し安心したようだった。

「まあね、そう言われてみればそうだよね。皇帝になろうっていうんだから、あのドラ息子むすこでもそれくらいの常識は持ってるよね」

「あの……失礼ですがマイド閣下」

　僕たちの会話を聞いていたライタンが会話に加わった。

「はい、何でしょう？」

「辺境方面に、お知り合いの方がいらっしゃいますか？　先ほど辺境に逃げる、ようなことをおっしゃっていましたが……」

「あ、いえ、僕は帝星で生まれて帝星で育ちました。ほとんど知り合いはいません」

　ライタンは微笑んだ。

「では、私がご紹しよう介かいいたしましょうか？　私は外務省の辺境担当官ですので、少々顔が広いと自負しております……マイド閣下はサンゴーという一族をご存じですかな？」

「サンゴーですか？」

　そういった名前は記き憶おくになかった。

「ご存じないのも無理ありません、彼らはいわば宇宙の遊牧民のようなものなのです。何万という宇宙船団を率いて空域から空域に旅をする一族でして、主に宇宙船のエンジンやドライブ関連の技術を売り物にしております。その技術は帝国の技研よりもレベルが高いと言われています」

　横に立っているホログラフのヴァルが説明を加えた。

『マイド様、聞いたことはございませんか？　オニヤというブランドを。このサザンカも、そのオニヤで作られて特別チューンされたドライブエンジンを搭とう載さいしております』

「そうか、そういえばオニヤという名前は聞いたことがあるな。そうか、あのオニヤのエンジンは遊牧民のような集団が作っているのか。知らなかったなあ、この宇宙には僕ぼくの知らないことがいっぱいあるんだな」

　ライタンは微笑んだ。

「銀河は広うございますよ、マイド閣下。帝国が実効支配している世界など、ほんの一部分に過ぎんのです。サンゴーの長おさは、パワープッシュと呼ばれる男です。剛ごう毅きな男ですので、きっとマイド閣下とも話が合うと思いますよ」

　僕は頭を下げた。

「何から何までお世話になります」

　ライタンは、ちょっと胸を張った。

「お任せください」

　そのとき僕は隣となりから聞こえてくる規則正しい寝ね息いきに気がついた。

　見ると、僕の横のソファでは、メイとワタルが、もたれあって小さな寝息を立てていた。

　その、かわいらしい寝ね姿すがたを見たとき、僕は自分がやってきたことと、これからやるべきことの重さに気がついた。

　僕は犯罪者として銀河の中を放ほう浪ろうすることになるだろう、それはおそらく想像を絶する苦難の旅になることは間ま違ちがいない。

　……メイは、僕を待っていてくれるだろうか？

　いや……疑っちゃいけない。

　つかんだ手を離はなしちゃいけない。

　そう……なんとかなるさ。僕にはヴァルと、そして仲間たちがいる。

　ライタンが、僕の横で眠ねむるメイとワタルを見て目を細めた。

「おやおや、さぞかしお疲つかれだったんでしょうね。皆みなさんも部屋にお戻もどりになってお休みください、まもなく最大加速に入ります。亜あ空間に入りますと、一切の通信が途と絶ぜついたしますが、考えようによっては、騒さわがしいマスコミどものニュースネットからも逃のがれることができるわけで、それはそれで喜ばしいことだと思います。通常空間に戻るのは一週間後。アウトニアに到とう着ちやくできるのは、その翌日だと思います」

　ホログラフのヴァルが一礼した。

『では、時空波動ドライブに入ります前に、わたくしもお休みさせていただきます』

　……そうか、時空波動ドライブ中に電子人格を起動させるわけにはいかないんだっけ。

「じゃあ、一週間お別れだねヴァル。アウトニアについたら帝てい国こくの情報部を相手に、また忙いそがしい日々が待ってると思う。一いつ緒しよにがんばろう」

　ヴァルは軽く微笑ほほえむと静かに一礼して、消えた。

　僕は、そっとメイを揺ゆり起こした。

　目をあけたメイは、目の前にあった僕の顔を見て、びっくりしたように言った。

「きゃ！　マイド先生！　だめです……」

　マリリン姉あね御ごが笑った。

「おやおや、何をねぼけてんだか。ここはロビーだよ、あんたの部屋じゃないから安心しな」

　あたりを見回したメイは真っ赤な顔をして飛び起きた。

「ごめんなさい！　あの……変な夢をみてしまって……その……」

　メイはそれだけを言うと、ぴょこんと頭を下げて部屋に逃にげていった。

　その姿を見送ったマリリン姉御は、僕を見てにやにや笑いながら言った。

「部屋に忍しのんで行くなら明日にしな。メイは今日は疲れてるみたいだから」

「やめてくださいよ姉御……」

　僕たちの会話を聞いていたワタルが、目をこすりながら聞いた。

「部屋に忍んで行くって……どういうことですか？」

「なんでもないよワタルくん、子供と年寄りにはあんまり縁えんがないことさ、さあおいで、わしの部屋で寝ねよう」

　ドキア提てい督とくはそう言うと、笑いながらワタルの手を引いてロビーから出ていった。




　時空波動ドライブに入っていた一週間。

　僕はこのサザンカの中での一週間を決して忘れないだろう。

　僕とメイは、いろいろな話をした。

　僕は、メイに、アウトニアに残るように説得したが、メイはこう言って首を振ふった。

「貴族でも軍人でもないマイド・ガーナッシュさんと一緒にいれば、私も、ただのメイ・シザーズでいられるのです」

　メイの覚かく悟ごは変わらなかった。

　僕は決めた。

　アウトニアに着いたら王様と王おう妃ひ様にすべてを話し、メイと二人で旅に出る許可をもらおう。

　たとえ王様に殴なぐられても王妃様に泣かれても、僕は決めたんだ。

　そしていつか……そう、それはいつのことになるのかわからないけど、僕たちは絶対にアウトニアに帰ってくる。

　なぜならアウトニアはメイの故郷であり、そして僕の故郷でもあるんだから。

『駆かけ落ち夫婦』とマリリン姉御にからかわれて、それでもメイは嬉うれしそうだった。

　この一週間。

　僕は幸せだった。

　そう……このとき僕は、僕たちを待っていた運命のことなんか、考えもしなかった。







　第十五章　終しゆう　焉えん







　メインモニターに映る映像を見て、僕ぼくたちは無言だった。

　息をすることもできずに、僕たちはその映像を見つめていた。

　僕の手を痛いほど握にぎりしめているメイの手の震ふるえはとまらなかった。




　僕たちが通常空間に戻ったとき、帝てい国こく中のニュースネットワークがその映像を流していた。

　それは、紅ぐ蓮れんの炎ほのおの中に焼け落ちてゆくアウトニア王宮の映像だった。

　レポーターの解説は同じことを繰くり返していた。

『帝国軍は、本日未明独立国家アウトニアに対し宣戦布告し、全面攻こう撃げきを行いました。帝国軍の公式発表によりますと、この戦争は、アウトニアが長年にわたって敵である神聖ローデスと通つう謀ぼう関係にあることが判明したためであり、神聖ローデスとの通路であるアウトニア回かい廊ろうの安全保障のため、やむをえず行ったものである。以後アウトニア星系はマルス公こう爵しやく領として帝国皇帝に直ちよつ轄かつ統治される、とのことであります。現在、アウトニア軍の一部が散発的な抵てい抗こうを行っている模様ですが、国王、王妃など王家の者の全員の死亡が確かく認にんされたことにより、この抵抗は長く続かないと帝国軍は見ているもようです。なお、一週間前にこのアウトニア王家の第三皇女であるメイ・シザーズ王女を誘ゆう拐かいして逃とう亡ぼうしたマイド・ガーナッシュについての足取りは、いまだにつかめていないとのことです……繰り返してお伝えします、本日未明帝国軍は……』




　この帝国軍の武力併へい合ごうの後、アウトニア国民のほとんどは他の星域にバラバラに強制移住させられ、王星ユーマの都市と、地上に広がる広大なブドウ畑は完全に更さら地ちになるまで破は壊かいされ、アウトニア回廊を防衛するための軍事要よう塞さいがその上に建設されることとなった。

　そして、アウトニアは消えた。

　それは、帝国の歴史の年表にすら残らない瑣さ末まつな出来事として葬ほうむり去られるはずだった。




　半年が過ぎ、マスコミが取り上げなくなって、忘れっぽい人々の記き憶おくからアウトニアという言葉が消えようとした頃ころ、ネットに『アウトニアファイル』と呼ばれる映像ファイルが流れるようになった。

　ほんの二～三分の長さしかないそのファイルに収められていた映像は、一面のブドウ畑が広がる平和なアウトニアの風景の記録と、帝国の盾たてとして必死に戦い続けるアウトニアの老ろう朽きゆう艦かん隊たいと、菜の花のような微笑ほほえみを浮うかべる幸せそうなメイ王女と……そして、王宮に侵しん入にゆうした帝国の特とく殊しゆ部隊が、王と王妃を射殺する光景と、炎の中に飲み込まれてゆくアウトニア王宮の映像だった。

　その、焼け落ちてゆく王宮の映像には、一連の文字がオーバーラップされていた。

　それは、帝国とアウトニアが結んでいた盟約の文章だった。

『帝国は、アウトニアの独立と自主的な立場を尊重し、ともに友好の名のもとにこれを維い持じする義務を負う』

『帝国は、盟友たるアウトニアの安全を保障し、外敵の侵しん入にゆうありたるときはすみやかにアウトニアに軍を派は遣けんしその安全の確保にあたる』

『帝国は、いかなる場合でも帝国皇帝の名においてこの盟約を守り、果たす義務を負う……』

　それは、帝国をひたすら信じ、帝国の一員であることを誇ほこりに感じていた小国が、帝国に裏切られて滅ほろびていった、その記録だった。

　このファイルの映像には、帝国を声こわ高だかに糾きゆう弾だんする姿勢も怨えん嗟さの色もなかった。

　帝国が何をしたのか。

　帝国とは何なのか。

　ただ、それだけを問いつづけるこのファイルの映像を見終わった人のほとんどは、何も言わずに、ただ大きなため息だけをついた。

　製作者の名前はどこにもなかったが、それは、映像だけでメッセージを伝えるという手法の最高傑けつ作さくだった。

　帝国の情報管理省は、このファイルを発見しだい削さく除じよするように命令を出し、このファイル自体を非合法化するとともに、アウトニアの国民だった人物を監かん視し下に置いた。

　しかし、このファイルはアップされつづけた。

　削けずられても削られても、どこかで誰だれかがアップしつづけた。

　アウトニアとは無む縁えんの人々がファイルを保存し、そして送りつづけた。

　場末のネットカフェで。

　無記名の掲けい示じ板ばんで。

　個人のメーリングリストの中で。

　必ず誰かがこのファイルを送り続けた。

　ネットを巡じゆん回かいする検けん索さくロボットにより消されても消されても、誰かが保存していた個人のデータから送りつづけた。

　端たん末まつの先にいる何万、何千万、何億という人々に向けて送りつづけた。




　いつしか、このファイルの最後の部分に言葉がつけ足された。

　それはこんな言葉だった。

『人の価値とは、何をしたのか、何をしようとしているのか、その二つによって決定される』

　誰がこの言葉を書き込んだのか、それはわからなかった。

　しかし、人々はその言葉の最後に、一人の人間の名をつけて読んだ。

　決して書かれることのないその名前は、

『マイド・ガーナッシュ』と言う。





アウトニア王国物語　第一部　完　　
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